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資料編 

１ 地域特性 
 

（１）⼈⼝・世帯数の特性 

《人口・世帯数の推移》 

南相木村の人口は、国勢調査によると平成 27(2015)年は 1,005 人であり、年々

減少傾向となっています。国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、引き

続き減少傾向が続き、令和 27（2045）年に 509 人になると予測されています。 

平成 7 年から 12 年の間の人口増加は主としてダム建設による労働者の流入によ

るものです。 

年齢３階層別人口割合をみると、年少人口と生産年齢人口割合は減少する一方、

高齢者人口割合は増加し、少子高齢化が進行すると予測されています。 

平成 27 年国勢調査結果によると、全世帯のうち核家族世帯が全体の約５割、単

独世帯が約３割です。単独世帯のうち 65 歳以上の世帯が全体の２割です。 

発災時の避難誘導、強靭化対応に対し重要な指標となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【南相⽊村⼈⼝】
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図１ 人口動向と予測 
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（資料）国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所将来推計人口（平成 30 年） 

 

一般世帯数 

合計 核家族数 夫婦のみ世帯 子あり世帯 単独世帯 

 

内、６５歳以上
の世帯 

428 219 111 108 138 87 

100％ 51.2％ 26.0％ 25.2％ 32.2％ 20.3％ 

 

＜参考＞ 

【人口ビジョン】 

＜ビジョンの前提＞ 

 近年の社会増傾向をとらえ（転入数が転出数を上回る）、この傾向を維

持・拡大し、合計特殊出生率の増加を図り人口減少に歯止めをかける。 

 10～20歳代の進学、就職による転出が多いため、幼少期から村への誇りや

愛着を育み、Ｕターン促進を図る。 

 就農やサテライトオフィスの誘致、農業の６次産業化などの雇用促進や、

住まいの確保により定住促進を図る。 

 これまでの子育て支援の事業を継続・拡大するとともに結婚・出産をサポ

ートする事業を行う。 

 

＜令和22年（2040）年の予測＞ 

南相木村人口ビジョン（平成27年10月）によると、令和22年（2040）年は、

806人としています。 

（国立社会保障・人口問題研究所将来推計人口（平成27年）では、令和22年

（2040）年は、570人と推計されています。） 

 

 

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045
昭和55 昭和60 平成2年 平成7年 平成12 平成17 平成22 平成27 令和2年 令和7年 令和12 令和17 令和22 令和27

総⼈⼝ 1604 1453 1368 1334 1584 1151 1,121 1,005 890 788 704 631 570 509

0〜14歳 0.166 0.145 0.13 0.145 0.123 0.141 0.127 0.111 0.094 0.089 0.08 0.073 0.074 0.073

15〜64歳 0.65 0.641 0.61 0.567 0.585 0.465 0.497 0.474 0.49 0.484 0.473 0.469 0.44 0.411

65歳以上 0.183 0.214 0.26 0.287 0.292 0.394 0.376 0.415 0.416 0.428 0.447 0.458 0.486 0.517

出典：国勢調査（平成27年） 

表１ 人口動向と予測 

表２ 一般世帯の世帯構成傾向 
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《集落別高齢化の状況》 

南相木村は、65歳以上の高齢化率が約41％です。特に10行政区のうち 半数以

上の６区で高齢化率が 40％を超える状況にあります。（令和2年10月31日現在） 

行政区でみると、人口30人/区未満が４区、行政区内の世帯数では25世帯未満

が３区あります。このことから、今後の集落単位の避難や災害活動などの災害

対策が困難になる事が懸念されます。 

集落の高齢化率を見ると全体で約66％であり、高齢化率の高い集落は６区あ

ることから、災害時の共助に支障が出ると考えられます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《人口流動の特性》 

南相木村は、平成 27 年国勢調査によると従業地・通学地による人口（昼間人

口）と、常住地による人口（夜間人口）を比較した昼夜間人口比率が、県平均

と比較して約15％低く、小海町と比較して約20％低い状況にあります。村外に

通勤・通学している村民が、多いことを示しています。 

昼間と夜間では村内に滞在する人の属性が大きく異なります。 

  

（資料）村民基本台帳令和 3 年 3 年 31 日現在  ※：村全体に対する割合 

表３ 地区別 人口及び世

行政区

名 

人口 世 帯

数 

65歳以上人口及び割合※ 世帯数及び

割合※   （％） 男 女 計 男 （％） 女 （％） 計 （％）

日向 63 63 126 57 25 39.7 32 50.8 57 45.2 41 71.9 

第八 77 70 147 62 21 27.3 28 40.0 49 33.3 34 54.8 

祝平 70 63 133 59 20 28.6 24 38.1 44 33.1 31 52.5 

和田 67 79 146 55 16 23.9 35 44.3 51 34.9 36 65.5 

中島 87 108 195 86 33 37.9 58 53.7 91 46.7 65 75.6 

加佐 53 57 110 65 25 47.2 27 47.4 52 47.3 84 76.7 

栗生川 28 30 58 43 8 28.6 12 40.0 20 34.5 13 61.9 

栗生 12 14 26 21 6 50.0 10 71.4 16 61.5 13 72.2 

立原 11 7 18 18 4 36.4 4 57.1 8 44.4 6 50.0 

三川 19 21 40 12 12 63.2 10 47.6 22 55.0 15 78.9 

合計 487 512 999 432 170 34.9 240 46.9 410 41.0 287 66.4 
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（２）交通の特性 

《道路・交通網》 

 主要地方道川上佐久線が南相木川沿いに村を横断し、小海町と川上村につ

ながっています。また、中島地区から栗生地区まで栗生川沿いに県道栗尾

見上線が走っています。 

 東京都へは、主要地方道川上佐久線から中部自動車道、中部横断自動車道

を利用することにより約３時間、山梨県北杜市長坂IC及び須玉IC利用で首

都圏約2.5時間です。 

 長野市へは主要地方道川上佐久線から中部自動車道、中部横断自動車道を

利用することにより約1.5時間です。 

 村道は総延長224.327km、506路線のうち、52.6％が舗装されています。(平

成28年3月） 

また、平成12年に南牧村へ通じる小沢志なの入トンネル、平成13年北相木

村へ通じる大鰭トンネルの開通により近隣町村へ短時間で移動できるよう

になりました。 

災害時対応として、主要地方道川上佐久線と県道栗尾見上線の改良や迂回

路として村道整備が必要となっています。 

 農道は整備されていませんが、村道と林道により農産物を圃場から集荷施

設まで積み替えなしで搬出が可能となり、農業生産活動の効率化が向上し

ました。 
 林道は、総延長6,115m整備され、間伐等の森林整備利用、集落住民の生活

道路として利用されています。 

表４ 労働力・昼夜間人口

※出典：国勢調査（平成２７年） 

※昼夜間人口比率＝昼間人口/常住人口＊100 

15歳以上
人口

15歳以上
労働力
人口

15歳以上の
自宅外
就業者

15歳以上の
通学者

昼間人口
昼間人口

比率
流出人口 流入人口

893 527

100.0% 59.0%

2,041 1,453

100.0% 71.2%

1,812,950 1,108,084

100.0% 61.1%

南相木村

小海町

長野県

334 69

894,874 97,609 99.9% 15,694 10,941

1,892 173 103.8% 971

41 83.4% 236

労働力 昼夜間人口・比率

1,151

838

4,893

2,094,051
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 災害時には、災害復旧工事を関係機関と調整の上で早急に実施するととも

に、緊急車両の通行や迂回路解消、周辺地域との通年通行（冬季間通行止

め等）のために、主要地方道川上佐久線の馬越峠トンネル化が求められま

す。 
 今後の定住化や観光振興に当たり、わかりやすい案内板整備や道路、橋梁

の長寿命化を進め地域と一体となった道路保全等事業を進める必要があり

ます。 

《公共交通》 

 村営バスは３路線で平日は１日27便、日曜・祝祭日は1日12便運行していま

す。 

 人口減少、自家用車普及により利用者は減少傾向にありますが、児童・生

徒や自家用車を持たない高齢者の交通手段として引き続き維持管理、運行

を必要としています。 
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（３）産業の特性 
 

《産業構造》 

 産業別就業者数の割合を見ると、第１次産業：約37％、第２次産業：約16％、第３次産業：

約47％であり、第３次産業が占める割合が大きく、次いで１次産業となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

合計

農業 製造業 卸小売り業 サービス業 合計

325 321 451 76 315 47 153 1091

29.8% 29.4 41.30% 7.0 28.90% 4.3 14.0 100%

239 234 98 67 244 53 41 581

41.10% 40.3 16.90% 11.5 42.00% 9.1 7.1 100%

173 165 96 39 243 48 15 512

33.80% 32.2 18.80% 7.6 47.40% 9.4 2.9 100%

185 178 82 31 232 33 9 499

37.1% 35.7% 16.4% 6.2% 46.5% 6.6% 1.8% 100.0%

第2次産業　
　　区分

第1次産業 第2次産業

平成１２年

平成１７年

平成２２年

平成２７年

年

29.8
41.1 33.8 37.1

41.3 16.9
18.8 16.4

28.9
42 47.4 46.5

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

産業別人口割合（％）

第1次産業人口 第2次産業人口 第3次産業人口

出典：国勢調査 

表５ 産業別人口割合 
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《農業》 

 夏季冷涼な気候を活かした白菜や花卉を主産品としています。村内各地区の畑かん整備が進

み、水路の改修により生産基盤が改善され、安定的生産を実施しています。 

 農業就業者の高齢化や後継者不足が進み、遊休農地が増加しています。 

 近年（平成27年度）は専業農家数比率が増加しています。後継者育成、新規農業者支援、高

齢化に適した作物導入、農業構造改善、農業の都市交流、特産品開発、６次化の推進など農

業の振興が必要とされています。 

 

 

《林業》 

 南相木村内面積の約９割を占める山林では、戦後植林したカラマツ林が伐期を迎え、村有林

（1,217ha）のうち620haのカラマツ林を対象に森林保全と活用の両面で雇用創出と生産性向

上に取り組んでいます。 

 林業労働者の高齢化、減少傾向にありますが、国産木材の高騰を背景に林業の活性化が求め

られます。 

《工業》 

 産業別人口を見ると、平成12年の南相木ダム建設関連の２次産業人口や３次産業人口の特異

な増加傾向がみられましたが、ダム建設が終了した後は、製造業が減少傾向にあります 

 村内の工場は５事業所であり、今後の定住化に向け、雇用先確保の場として重要な役割があ

ります。 

《商業》 

 村内に小規模小売店が数軒あります。村外通勤者等が多いことから購買力は村外に流出して

いるものと考えられます。 

 近年の卸小売り従事者人口割合は全体の6.6％であり、商業者の高齢化、後継者不足及び地理

条件から村外誘客は厳しく、他の産業と連携した取組が必要と考えられています。 

 
総農家数 専業 

農家数 

兼業農家数 農家人口 

第１種 第２種 合計 男 女 合計 

平成１２年 

142 61 41 40 81 257 268 525 

100.0％ 43.0％ 28.9％ 28.1％ 57.0％ 49.0％ 51.0％ 100.0％ 

平成１７年 

106 52 32 22 54 186 198 384 

100.0％ 49.1％ 30.1％ 20.8％ 50.9％ 48.4％ 51.6％ 100.0％ 

平成２２年 

80 33 22 25 47 133 150 283 

100.0％ 41.2％ 27.5％ 31.3％ 58.8％ 47.0％ 53.0％ 100.0％ 

平成２７年 
66 45 10 11 21 102 114 216 

100.0％ 68.2％ 15.1％ 16.7％ 31.8％ 47.2％ 52.8％ 100.0％ 

 出典：農林業センサス 

表６ 農家数、農業人口 
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《観光及びレクリエーション》 

 南相木村は四季を通し豊かな自然に恵まれ、これら自然資源を活かした観光及びレクリエー

ションの場が多く分布しています。 

 レンゲツツジが群生する立原高原にあるオートキャンプ場、ログハウス 

 つつじ祭り 

 立岩湖や南相木川における凍結時の釣り、渓流釣り 

 公共温泉施設「滝見の湯」（平成 13 年）、南相木ダム（平成 16 年）の見学 

 つつじ祭り、ふるさと夏まつり、ダムウォーキングと自然を組み合わせ、体験型観光、名

産開発を振興することが求められています。 
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２ 村⺠アンケート調査 
 

（１）調査の⽬的 
 

村民アンケート調査は、全村民の大規模自然災害に対する考え方や、災害に対する備蓄､取組な

どについて、防災への意識や各世帯の現状を把握し、また、村の情報発信の評価・検証を行うこと

で、今後の地域強靭化に向けた基礎資料とすることを目的とします。 

 

（２）調査概要 
 

ア 調査対象者 

16 歳以上の村民 895 名 （村民基本台帳 令和 2 年 10 月末現在） 

イ 調査方法 

村職員による戸別配布、回収（地区単位） 

ウ 調査期間 

○配布日 ：令和 2 年 12 月 10 日（木） 

○回収期限：令和 2 年 12 月 21 日（月） 

（最終回収日令和 2 年 12 月 25 日（金）） 

エ 回収結果 

○回収数 ：608 票（無効票（白票）：39 票、有効票：569 票）※1 票=1 名 

○回収率 ：67.9％（有効回答率 ：63.6％） 

オ 調査結果の見方 

○集計は、小数点以下第 2 位を四捨五入しています。そのため、数値の合計は 100.0％にならな

い場合があります。 

○回答の比率（％）は、その質問の回答者を基数として算出しているため、複数回答の設問は全

ての比率を合計すると 100.0％を超える場合があります。 

カ 標本誤差について 

○本調査は 16 歳以上の村民に対する全数調査です。（通常の標本を抽出して行う調査の場合は、

一定の範囲で誤差が生まれる可能性があります。） 
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（３）調査結果の概要 
 

ア 単純集計の概要 

 回答者の 6 割が 70 歳以上で、居住年数をみると 30 年以上が 5 割を占めています。 

 「豪雨災害（洪水や浸水被害）」、「土砂災害」を脅威に感じています。必要な対策は、「通行遮

断による孤立地区の救済、対応強化」、「物資供給の迅速化」、「食料等の供給確保」、「代替道路

確保や輸送機能の確保」と、通行遮断に関する指摘が上位です。 

 影響の大きな道路は、「国道 141 号線」、「（主）川上佐久線」が大きく、次いで「村道･農道･林

道」でした。 

 ハザードマップの有効性について全体の 6 割が理解していません。 

 被災での心配は、「電気、水道、通信の供給停止」が約 8 割、「食料・飲料水、燃料、日用品な

どの確保の困難」が 6.5 割です。一方、「備品を準備していない」が約 5 割でした。 

 「防災訓練へ参加した」（約 5 割）に対し、「参加したことはない・知らなかった」が約 3.5 割

です。 

 発災情報の収集方法は、「有線放送、防災無線（7.5 割）」、「CATV、テレビ（6 割）」が手近な方

法で、次いで「ラジオ（2 割）」、「フェイスブック、ラインなどの SNS（2 割）」です。欲しい情

報は、「電気・水道等のライフラインの情報」、「道路交通等の情報や復旧見通し」、「医療機関

の情報」の指摘が上位です。 
 

イ クロス集計の概要 

 自然災害は、50 歳代以上は「豪雨災害」、40 歳代は、「土砂災害」が脅威という指摘が多くみら

れます。地区別では、栗生川地区が「豪雨災害」、栗生川地区、栗生地区が「土砂災害」の指

摘が多くみられます。 

 優先する災害対策は、【栗生地区、三川地区】が「孤立地区の救済、対応強化」、【日向地区】

が「物資供給の迅速化」、【立原地区】が「食料等の供給の確保」、【三川地区】が「地区のコミ

ュニティによる自助、共助の実施」の指摘が多くみられます。 

 道路等が途絶した場合の生活への影響では、「通学」【16歳代】、「通院」【70歳代、80歳以上】、

「買物」【20 歳代、30 歳代、60 歳代】、「緊急時の避難」【20 歳代】の指摘が多くみられます。 

 ハザードマップは、40 歳未満の若い方々に認知されていません。 

 「防災訓練への参加」は【40 歳代、50 歳代、65 歳—69 歳】が多く、【16 歳代、20 歳代】は「防

災訓練を知らない」、「参加したことが無い」と回答があり、また、居住 5 年未満の方は、訓練

が行われていることを知らないと回答がありました。 

 「これまでに災害ボランティア活動に参加したことがある」方の、防災訓練への参加について

は、「参加したことがある」（8.2 割）です。 
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ウ 意見・アイデア（フリーアンサー）の概要 

 71 件の意見・アイデア（フリーアンサー）は、【危険箇所点検について】（15 件）、【ハザード

マップについて】（3件）、【強靭化計画について】（14件）、【情報について】（10件）、【避

難について】（13 件）、【備蓄について】（5 件）、【道路について】（3 件）、【ライフライ

ンについて】（6 件）、その他（1 件）でした。 

 

 ハザードマップによる事前の危険箇所情報提供と発災時の時間経過による危険箇所等の滑落、

土砂崩れ等の周知をお願いしたいとする意見 

 台風 19 号の教訓から、河川を含めた中で定期的に点検がまず必要とする意見（ハザードマップ

へ反映） 

 被災した後の行政動向、方針の更新を教えてほしいとする意見 

 昨年の災害で停電により電気が使えず非常に困ったので、停電や断水に強い村にしてほしいと

する意見 

 スマホが使えない場合や早めの情報提供手段とする防災無線が重要とする意見 

 台風 19 号での避難先の対応がバラバラで、食べ物の件や寒くて震えたと聞いている（高齢者・

子どもを優先的に）、また、1 年に 1 回位は各地区での大規模災害の話をする日とかがあれば

いいと思うとする意見 

 備蓄など、地区、村での話し合いやマニュアル、災害時の経験談などを聞ける場や冊子など配

るとかがあればいいと思うとする意見 

 災害時のみならず、日常の生活道路としても馬越峠のトンネル貫通を強力に働きかけてほしい

とする意見 

 私は 2011 年に「東日本大震災」を経験しており、その時のライフライン全てがマヒしてしまい

大変困ったのを覚えています。必要最低限の確保は絶対に必要ですとする意見 
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５年未満

9.1%
５年以上１０

年未満

6.3%

１０年以上２０

年未満

14.1%

２０年以上

３０年未満

14.8%

３０年以上

48.3%

無回答

7.4%

総数

569

70.7

53.6

28.5

9.1

1.2

10.0

0% 20% 40% 60% 80%

豪雨災害（洪水や浸水被害）

土砂災害

地震災害

豪雪災害

その他

無回答

総数=569 （複数回答）

（４）調査結果（単純集計） 

＜年齢＞ 

「８０歳以上」が 19.9％で最も多く、「７０～７９

歳」が 16.7％、「５０～５９歳」が 13.9％、「４０～

４９歳」が 12.7％で続きます。 

 

 

 

 

 

 

＜居住年数＞ 

「３０年以上」が 48.3％で最も多く、「２０年以上

３０年未満」が 14.8％、「１０年以上２０年未満」が

14.1％、「５年未満」が 9.1％で続きます。 

 

 

 

 

 

 

＜脅威に感じる自然災害＞ 

「豪雨災害（洪水や浸水被害）」が 70.7％

で最も多く、「土砂災害」が 53.6％、「地震災

害」が 28.5％、「豪雪災害」が 9.1％で続きま

す。 

 

 

 

  

3.3

6.2

8.3

12.7

13.9

8.8

7.6

16.7

19.9

2.8

0% 10% 20% 30%

１６～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６４歳

６５～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

無回答

総数=569
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71.4

52.4

43.9

43.4

17.0

9.0

3.2

3.0

1.1

3.5

0% 20% 40% 60% 80%

主要道路の通行遮…

必要な物資の供給…

食料等の供給の確保

交通の分断・途絶に…

地区のコミュニティ…

二次災害発生の防止

災害廃棄物処理の…

自然環境の保全・再生

その他

無回答

総数=569 （複数回答）

70.1

61.0

45.3

24.4

19.9

0.9

3.9

0% 20% 40% 60% 80%

国道141号線

（主）川上佐久線（川上…

村道･農道･林道

トンネル

栗尾見上停車場線（中…

その他

無回答

総数=569 （複数回答）

＜大規模自然災害に事前に備えるべき目標＞ 

「人命の保護が最大限図られること」が 61.2％で

最も多く、「必要最低限のライフライン（電気・ガ

ス・簡易水道・燃料・交通ネットワーク等）が確保

されること」が 55.0％、「救助・救急、医療活動等

が迅速に行われること」が 37.1％、「必要最低限の

情報通信機能が確保されること」が 7.9％で続きま

す。 

 

 

 

 

＜大規模自然災害に遭遇した場合の優先度が高い対策＞ 

「主要道路の通行遮断による孤立地区の救済、

対応強化」が 71.4％で最も多く、「必要な物資の

供給の迅速化」が 52.4％、「食料等の供給の確

保」が 43.9％、「交通の分断・途絶に対する代替

道路確保や輸送機能の確保」が 43.4％で続きま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

＜途絶した場合最も影響が大きい道路＞ 

「国道 141 号線」が 70.1％で最も多

く、「（主）川上佐久線（川上村－馬越峠

－佐久市）」が 61.0％、「村道･農道･林

道」が 45.3％、「トンネル」が 24.4％で

続きます。 

  

61.2

55.0

37.1

7.9

5.3

4.0

2.8

2.5

2.1

1.6

0.2

0.5

4.7

0% 20% 40% 60% 80%

人命の保護が最大限図…

必要最低限のライフライ…

救助・救急、医療活動等…

必要最低限の情報通信…

被災後の迅速な再建・…

不特定多数が集まる公…

個人住宅の耐震化、老…

経済活動停滞に対する…

医療機関の防災力の強化

必要最低限の行政機能…

簡易水道の防災力の強化

その他

無回答

総数=569 （複数
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見たことがあ

り内容も理解

している

34.1%

見たことがあ

るが、内容は

わからない

30.4%

あることは

知っている

が､見たこと

はない

13.5%

知らない

16.3%

無回答

5.6%

総数

569

77.3

64.9

34.3

22.0

16.9

8.1

7.9

6.7

6.3

3.5

1.1

0.9

0.2

0.2

0.0

0.4

0.9

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電気、水道、通信の供給…

食料・飲料水、燃料、日用…

家族の安否の確認

土砂崩れ、がけ崩れ

建物の倒壊・損壊

外出先、働き先からの安…

避難行動、避難所生活

火災の発生

避難のタイミング

学校からの安全な帰宅

タンスなどの家具類の転倒

危険物の爆発

地割れ、陥没

治安の悪化

企業の生産活動の停止、…

心配なことはない

その他

無回答

総数=569 （複数回答）

＜ハザードマップ＞ 

「見たことがあり内容も理解している」が

34.1％で最も多く、「見たことがあるが、内容はわ

からない」が 30.4％、「知らない」が 16.3％、「あ

ることは知っているが､見たことはない」が

13.5％で続きます。 

 

 

 

 

＜被災した場合に、あなたがまず心配すること＞ 

「電気、水道、通信の供給停止」が

77.3％で最も多く、「食料・飲料水、燃料、

日用品などの確保の困難」が 64.9％、「家族

の安否の確認」が 34.3％、「土砂崩れ、がけ

崩れ」が 22.0％で続きます。 
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参加したこと

がある

53.8%

訓練が行わ

れていること

は知ってい

たが、参加し

たことはない

20.9%

訓練が行わ

れていること

を知らなかっ

た

15.1%

無回答

10.2%

総数

569

74.0

28.1

23.4

16.9

13.7

3.7

2.5

1.4

13.5

8.3

0% 20% 40% 60% 80%

懐中電灯、ろうそく

救急セット（消毒薬、包…

携帯ラジオ

充電器など

寝袋、毛布など

避難場所、避難ルートな…

携帯用トイレ

その他

準備していない

無回答

総数=569 （複数回答）

一週間以上

蓄えている

10.5%

３～６日間程

度蓄えている

40.9%

蓄える必要

がない

0.5%

ほとんど蓄え

ていない

28.6%

無回答

19.3%

総数

569

＜備蓄量＞ 

「３～６日間程度蓄えている」が 40.9％

で最も多く、「ほとんど蓄えていない」が

28.6％、「一週間以上蓄えている」が

10.5％、「蓄える必要がない」が 0.5％で続

きます。 

 

 

 

 

 

＜防災グッズ（食料品以外の生活必需品）＞ 

 

「懐中電灯、ろうそく」が 74.0％で最も

多く、「救急セット（消毒薬、包帯、常備薬

など）」が 28.1％、「携帯ラジオ」が

23.4％、「充電器など」が 16.9％で続きま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

＜防災訓練へ参加＞ 

「参加したことがある」が 53.8％で最も多

く、「訓練が行われていることは知っていた

が、参加したことはない」が 20.9％、「訓練

が行われていることを知らなかった」が

15.1％で続きます。 
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64.1

58.9

20.6

19.2

18.3

13.2

6.0

1.4

8.4

0% 20% 40% 60% 80%

有線放送、防災無線

CATV、テレビ

ラジオ

フェイスブック、ラインな…

ケーブルインターネット

友人・知人からのメール

村や県のホームページ

その他

無回答

総数=569 （複数回答）

85.8

75.2

27.4

16.2

13.5

11.1

3.7

1.9

1.1

0.7

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電気・水道等のライフライ…

道路交通等の情報や復…

医療機関の情報

生活に関する支援等各種…

スーパーマーケット等の…

各種の相談窓口、連絡先…

学校の休校などの情報

ごみ収集の情報

ボランティアの派遣等に…

その他

無回答

総数=569 （複数回答）

＜発災情報の収集方法＞ 

「有線放送、防災無線」が 64.1％で最も多

く、「CATV、テレビ」が 58.9％、「ラジオ」が

20.6％、「フェイスブック、ラインなどの

SNS」が 19.2％で続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜災害時に欲しい情報の内容＞ 

 

「電気・水道等のライフラインの情報」が

85.8％で最も多く、「道路交通等の情報や復旧

見通し」が 75.2％、「医療機関の情報」が

27.4％、「生活に関する支援等各種制度の案

内」が 16.2％で続きます。 
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＜参考資料＞ 

アンケート調査票 
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３ 脆弱性評価（リスクシナリオ）評価 

 
南相木村における「起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）」の 29 の重点項目ごとに、

南相木村の強靭化に向けた地域計画の推進方針を次頁から提示します。 

特に、前期基本計画内容に照らし今後 5 年間に取り組む必要な内容について参考となります。 
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緊
急

性
実

現
性

実
施

状
況

重
要

度

１
　⼈

命
の

保
護

が
最

⼤
限

図
られ

る
こと

１
－

１
　住

宅
の

倒
壊

に
よ

る
多

数
の

死
傷

者
の

発
⽣


　
住

宅
の

耐
震

化
振

興
課

〇
地

震
に

よ
る

木
造

住
宅

の
倒

壊
災

害
を

未
然

に
防

止
し

、
村

民
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
、

効
果

的
な

普
及

啓
発

を
図

る
と

と
も

に
、

国
、

県
の

支
援

制
度

も
活

用
し

な
が

ら
、

更
な

る
耐

震
化

の
促

進
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

○
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

1
4
「
大

規
模

自
然

災
害

に
被

災
し

た
場

合
に

心
配

す
る

こ
と

：
「
建

物
の

倒
壊

・
損

壊
」
に

約
1
7
％

の
方

が
心

配
と

回
答

（
9
6
名

）

〇
昭

和
５

６
年

５
月

以
前

の
旧

耐
震

基
準

で
建

築
さ

れ
た

住
宅

に
つ

い
て

、
耐

震
診

断
・
耐

震
改

修
を

促
進

す
る

た
め

、
そ

の
必

要
性

に
つ

い
て

普
及

啓
発

を
行

う
と

と
も

に
、

助
成

事
業

の
実

施
に

努
め

る
。

〇
民

間
建

築
物

の
耐

震
性

の
把

握
に

努
め

、
耐

震
診

断
・
耐

震
改

修
の

必
要

性
等

の
指

導
・
助

言
を

行
う

。
（
実

施
主

体
：
村

）

必
要

性
が

低
い

長
期

（５
年

以
上

）
で

の
取

り
組

み
が

必
要

実
施

で
き

て
い

な
い

や
や

重
要

で
あ

る


  家

具
な

どの
転

倒
防

⽌
対

策
実

施
振

興
課

○
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

1
4
「
大

規
模

自
然

災
害

に
被

災
し

た
場

合
に

心
配

す
る

こ
と

：
「
タ

ン
ス

な
ど

の
家

具
類

の
転

倒
」
に

約
1
.1

％
の

方
が

心
配

と
回

答
（
6
名

）
で

あ
り

、
関

心
が

低
い

。

〇
地

震
時

の
タ

ン
ス

な
ど

の
家

具
類

の
転

倒
に

よ
る

、
被

害
に

つ
い

て
建

築
物

の
耐

震
性

把
握

や
被

害
を

防
止

す
る

た
め

の
知

識
・
普

及
に

努
め

、
指

導
・
助

言
を

行
う

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
1
 現

状
・
課

題
東

日
本

大
震

災
等

や
想

定
を

超
え

る
大

規
模

自
然

災
害

の
増

加
に

よ
り

、
全

国
的

に
防

災
意

識
が

向
上

し
て

い
ま

す
。

村
内

の
各

組
織

に
お

け
る

役
割

の
確

認
と

と
も

に
、

住
民

一
人

ひ
と

り
の

防
災

、
減

災
に

対
す

る
意

識
の

醸
成

と
事

前
の

備
え

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

地
震

等
の

大
災

害
を

想
定

し
、

災
害

や
火

災
に

対
す

る
危

機
意

識
を

常
に

持
ち

続
け

る
こ

と
が

大
切

で
す

。

必
要

性
が

低
い

長
期

（５
年

以
上

）
で

の
取

り
組

み
が

必
要

実
施

で
き

て
い

な
い

や
や

重
要

で
あ

る


 ハ

ザ
ー

ドマ
ップ

の
作

成
総

務
課

○
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

1
2
「
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
知

っ
て

い
ま

す
か

。
見

た
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
」
：
「
見

た
こ

と
が

あ
り

内
容

も
理

解
し

て
い

る
」
が

3
4
.1

％
（
1
9
4
名

）
で

最
も

多
く

、
「
見

た
こ

と
が

あ
る

が
、

内
容

は
わ

か
ら

な
い

」
が

3
0
.4

％
（
1
7
3
名

）
、

「
知

ら
な

い
」
が

1
6
.3

％
（
9
3
名

）
、

「
あ

る
こ

と
は

知
っ

て
い

る
が

､見
た

こ
と

は
な

い
」
が

1
3
.5

％
（
7
7
名

）
と

全
体

に
関

心
が

低
い

。
［
《
問

２
》
あ

な
た

の
年

齢
×

《
問

１
２

》
南

相
木

村
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

知
っ

て
い

ま
す

か
］
：
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
つ

い
て

、
4
0
歳

〜
6
0
歳

代
に

か
け

て
4
割

強
の

方
が

良
く

認
知

し
て

い
ま

す
が

、
4
0
歳

未
満

の
若

い
方

々
は

見
た

こ
と

が
無

い
、

知
ら

な
い

と
ほ

と
ん

ど
認

知
さ

れ
て

い
な

い
様

で
す

。

○
近

年
頻

発
す

る
想

定
を

超
え

る
降

雨
や

局
地

的
豪

雨
を

踏
ま

え
、

洪
水

時
に

お
け

る
村

民
の

迅
速

か
つ

円
滑

な
避

難
に

役
立

つ
よ

う
、

浸
水

想
定

区
域

や
避

難
に

関
す

る
情

報
を

記
載

し
た

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

し
、

普
及

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
洪

水
時

の
浸

水
想

定
区

域
や

避
難

に
関

す
る

情
報

を
予

め
住

民
に

周
知

す
る

た
め

の
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
し

、
村

民
や

転
入

者
等

に
配

布
す

る
。

ま
た

、
パ

ネ
ル

展
示

会
や

出
前

講
座

等
で

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

普
及

促
進

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
1
 平

成
2
2
（
2
0
1
0
）
年

度
に

地
域

防
災

計
画

・
防

災
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
作

成
さ

れ
ま

し
た

。
地

形
的

な
特

徴
か

ら
災

害
危

険
箇

所
が

多
い

本
村

で
は

、
防

災
計

画
に

基
づ

い
た

災
害

等
へ

の
対

応
と

地
域

住
民

へ
の

注
意

喚
起

が
必

要
で

す
。

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る


 橋

梁
の

⻑
寿

命
化

修
繕

振
興

課

〇
村

内
の

長
寿

命
化

の
取

組
み

（
１

１
橋

）
の

実
施

。
（
南

相
木

村
 橋

梁
長

寿
命

化
修

繕
計

画
（
H

2
8
.3

）
）

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
（
実

施
主

体
：
県

、
村

）

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
県

、
国

）

（
５

）道
路

・交
通

網
現

状
・
課

題
P

7
9

村
道

・
農

林
道

・
橋

が
計

画
的

に
整

備
・
維

持
管

理
さ

れ
た

、
安

全
で

快
適

な
道

路
環

境
の

村

橋
梁

に
つ

い
て

は
、

橋
梁

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
き

橋
梁

の
補

修
修

繕
を

行
な

っ
て

い
ま

す
。

今
後

も
計

画
的

な
維

持
管

理
が

必
要

で
す

。

施
策

２
　

橋
梁

長
寿

命
化

の
推

進
・
橋

梁
の

効
率

的
、

効
果

的
な

維
持

管
理

の
た

め
、

長
寿

命
化

の
取

り
組

み
を

継
続

し
て

推
進

し
ま

す
。

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

十
分

に
実

施
で

き
て

い
る

重
要

で
あ

る


  避

難
勧

告
等

判
断

マ
ニュ

アル
の

⾒
直

し実
施

状
況

総
務

課

〇
平

成
2
3
年

3
月

発
行

の
「
災

害
初

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

近
年

の
自

然
災

害
件

数
の

増
加

に
対

応
し

た
、

内
容

の
見

直
し

と
、

村
民

向
け

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
見

方
・
勉

強
会

、
簡

易
な

初
動

対
応

の
自

助
、

共
助

行
動

、
情

報
共

有
、

避
難

や
備

蓄
等

に
関

し
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

普
及

す
る

必
要

が
高

い
。

【
ア

ン
ケ

ー
ト

：
フ

リ
ー

ア
ン

サ
ー

】

〇
平

成
2
3
年

3
月

発
行

の
「
災

害
初

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

近
年

の
自

然
災

害
件

数
の

増
加

に
対

応
し

た
、

内
容

を
見

直
し

、
再

発
行

。

○
村

民
向

け
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

普
及

、
啓

蒙
す

る
。

（
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
見

方
・
勉

強
会

、
初

動
対

応
の

自
助

、
共

助
行

動
、

情
報

共
有

方
法

、
避

難
や

備
蓄

方
法

な
ど

。

す
ぐ

に
着

手
す

べ
き

短
期

（１
～

２
年

程
度

）で
実

現
可

能

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

5
段
階
評
価

＊
緊

急
性

︓
施

策
の

緊
急

性
（

施
策

の
実

施
に

向
け

た
検

討
を

始
め

る
時

期
・タ

イ
ミン

グ
）

、＊
実

現
性

︓
施

策
に

実
現

性
（

対
策

の
実

施
に

向
け

た
検

討
プ

ロ
セ

ス
に

要
す

る
時

間
）

＊
実

施
状

況
︓

施
策

の
実

施
状

況
（

５
段

階
）

、　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

 　
＊

重
要

度
︓

施
策

の
重

要
度

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱
性
評
価

推
進
方
針

（参
考

）第
６
次

長
期
振

興
計

画

前
期
基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

別
表

-１
　脆

弱
性

評
価

結
果

（
南

相
⽊

村
の

リス
ク

シ
ナ

リオ
）



 

84 
 

 

緊
急

性
実
現

性
実

施
状

況
重

要
度

5
段
階
評
価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参
考

）
第

６
次
総

合
計
画

前
期
基

本
計

画
（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）



 

85 
 

 

緊
急

性
実

現
性

実
施

状
況

重
要

度

5
段
階
評
価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱
性
評
価

推
進
方
針

（
参

考
）
第
６
次
総

合
計
画

前
期
基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）



 

86 
 

  

１
－

４
⼟

⽯
流

、地
す

べ
り等

の
⼟

砂
災

害
に

よ
る

死
傷

者
の

発
⽣ ■ 

⼟
砂

災
害

危
険

箇
所

表
⽰

看
板

設
置

数
振

興
課

○
土

砂
災

害
危

険
箇

所
に

お
い

て
、

過
去

に
と

ら
れ

た
防

災
対

応
を

参
考

に
、

、
土

砂
災

害
の

最
小

化
を

図
る

観
点

か
ら

、
土

砂
災

害
危

険
箇

所
及

び
避

難
に

関
す

る
情

報
を

周
知

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
土

砂
災

害
の

最
小

化
を

図
る

観
点

か
ら

、
土

砂
災

害
危

険
箇

所
及

び
避

難
に

関
す

る
情

報
を

周
知

す
る

た
め

に
、

現
地

に
お

け
る

看
板

設
置

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

映
像

に
よ

り
周

知
を

図
る

。
(実

施
主

体
：
県

、
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
1
 平

成
2
2
（
2
0
1
0
）
年

度
に

地
域

防
災

計
画

・
防

災
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
作

成
さ

れ
ま

し
た

。
地

形
的

な
特

徴
か

ら
災

害
危

険
箇

所
が

多
い

本
村

で
は

、
防

災
計

画
に

基
づ

い
た

災
害

等
へ

の
対

応
と

地
域

住
民

へ
の

注
意

喚
起

が
必

要
で

す
。

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る


  ⼟

砂
災

害
か

ら保
全

され
る

⼈
家

⼾
数

振
興

課
デ

ー
タ

無
し

○
土

砂
災

害
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
よ

り
、

危
険

区
域

内
の

居
住

者
に

対
し

、
定

期
的

な
避

難
訓

練
な

ど
、

警
戒

避
難

体
制

の
整

備
を

強
化

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
1
 平

成
2
2
（
2
0
1
0
）
年

度
に

地
域

防
災

計
画

・
防

災
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
作

成
さ

れ
ま

し
た

。
地

形
的

な
特

徴
か

ら
災

害
危

険
箇

所
が

多
い

本
村

で
は

、
防

災
計

画
に

基
づ

い
た

災
害

等
へ

の
対

応
と

地
域

住
民

へ
の

注
意

喚
起

が
必

要
で

す
。

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

■ 
⼟

砂
災

害
（

特
別

）
警

戒
区

域
内

の
居

住
者

数
振

興
課

〇
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

よ
り

、
土

砂
災

害
（
特

別
）
警

戒
区

域
内

の
居

住
者

数
（
メ

ッ
シ

ュ
計

測
）
は

、
概

ね
9
5
6
人

と
な

り
、

村
民

の
約

9
割

強
と

な
る

。
あ

ら
か

じ
め

、
対

象
と

な
る

区
域

居
住

者
へ

は
、

情
報

提
供

と
避

難
に

関
す

る
行

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
示

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

〇
土

砂
災

害
（
特

別
）
警

戒
区

域
内

の
居

住
者

へ
は

、
情

報
提

供
と

避
難

に
関

す
る

行
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

示
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
〇

区
長

を
は

じ
め

、
避

難
ル

ー
ル

に
従

っ
た

避
難

責
任

者
は

、
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
作

成
し

、
一

人
暮

ら
し

の
高

齢
者

等
、

災
害

弱
者

等
を

含
め

集
落

居
住

者
へ

、
早

期
の

避
難

連
絡

、
集

落
一

体
と

な
っ

た
集

団
避

難
行

動
の

発
令

を
実

施
す

る
。

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
1
 平

成
2
2
（
2
0
1
0
）
年

度
に

地
域

防
災

計
画

・
防

災
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
作

成
さ

れ
ま

し
た

。
地

形
的

な
特

徴
か

ら
災

害
危

険
箇

所
が

多
い

本
村

で
は

、
防

災
計

画
に

基
づ

い
た

災
害

等
へ

の
対

応
と

地
域

住
民

へ
の

注
意

喚
起

が
必

要
で

す
。

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

１
－

5
避

難
勧

告
・指

⽰
の

判
断

の
遅

れ
や

、情
報

伝
達

⼿
段

の
不

備
に

伴
う避

難
の

遅
れ

に
よ

る
死

傷
者

の
発

⽣

■ 
情

報
伝

達
訓

練
の

実
施

回
数

/年
総

務
課

〇
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

2
4
「
災

害
の

発
災

時
に

欲
し

い
情

報
の

内
容

」
：
「
電

気
・
水

道
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

情
報

」
が

8
5
.8

％
（
4
8
8
名

）
で

最
も

多
く

、
「
道

路
交

通
等

の
情

報
や

復
旧

見
通

し
」
が

7
5
.2

％
（
4
2
8
名

）
、

「
医

療
機

関
の

情
報

」
が

2
7
.4

％
（
1
5
6
名

）
、

「
生

活
に

関
す

る
支

援
等

各
種

制
度

の
案

内
」
が

1
6
.2

％
（
9
2
名

）
で

あ
り

、
「
電

気
・
水

道
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

情
報

」
、

「
道

路
交

通
等

の
情

報
や

復
旧

見
通

し
」
が

高
い

ポ
イ

ン
ト

で
、

過
年

度
の

災
害

時
の

被
害

体
験

が
反

映
さ

れ
て

い
る

。

〇
住

民
へ

の
災

害
情

報
伝

達
手

段
の

今
後

の
課

題
 １

）
防

災
行

政
無

線
に

加
え

て
多

様
な

伝
達

手
段

を
整

備
す

る
（
信

頼
性

確
保

，
住

民
へ

の
伝

達
率

の
向

上
）

２
）
非

常
電

源
の

確
保

と
耐

震
、

対
津

波
対

策
の

推
進

（
対

災
害

性
の

向
上

）
３

）
非

常
時

に
自

動
で

各
種

伝
達

手
段

を
起

動
で

き
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築

〇
提

供
す

る
情

報
内

容
は

、
下

図
の

よ
う

に
時

間
経

過
に

よ
り

、
適

正
な

内
容

を
迅

速
に

伝
達

す
る

体
制

、
取

組
が

求
め

ら
れ

る
。

（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
2

施
策

５
　

緊
急

通
報

体
制

の
強

化
・
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ
－

Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ

Ｔ
）
と

の
連

動
を

図
り

ま
す

。
・
緊

急
速

報
メ

ー
ル

、
エ

リ
ア

メ
ー

ル
を

活
用

し
、

有
事

の
際

に
は

村
内

に
い

る
す

べ
て

の
人

に
情

報
を

提
供

し
ま

す
。

（
1
2
）
無

線
・
広

報
P

9
3

施
策

２
　

緊
急

非
常

連
絡

設
備

（
防

災
行

政
無

線
）
の

更
新

・
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ
－

Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ

Ｔ
）
と

の
連

動
を

図
り

ま
す

。
・
緊

急
通

報
手

段
と

し
て

位
置

づ
け

、
維

持
管

理
を

行
い

ま
す

。

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

発
災

前
（
風

水
害

等
）

発
災

直
後

（数
時

間
）

応
急

対
応

時
間

（
救

助
、

救
援

）
復

旧
、

復
興

期
間

（
被

災
者

支
援

）

必
要

な
情

報
災

害
予

測
情

報
被

害
予

測
情

報
避

難
勧

告
・

指
示

等

被
災

情
報

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

情
報

避
難

所
情

報
等

被
害

状
況

安
否

情
報

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

情
報

避
難

所
情

報
等

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

復
旧

情
報

避
難

所
情

報
等

情
報

伝
達

に
必

要
な

機
能

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

電
源

通
常

電
源

停
電

の
可

能
性

あ
り

停
電

の
可

能
性

あ
り

通
常

電
源

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

輻
輳

、
被

災
の

可
能

性
あ

り
被

災
の

可
能

性
あ

り

防
災

行
政

無
線

◎
◎

○
○

F
M

放
送

◎
◎

◎
◎

2
80

M
H

z 
帯

電
気

通
信

業
務

用
ペ

ー
ジ

ャ
ー

◎
◎

○
○

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

IP
 告

知
シ

ス
テ

ム
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

携
帯

電
話

網
等

を
活

用
し

た
情

報
伝

達
手

段
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

電
話

一
斉

送
信

シ
ス

テ
ム

◎
断

線
の

可
能

性
あ

り
断

線
の

可
能

性
あ

り
○

登
録

制
メ

ー
ル

◎
○

○
◎

S
N

S
◎

○
○

◎

緊
急

速
報

メ
ー

ル
◎

○
○

○

テ
レ

ビ
◎

○
△

△

備
考

◎
：

有
効

、
○

：
場

合
に

よ
り

有
効

（
停

電
無

い
場

合
な

ど
）

、
△

：
あ

ま
り

有
効

で
な

い
、

×
：

使
用

不
可

発
災

緊
急
性

実
現
性

実
施

状
況

重
要

度

5
段

階
評

価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参

考
）
第
６
次
総

合
計

画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）
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緊
急
性

実
現

性
実

施
状

況
重

要
度

5
段

階
評

価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参

考
）
第
６
次
総

合
計

画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

■ 
村

⺠
への

情
報

伝
達

⼿
段

の多
重

化
総

務
課

〇
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

8
「
事

前
に

備
え

る
べ

き
目

標
と

し
て

優
先

度
が

高
い

と
思

わ
れ

る
こ

と
」
：
「
必

要
最

低
限

の
情

報
通

信
機

能
が

確
保

さ
れ

る
こ

と
」
が

7
.9

％
方

が
心

配
と

回
答

（
4
5
名

）
で

あ
り

、
関

心
は

さ
ほ

ど
高

く
な

い
。

問
1
3
「
災

害
に

よ
り

機
能

不
全

に
な

っ
た

場
合

、
影

響
が

大
き

い
こ

と
」
：

「
携

帯
電

話
」
が

1
7
.4

％
（
9
9
名

）
、

「
有

線
放

送
、

防
災

無
線

」
が

1
0
.7

％
（
6
1
名

）
、

「
ケ

ー
ブ

ル
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

」
が

2
.8

％
（
1
6
名

）
、

「
C

A
T

V
」
が

2
.5

％
（
1
4
名

）
と

、
携

帯
電

話
」
、

「
有

線
放

送
、

防
災

無
線

」
の

指
摘

が
多

い
。

問
2
3
「
災

害
の

発
災

情
報

の
収

集
方

法
と

し
て

の
利

用
し

て
い

る
手

段
」
：
「
有

線
放

送
、

防
災

無
線

」
が

6
4
.1

％
（
3
6
5
名

）
で

最
も

多
く

、
「
C

A
T

V
、

テ
レ

ビ
」
が

5
8
.9

％
（
3
3
5
名

）
、

「
ラ

ジ
オ

」
が

2
0
.6

％
（
1
1
7

名
）
、

「
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

、
ラ

イ
ン

な
ど

の
S

N
S

」
が

1
9
.2

％
（
1
0
9
名

）
と

、
「
有

線
放

送
、

防
災

無
線

」
、

「
C

A
T

V
、

テ
レ

ビ
」
の

指
摘

が
多

い
。

○
災

害
時

に
住

民
に

対
し

て
防

災
情

報
や

避
難

情
報

を
迅

速
か

つ
確

実
に

伝
達

す
る

た
め

、
緊

急
速

報
メ

ー
ル

や
防

災
情

報
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

、
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

、
ラ

イ
ン

な
ど

、
様

々
な

手
段

で
情

報
を

伝
達

し
て

い
る

が
、

伝
達

手
段

毎
に

送
信

作
業

を
行

う
こ

と
か

ら
時

間
を

要
し

て
お

り
、

多
様

な
手

段
で

か
つ

短
時

間
に

送
信

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

。

〇
テ

レ
ビ

・
ラ

ジ
オ

放
送

等
が

中
断

し
た

際
に

も
、

村
民

に
災

害
情

報
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

災
害

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

（
Ｌ

ア
ラ

ー
ト

）
、

緊
急

速
報

メ
ー

ル
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
の

活
用

等
、

情
報

伝
達

の
多

様
化

を
図

る
。

◉
緊

急
速

報
メ

ー
ル

：
す

べ
て

の
携

帯
電

話
・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
即

時
優

先
的

に
配

信
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

避
難

勧
告

等
の

重
要

情
報

を
伝

達
す

る
手

段
。

（
非

常
に

効
果

的
）

◉
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
F
M

：
住

民
が

簡
便

に
防

災
情

報
を

受
け

取
る

手
段

と
し

て
活

用
さ

れ
て

い
る

。
周

波
数

は
F
M

放
送

の
周

波
数

帯
（
7
6
.1

M
H

z～
8
9
.9

M
H

z）
を

使
い

，
最

大
出

力
は

2
0
W

以
下

で
あ

る
。

◉
V

-
L
O

W
 マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

放
送

（
V

-
A

L
E
R

T
）
：
V

-
A

L
E
R

T
は

，
平

成
2
8

年
3
月

に
サ

ー
ビ

ス
を

開
始

し
た

「
V

-
L
o
w

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
放

送
」
を

利
用

す
る

災
害

情
報

伝
達

に
特

化
し

た
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

。
地

上
波

テ
レ

ビ
放

送
の

デ
ジ

タ
ル

化
に

伴
い

空
き

帯
域

と
な

っ
た

V
H

F
波

の
周

波
数

帯
（
9
9

～
1
0
8
M

H
z帯

）
を

使
用

し
，

音
声

，
画

像
，

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
等

の
情

報
伝

達
が

可
能

で
あ

る
。

出
典

：
総

務
省

消
防

庁
 国

民
保

護
・
防

災
部

防
災

課
 防

災
情

報
室

〇
防

災
関

係
機

関
相

互
の

情
報

共
有

と
村

民
へ

の
迅

速
な

情
報

伝
達

を
図

る
た

め
、

通
信

シ
ス

テ
ム

の
業

務
継

続
性

の
確

保
・
強

化
を

促
進

す
る

。

〇
安

否
情

報
や

避
難

生
活

に
役

立
つ

情
報

が
入

手
で

き
る

よ
う

、
Ｗ

ｉ－
Ｆ

ｉ環
境

を
避

難
所

等
に

整
備

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
2

施
策

５
　

緊
急

通
報

体
制

の
強

化
・
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ
－

Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ

Ｔ
）
と

の
連

動
を

図
り

ま
す

。
・
緊

急
速

報
メ

ー
ル

、
エ

リ
ア

メ
ー

ル
を

活
用

し
、

有
事

の
際

に
は

村
内

に
い

る
す

べ
て

の
人

に
情

報
を

提
供

し
ま

す
。

（
1
2
）
無

線
・
広

報
P

9
0

施
策

２
　

緊
急

非
常

連
絡

設
備

（
防

災
行

政
無

線
）
の

更
新

・
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ
－

Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ

Ｔ
）
と

の
連

動
を

図
り

ま
す

。
・
緊

急
通

報
手

段
と

し
て

位
置

づ
け

、
維

持
管

理
を

行
い

ま
す

。

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る


  防

災
⾏

政
無

線
施

設
の普

及
状

況
、課

題
総

務
課

〇
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

2
4
「
災

害
の

発
災

時
に

欲
し

い
情

報
の

内
容

」
：
「
電

気
・
水

道
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

情
報

」
が

8
5
.8

％
（
4
8
8
名

）
で

最
も

多
く

、
「
道

路
交

通
等

の
情

報
や

復
旧

見
通

し
」
が

7
5
.2

％
（
4
2
8
名

）
、

「
医

療
機

関
の

情
報

」
が

2
7
.4

％
（
1
5
6
名

）
、

「
生

活
に

関
す

る
支

援
等

各
種

制
度

の
案

内
」
が

1
6
.2

％
（
9
2
名

）
で

あ
り

、
「
電

気
・
水

道
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

情
報

」
、

「
道

路
交

通
等

の
情

報
や

復
旧

見
通

し
」
が

高
い

ポ
イ

ン
ト

で
、

過
年

度
の

災
害

時
の

被
害

体
験

が
反

映
さ

れ
て

い
る

。

〇
住

民
へ

の
災

害
情

報
伝

達
手

段
の

今
後

の
課

題
 １

）
防

災
行

政
無

線
に

加
え

て
多

様
な

伝
達

手
段

を
整

備
す

る
（
信

頼
性

確
保

，
住

民
へ

の
伝

達
率

の
向

上
）

２
）
非

常
電

源
の

確
保

と
耐

震
，

対
津

波
対

策
の

推
進

（
対

災
害

性
の

向
上

）
３

）
非

常
時

に
自

動
で

各
種

伝
達

手
段

を
起

動
で

き
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築

〇
提

供
す

る
情

報
内

容
は

、
下

図
の

よ
う

に
時

間
経

過
に

よ
り

、
適

正
な

内
容

を
迅

速
に

伝
達

す
る

体
制

、
取

組
が

求
め

ら
れ

る
。

（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
2

施
策

５
　

緊
急

通
報

体
制

の
強

化
・
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ
－

Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ

Ｔ
）
と

の
連

動
を

図
り

ま
す

。
・
緊

急
速

報
メ

ー
ル

、
エ

リ
ア

メ
ー

ル
を

活
用

し
、

有
事

の
際

に
は

村
内

に
い

る
す

べ
て

の
人

に
情

報
を

提
供

し
ま

す
。

（
1
2
）
無

線
・
広

報
P

9
0

施
策

２
　

緊
急

非
常

連
絡

設
備

（
防

災
行

政
無

線
）
の

更
新

・
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ
－

Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ

Ｔ
）
と

の
連

動
を

図
り

ま
す

。
・
緊

急
通

報
手

段
と

し
て

位
置

づ
け

、
維

持
管

理
を

行
い

ま
す

。

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

発
災

前
（風

水
害

等
）

発
災

直
後

（数
時

間
）

応
急

対
応

時
間

（救
助

、
救

援
）

復
旧

、
復

興
期

間
（被

災
者

支
援

）

必
要

な
情

報
災

害
予

測
情

報
被

害
予

測
情

報
避

難
勧

告
・

指
示

等

被
災

情
報

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

情
報

避
難

所
情

報
等

被
害

状
況

安
否

情
報

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

情
報

避
難

所
情

報
等

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

復
旧

情
報

避
難

所
情

報
等

情
報

伝
達

に
必

要
な

機
能

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

電
源

通
常

電
源

停
電

の
可

能
性

あ
り

停
電

の
可

能
性

あ
り

通
常

電
源

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

輻
輳

、
被

災
の

可
能

性
あ

り
被

災
の

可
能

性
あ

り

防
災

行
政

無
線

◎
◎

○
○

F
M

放
送

◎
◎

◎
◎

28
0M

H
z 

帯
電

気
通

信
業

務
用

ペ
ー

ジ
ャ

ー
◎

◎
○

○

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

IP
 告

知
シ

ス
テ

ム
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

携
帯

電
話

網
等

を
活

用
し

た
情

報
伝

達
手

段
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

電
話

一
斉

送
信

シ
ス

テ
ム

◎
断

線
の

可
能

性
あ

り
断

線
の

可
能

性
あ

り
○

登
録

制
メ

ー
ル

◎
○

○
◎

S
N

S
◎

○
○

◎

緊
急

速
報

メ
ー

ル
◎

○
○

○

テ
レ

ビ
◎

○
△

△

備
考

◎
：

有
効

、
○

：
場

合
に

よ
り

有
効

（
停

電
無

い
場

合
な

ど
）

、
△

：
あ

ま
り

有
効

で
な

い
、

×
：

使
用

不
可

発
災



 

88 
 

 

緊
急
性

実
現

性
実

施
状

況
重

要
度

5
段
階
評
価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱
性
評
価

推
進
方
針

（
参
考

）
第

６
次

長
期
振

興
計
画

前
期

基
本
計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

 
緊

急
性

実
現
性

実
施

状
況

重
要

度

5
段

階
評
価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（参

考
）
第
６
次

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

２
　負

傷
者

等
に

対
し、

迅
速

に
救

助
、救

急
活

動
が

⾏
わ

れ
る

こと
２

－
１

⻑
期

に
わ

た
る

孤
⽴

集
落

等
の

発
⽣

（
経

路
の

分
断

な
ど）

や
、被

災
地

で
の

⾷
料

、飲
料

⽔
等

の
⻑

期
に

わ
た

る
不

⾜

■ 
備

蓄
量

及
び

備
蓄

充
⾜

率
総

務
課

〇
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

1
6
「
備

蓄
量

に
つ

い
て

お
尋

ね
し

ま
す

。
」
：
「
３

～
６

日
間

程
度

蓄
え

て
い

る
」
が

4
0
.9

％
（
2
3
3
名

）
で

最
も

多
く

、
「
ほ

と
ん

ど
蓄

え
て

い
な

い
」
が

2
8
.6

％
（
1
6
3
名

）
、

「
一

週
間

以
上

蓄
え

て
い

る
」
が

1
0
.5

％
（
6
0
名

）
、

「
蓄

え
る

必
要

が
な

い
」
が

0
.5

％
（
3
名

）
で

、
３

～
６

日
間

程
度

備
蓄

し
て

い
ま

す
。

問
1
8
「
災

害
発

生
用

の
備

品
を

ふ
だ

ん
か

ら
点

検
を

し
て

い
ま

す
か

」
：

「
あ

る
程

度
準

備
し

て
い

る
が

、
す

ぐ
持

ち
出

さ
れ

る
よ

う
に

準
備

し
て

い
な

い
」
が

5
1
.0

％
（
2
9
0
名

）
で

最
も

多
く

、
「
す

ぐ
持

ち
出

さ
れ

る
よ

う
に

準
備

し
て

い
る

が
点

検
し

て
い

な
い

」
が

1
8
.1

％
（
1
0
3
名

）
、

「
す

ぐ
持

ち
出

さ
れ

る
よ

う
に

準
備

し
、

良
く

点
検

し
て

い
る

」
が

5
.3

％
（
3
0
名

）
で

、
備

蓄
は

あ
る

が
発

災
に

対
応

し
て

い
な

い
。

〇
最

低
限

３
日

（
推

奨
１

週
間

）
の

食
料

と
飲

料
水

の
備

蓄
を

要
請

し
て

お
り

、
引

き
続

き
周

知
の

た
め

の
啓

発
活

動
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

○
家

庭
に

お
け

る
備

蓄
に

つ
い

て
は

、
村

民
に

対
し

て
最

低
限

３
日

（
推

奨
１

週
間

）
の

食
料

と
飲

料
水

の
備

蓄
を

要
請

し
て

お
り

、
引

き
続

き
、

防
災

訓
練

や
出

前
講

座
等

で
周

知
を

行
う

と
と

も
に

、
防

災
士

な
ど

有
識

者
を

活
用

す
る

な
ど

啓
発

活
動

の
充

実
を

図
る

。
○

村
の

備
蓄

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

計
画

的
な

更
新

を
行

う
。

（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
1
 現

状
・
課

題
東

日
本

大
震

災
等

や
想

定
を

超
え

る
大

規
模

自
然

災
害

の
増

加
に

よ
り

、
全

国
的

に
防

災
意

識
が

向
上

し
て

い
ま

す
。

村
内

の
各

組
織

に
お

け
る

役
割

の
確

認
と

と
も

に
、

住
民

一
人

ひ
と

り
の

防
災

、
減

災
に

対
す

る
意

識
の

醸
成

と
事

前
の

備
え

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

P
9
2

施
策

４
　

防
災

用
具

や
備

蓄
非

常
食

の
充

実
・
大

規
模

な
災

害
に

備
え

、
備

蓄
非

常
食

を
村

民
の

半
数

に
対

応
で

き
る

よ
う

確
保

し
ま

す
。

・
各

地
区

公
民

館
へ

の
発

電
機

や
照

明
設

備
の

整
備

を
継

続
し

て
行

い
ま

す
。

・
防

災
用

具
や

備
蓄

非
常

食
の

更
新

を
定

期
的

に
行

い
ま

す
。

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

■ 
災

害
時

応
援

協
定

等
（

含
む

物
資

供
給

協
定

）
の

締
結

数
総

務
課

デ
ー

タ
無

し

○
災

害
発

生
時

に
、

物
資

供
給

や
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

確
保

に
向

け
た

応
援

体
制

を
速

や
か

に
構

築
で

き
る

よ
う

、
ノ

ウ
ハ

ウ
や

ス
キ

ル
を

有
す

る
民

間
事

業
所

等
と

の
災

害
に

関
す

る
応

援
協

定
の

締
結

を
推

進
す

る
。

○
災

害
発

生
時

に
速

や
か

に
応

援
体

制
を

構
築

で
き

る
よ

う
、

災
害

に
関

す
る

応
援

協
定

を
締

結
す

る
団

体
と

平
常

時
か

ら
情

報
交

換
や

訓
練

等
を

行
い

、
連

携
体

制
の

強
化

を
図

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
民

間
）

○
大

規
模

災
害

発
生

に
備

え
、

応
急

・
復

旧
活

動
の

展
開

拠
点

や
救

援
物

資
の

輸
送

の
中

継
拠

点
な

ど
の

機
能

を
持

つ
広

域
防

災
拠

点
に

つ
い

て
、

防
災

関
係

機
関

等
と

連
携

の
も

と
整

備
を

進
め

る
。

○
大

規
模

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に

、
村

外
か

ら
の

支
援

物
資

を
村

内
の

被
災

者
へ

円
滑

に
供

給
す

る
た

め
、

物
資

集
積

拠
点

の
設

置
を

進
め

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
県

、
民

間
）

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

■ 
緊

急
時

の
輸

送
道

路
とし

て
活

⽤
され

る
道

路
の

整
備

振
興

課

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
県

、
国

）

（
５

）
道

路
・
交

通
網

現
状

・
課

題
P

7
9

・
地

域
の

要
望

や
整

備
の

優
先

順
位

を
検

討
し

計
画

的
に

新
設

や
改

修
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

馬
越

峠
ト

ン
ネ

ル
化

に
つ

い
て

は
、

緊
急

輸
送

路
に

指
定

さ
れ

た
道

路
で

あ
り

、
災

害
時

の
「
命

の
道

」
と

し
て

、
そ

の
実

現
が

待
た

れ
て

い
ま

す
。

今
後

も
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

強
く

長
野

県
へ

の
要

望
を

続
け

て
い

き
ま

す
。

P
7
9

施
策

1
 主

要
道

路
の

整
備

促
進

・
村

道
栗

生
坂

線
、

村
道

立
原

東
線

の
舗

装
修

繕
を

図
り

ま
す

。
・
そ

の
他

、
村

道
、

農
道

、
林

道
の

現
況

を
把

握
し

、
適

切
な

維
持

修
繕

を
進

め
ま

す
。

P
8
0

施
策

６
　

国
や

県
、

関
係

市
町

村
へ

の
要

望
の

継
続

実
施

・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

通
年

通
行

の
実

現
を

県
に

要
請

し
ま

す
。

・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

馬
越

峠
ト

ン
ネ

ル
化

に
つ

い
て

、
強

く
長

野
県

へ
の

要
望

を
続

け
る

と
と

も
に

、
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

よ
り

効
果

的
な

活
用

の
検

証
を

進
め

ま
す

。

す
ぐ

に
着

⼿
す

べ
き

期
間

設
定

は
困

難

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る



 

89 
 

 

緊
急
性

実
現
性

実
施

状
況

重
要

度

5
段
階

評
価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参
考

）
第
６
次
総

合
計

画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）



 

90 
 

  

緊
急
性

実
現
性

実
施

状
況

重
要

度

5
段
階

評
価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参
考

）
第
６
次
総

合
計

画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

■
 消

防
分

団
屯

所
の

耐
震

化
整

備
率

総
務

課

○
デ

ー
タ

が
無

い
た

め
、

以
下

仮
説

〇
防

災
拠

点
施

設
の

耐
震

化
率

は
、

約
〇

〇
％

（
Ｈ

〇
〇

）
で

、
全

国
平

均
（
約

９
３

％
※

）
を

下
回

っ
て

い
る

。
特

に
施

設
の

耐
震

化
が

進
ん

で
い

な
い

こ
と

か
ら

、
耐

震
化

を
一

層
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

○
災

害
時

に
防

災
拠

点
と

な
る

村
有

施
設

に
お

い
て

、
「
新

耐
震

基
準

」
に

よ
り

建
築

又
は

耐
震

改
修

が
完

了
し

て
い

な
い

施
設

に
つ

い
て

は
、

耐
震

化
を

一
層

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

※
総

務
省

消
防

庁
「
防

災
拠

点
と

な
る

公
共

施
設

等
の

耐
震

化
推

進
状

況
調

査
」
（
基

準
日

：
平

成
 3

0
 年

３
月

 3
1
 日

）

○
デ

ー
タ

が
無

い
た

め
、

以
下

仮
説

○
災

害
時

に
防

災
拠

点
と

な
る

施
設

の
耐

震
化

を
図

る
。

特
に

、
村

有
施

設
に

お
い

て
、

「
新

耐
震

基
準

」
に

よ
り

建
築

又
は

耐
震

改
修

が
完

了
し

て
い

な
い

施
設

に
つ

い
て

は
、

耐
震

化
を

一
層

促
進

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
1

現
状

・
課

題
常

備
消

防
に

つ
い

て
は

、
佐

久
広

域
消

防
に

よ
る

救
急

・
救

助
体

制
が

整
備

さ
れ

て
お

り
、

施
設

の
老

朽
化

に
よ

る
改

修
が

適
宜

実
施

さ
れ

て
い

ま
す

。

施
策

２
　

消
防

団
員

の
拡

充
・
Ｉタ

ー
ン

者
や

女
性

を
中

心
に

勧
誘

を
進

め
、

定
数

へ
の

増
員

を
目

指
し

ま
す

。

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
る

重
要

で
あ

る

■
 消

防
救

急
無

線
の

デ
ジ

タ
ル

化
率

総
務

課

〇
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

2
4
「
災

害
の

発
災

時
に

欲
し

い
情

報
の

内
容

」
：
「
電

気
・
水

道
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

情
報

」
が

8
5
.8

％
（
4
8
8
名

）
で

最
も

多
く

、
「
道

路
交

通
等

の
情

報
や

復
旧

見
通

し
」
が

7
5
.2

％
（
4
2
8
名

）
、

「
医

療
機

関
の

情
報

」
が

2
7
.4

％
（
1
5
6
名

）
、

「
生

活
に

関
す

る
支

援
等

各
種

制
度

の
案

内
」
が

1
6
.2

％
（
9
2
名

）
で

あ
り

、
「
電

気
・
水

道
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

情
報

」
、

「
道

路
交

通
等

の
情

報
や

復
旧

見
通

し
」
が

高
い

ポ
イ

ン
ト

で
、

過
年

度
の

災
害

時
の

被
害

体
験

が
反

映
さ

れ
て

い
る

。

〇
住

民
へ

の
災

害
情

報
伝

達
手

段
の

今
後

の
課

題
 １

）
防

災
行

政
無

線
に

加
え

て
多

様
な

伝
達

手
段

を
整

備
す

る
（
信

頼
性

確
保

，
住

民
へ

の
伝

達
率

の
向

上
）

２
）
非

常
電

源
の

確
保

と
耐

震
，

対
津

波
対

策
の

推
進

（
対

災
害

性
の

向
上

）
３

）
非

常
時

に
自

動
で

各
種

伝
達

手
段

を
起

動
で

き
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築

〇
提

供
す

る
情

報
内

容
は

、
下

図
の

よ
う

に
時

間
経

過
に

よ
り

、
適

正
な

内
容

を
迅

速
に

伝
達

す
る

体
制

、
取

組
が

求
め

ら
れ

る
。

（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
2

施
策

５
　

緊
急

通
報

体
制

の
強

化
・
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ

－
Ａ

Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ

）
と

の
連

動
を

図
り

ま
す

。
・
緊

急
速

報
メ

ー
ル

、
エ

リ
ア

メ
ー

ル
を

活
用

し
、

有
事

の
際

に
は

村
内

に
い

る
す

べ
て

の
人

に
情

報
を

提
供

し
ま

す
。

（
1
2
）
無

線
・
広

報
P

9
3

施
策

２
　

緊
急

非
常

連
絡

設
備

（
防

災
行

政
無

線
）
の

更
新

・
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ

－
A

R
E
R

T
）
と

の
連

動
を

図
り

ま
す

。
・
緊

急
通

報
手

段
と

し
て

位
置

づ
け

維
持

管
理

を
行

い
ま

す
。

必
要

性
が

低
い

期
間

設
定

は
困

難

実
施

で
き

て
い

な
い

ど
ち

ら
と

も
⾔

え
な

い

■
 自

主
防

災
組

織
に

お
い

て
消

防
訓

練
を

実
施

し
た

回
数

総
務

課

〇
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

2
1
「
地

域
で

行
う

防
災

訓
練

へ
参

加
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
」
：
「
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

」
が

5
3
.8

％
（
3
0
6
名

）
で

最
も

多
く

、
「
訓

練
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

は
知

っ
て

い
た

が
、

参
加

し
た

こ
と

は
な

い
」
が

2
0
.9

％
（
1
1
9
名

）
、

「
訓

練
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

ら
な

か
っ

た
」
が

1
5
.1

％
（
8
6
名

）
で

あ
り

、
参

加
者

は
多

く
、

訓
練

へ
の

参
加

者
を

増
や

す
必

要
が

あ
る

。
「
《
問

２
》
あ

な
た

の
年

齢
×

《
問

２
２

》
　

防
災

訓
練

へ
ど

の
程

度
参

加
し

ま
し

た
か

」
：
防

災
訓

練
へ

の
参

加
程

度
に

つ
い

て
は

、
年

２
回

が
3
0
歳

代
、

年
1
回

が
6
0
歳

—
6
9
歳

に
多

い
と

回
答

が
あ

り
ま

し
た

。
参

加
し

て
い

な
い

が
、

1
6
歳

代
、

2
0
歳

、
3
0
歳

代
に

多
く

み
ら

れ
る

。
継

続
的

な
自

助
、

共
助

の
観

点
か

ら
若

い
世

代
へ

継
承

す
る

取
り

組
み

が
必

要
。

〇
公

助
の

手
が

回
ら

な
い

こ
と

も
想

定
し

、
消

防
団

や
自

主
防

災
組

織
等

の
充

実
強

化
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
地

区
防

災
計

画
制

度
の

普
及

・
啓

発
等

に
よ

り
、

住
民

や
企

業
等

の
自

発
的

な
防

災
活

動
に

関
す

る
計

画
策

定
を

促
す

必
要

が
あ

る
。

○
被

害
を

最
小

限
度

に
抑

え
る

た
め

排
水

ポ
ン

プ
車

を
導

入
し

、
浸

水
被

害
の

低
減

と
被

災
地

区
の

早
期

復
旧

を
図

る
。

建
設

業
組

合
と

連
携

し
た

体
制

を
構

築
し

、
定

期
的

な
訓

練
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

浸
水

被
害

発
生

の
状

況
を

踏
ま

え
、

必
要

が
あ

る
場

合
は

新
た

な
排

水
設

備
等

の
設

置
を

検
討

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

〇
消

防
団

や
自

主
防

災
組

織
等

の
充

実
強

化
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
地

区
防

災
計

画
制

度
の

普
及

・
啓

発
等

に
よ

り
、

住
民

や
企

業
等

の
自

発
的

な
防

災
活

動
に

関
す

る
計

画
策

定
を

促
進

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
1

施
策

１
　

全
村

的
な

防
災

の
意

識
の

向
上

・
全

村
的

な
防

災
訓

練
を

実
施

し
ま

す
。

・
消

防
団

、
小

学
校

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
、

各
地

区
、

保
育

所
等

、
組

織
と

地
域

が
一

体
と

な
り

、
防

災
体

制
の

最
適

化
を

図
り

ま
す

。

急
が

な
い

期
間

設
定

は
困

難

実
施

で
き

て
い

な
い

ど
ち

ら
と

も
⾔

え
な

い

■
 町

内
ボ

ラ
ン

テ
ィア

団
体

数
、
登

録
者

数
住

民
課

〇
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

2
0
「
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
へ

参
加

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

」
：
「
参

加
し

た
こ

と
は

な
い

」
が

6
4
.3

％
（
3
6
6
名

）
で

最
も

多
く

、
「
こ

れ
ま

で
に

参
加

し
た

こ
と

が
あ

る
」
が

1
7
.9

％
（
1
0
2
名

）
、

「
参

加
し

た
こ

と
は

な
い

が
、

機
会

が
あ

れ
ば

参
加

し
た

い
」
が

1
2
.1

％
（
6
9
名

）
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

へ
の

関
心

は
高

く
な

い
。

「
《
問

２
》
あ

な
た

の
年

齢
×

《
問

２
０

》
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
へ

参
加

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

」
：
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
へ

参
加

し
た

こ
と

に
つ

い
て

、
3
0
歳

代
、

4
0
歳

代
、

5
0
歳

代
に

参
加

の
実

績
が

あ
る

と
回

答
が

あ
り

、
2
0
歳

代
、

4
0
歳

代
、

5
0
歳

代
に

参
加

の
意

識
が

あ
る

と
回

答

〇
町

内
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
数

、
登

録
者

数
・
・
・
デ

ー
タ

無
し

○
過

去
に

浸
水

被
害

が
発

生
し

た
地

区
や

、
浸

水
被

害
が

想
定

さ
れ

る
地

区
に

お
い

て
は

、
不

安
を

取
り

除
く

た
め

早
期

に
被

害
の

解
消

等
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

〇
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
と

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
意

識
が

1
6
歳

代
、

6
0
〜

6
4

歳
に

低
い

。
自

助
、

共
助

の
観

点
か

ら
、

防
災

訓
練

や
当

番
制

な
ど

の
取

組
が

求
め

ら
れ

、
普

段
か

ら
出

前
講

座
等

実
施

し
啓

蒙
・
普

及
を

実
施

す
る

。

○
被

害
を

最
小

限
度

に
抑

え
る

た
め

排
水

ポ
ン

プ
車

を
導

入
し

、
浸

水
被

害
の

低
減

と
被

災
地

区
の

早
期

復
旧

を
図

る
。

建
設

業
組

合
と

連
携

し
た

体
制

を
構

築
し

、
定

期
的

な
訓

練
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

浸
水

被
害

発
生

の
状

況
を

踏
ま

え
、

必
要

が
あ

る
場

合
は

新
た

な
排

水
設

備
等

の
設

置
を

検
討

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
1

施
策

１
　

全
村

的
な

防
災

の
意

識
の

向
上

・
全

村
的

な
防

災
訓

練
を

実
施

し
ま

す
。

・
消

防
団

、
小

学
校

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
、

各
地

区
、

保
育

所
等

、
組

織
と

地
域

が
一

体
と

な
り

、
防

災
体

制
の

最
適

化
を

図
り

ま
す

。

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
る

ど
ち

ら
と

も
⾔

え
な

い

発
災

前
（
風

水
害

等
）

発
災

直
後

（
数

時
間

）
応

急
対

応
時

間
（
救

助
、

救
援

）
復

旧
、

復
興

期
間

（
被

災
者

支
援

）

必
要

な
情

報
災

害
予

測
情

報
被

害
予

測
情

報
避

難
勧

告
・

指
示

等

被
災

情
報

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

情
報

避
難

所
情

報
等

被
害

状
況

安
否

情
報

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

情
報

避
難

所
情

報
等

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

復
旧

情
報

避
難

所
情

報
等

情
報

伝
達

に
必

要
な

機
能

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

電
源

通
常

電
源

停
電

の
可

能
性

あ
り

停
電

の
可

能
性

あ
り

通
常

電
源

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

輻
輳

、
被

災
の

可
能

性
あ

り
被

災
の

可
能

性
あ

り

防
災

行
政

無
線

◎
◎

○
○

F
M

放
送

◎
◎

◎
◎

2
8
0
M

H
z
 帯

電
気

通
信

業
務

用
ペ

ー
ジ

ャ
ー

◎
◎

○
○

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

IP
 告

知
シ

ス
テ

ム
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

携
帯

電
話

網
等

を
活

用
し

た
情

報
伝

達
手

段
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

電
話

一
斉

送
信

シ
ス

テ
ム

◎
断

線
の

可
能

性
あ

り
断

線
の

可
能

性
あ

り
○

登
録

制
メ

ー
ル

◎
○

○
◎

S
N

S
◎

○
○

◎

緊
急

速
報

メ
ー

ル
◎

○
○

○

テ
レ

ビ
◎

○
△

△

備
考

◎
：

有
効

、
○

：
場

合
に

よ
り

有
効

（
停

電
無

い
場

合
な

ど
）

、
△

：
あ

ま
り

有
効

で
な

い
、

×
：

使
用

不
可

発
災
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緊
急

性
実
現

性
実

施
状

況
重

要
度

5
段
階
評
価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参
考

）
第

６
次
総

合
計
画

前
期
基

本
計

画
（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

２
－

３
医

療
機

関
、医

療
従

事
者

の
不

⾜
や、

医
療

施
設

の
被

災
によ

る医
療

機
能

の
⿇

痺

■ 
医

療
施

設
の耐

震
化

率
住

民
課

デ
ー

タ
無

し
〇

地
震

発
生

時
に

建
物

の
倒

壊
等

を
防

ぎ
、

継
続

的
な

医
療

や
福

祉
が

提
供

で
き

る
よ

う
各

医
療

機
関

・社
会

福
祉

施
設

の
耐

震
化

を
促

進
す

る
。

（実
施

主
体

：村
）

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
る

重
要

で
あ

る

■ 
医

療
機

関
にお

ける
防

災
医

療
マニ

ュア
ル整

備
状

況
住

民
課

デ
ー

タ
無

し

○
医

療
機

関
は

自
家

発
電

設
備

を
備

え
、

そ
の

３
日

分
以

上
の

燃
料

を
備

蓄
し

、
今

後
と

も
、

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に

も
村

民
に

対
し

安
全

・安
心

の
医

療
を

提
供

す
る

た
め

、
当

該
備

蓄
を

は
じ

め
、

防
災

医
療

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

を
図

る
。

（実
施

主
体

：村
）

（6
）健

康
増

進
・医

療
【現

状
・課

題
】

P
65

 感
染

予
防

や
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
正

し
い

情
報

提
供

や
適

切
な

予
防

接
種

が
必

要
で

す
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

の
想

定
外

の
事

態
が

生
じ

た
際

に
、

村
民

に
適

切
な

情
報

の
発

信
や

必
要

な
支

援
が

提
供

で
き

る
よ

う
、

国
や

県
、

近
隣

市
町

村
、

専
門

機
関

等
と

の
連

携
の

強
化

が
必

要
で

す
。

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

期
間

設
定

は
困

難

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
る

ど
ち

ら
と

も
⾔

え
な

い

■ 
災

害
対

応
訓

練
の実

施
状

況
総

務
課

〇
【ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

21
「地

域
で

行
う

防
災

訓
練

へ
参

加
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
」：

「参
加

し
た

こ
と

が
あ

る
」が

53
.8

％
（3

06
名

）で
最

も
多

く
、

「訓
練

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
は

知
っ

て
い

た
が

、
参

加
し

た
こ

と
は

な
い

」が
20

.9
％

（1
19

名
）、

「訓
練

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
を

知
ら

な
か

っ
た

」が
15

.1
％

（8
6名

）で
あ

り
、

参
加

者
は

多
く

、
訓

練
へ

の
参

加
者

を
増

や
す

必
要

が
あ

る
。

「《
問

２
》あ

な
た

の
年

齢
×

《問
２

２
》　

防
災

訓
練

へ
ど

の
程

度
参

加
し

ま
し

た
か

」：
防

災
訓

練
へ

の
参

加
程

度
に

つ
い

て
は

、
年

２
回

が
30

歳
代

、
年

1回
が

60
歳

—
69

歳
に

多
い

と
回

答
が

あ
り

ま
し

た
。

参
加

し
て

い
な

い
が

、
16

歳
代

、
20

歳
、

30
歳

代
に

多
く

み
ら

れ
る

。
継

続
的

な
自

助
、

共
助

の
観

点
か

ら
若

い
世

代
へ

継
承

す
る

取
り

組
み

が
必

要
。

〇
公

助
の

手
が

回
ら

な
い

こ
と

も
想

定
し

、
消

防
団

や
自

主
防

災
組

織
等

の
充

実
強

化
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
地

区
防

災
計

画
制

度
の

普
及

・啓
発

等
に

よ
り

、
住

民
や

企
業

等
の

自
発

的
な

防
災

活
動

に
関

す
る

計
画

策
定

を
促

す
必

要
が

あ
る

。

○
被

害
を

最
小

限
度

に
抑

え
る

た
め

排
水

ポ
ン

プ
車

を
導

入
し

、
浸

水
被

害
の

低
減

と
被

災
地

区
の

早
期

復
旧

を
図

る
。

建
設

業
組

合
と

連
携

し
た

体
制

を
構

築
し

、
定

期
的

な
訓

練
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

浸
水

被
害

発
生

の
状

況
を

踏
ま

え
、

必
要

が
あ

る
場

合
は

新
た

な
排

水
設

備
等

の
設

置
を

検
討

す
る

。
（実

施
主

体
：村

）

〇
消

防
団

や
自

主
防

災
組

織
等

の
充

実
強

化
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
地

区
防

災
計

画
制

度
の

普
及

・啓
発

等
に

よ
り

、
住

民
や

企
業

等
の

自
発

的
な

防
災

活
動

に
関

す
る

計
画

策
定

を
促

進
す

る
。

（実
施

主
体

：村
）

（1
1）

消
防

・防
災

・救
急

P
91

施
策

１
　

全
村

的
な

防
災

の
意

識
の

向
上

・全
村

的
な

防
災

訓
練

を
実

施
し

ま
す

。
・消

防
団

、
小

学
校

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
、

各
地

区
、

保
育

所
等

、
組

織
と

地
域

が
一

体
と

な
り

、
防

災
体

制
の

最
適

化
を

図
り

ま
す

。

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

■ 
医

療
機

関
の⾷

料
備

蓄
量

住
民

課

○
診

療
所

は
自

家
発

電
設

備
を

備
え

、
３

日
分

以
上

の
燃

料
を

備
蓄

し
、

今
後

と
も

、
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
も

村
民

に
対

し
安

全
・安

心
の

観
点

か
ら

、
医

療
を

提
供

す
る

た
め

、
当

該
備

蓄
を

常
時

維
持

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
診

療
所

は
自

家
発

電
設

備
を

備
え

、
３

日
分

以
上

の
燃

料
を

備
蓄

し
、

今
後

と
も

、
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
も

村
民

に
対

し
安

全
・安

心
の

観
点

か
ら

、
医

療
を

提
供

す
る

た
め

、
当

該
備

蓄
を

常
時

維
持

を
図

る
。

（実
施

主
体

：村
）

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
は

な
い
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緊
急
性

実
現
性

実
施

状
況

重
要

度

5
段

階
評
価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I
案

）
担

当
課

脆
弱
性
評
価

推
進
方
針

（
参

考
）
第
６
次

総
合

計
画

前
期
基

本
計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

２
－

４
　被

災
地

に
お

け
る

疫
病

・感
染

症
等

の
⼤

規
模

発
⽣

■ 
集

団
予

防
接

種
の

接
種

率
住

民
課

デ
ー

タ
無

し
〇

感
染

予
防

や
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

の
正

し
い

情
報

提
供

や
予

防
接

種
を

実
施

し
ま

す
。

（
実

施
主

体
：
村

）

（
6
）
健

康
増

進
・
医

療
【
現

状
・
課

題
】

P
6
5

 感
染

予
防

や
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
正

し
い

情
報

提
供

や
適

切
な

予
防

接
種

が
必

要
で

す
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

の
想

定
外

の
事

態
が

生
じ

た
際

に
、

村
民

に
適

切
な

情
報

の
発

信
や

必
要

な
支

援
が

提
供

で
き

る
よ

う
、

国
や

県
、

近
隣

市
町

村
、

専
門

機
関

等
と

の
連

携
の

強
化

が
必

要
で

す
。

P
6
6

施
策

２
　

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
支

援
予

防
接

種
を

充
実

さ
せ

感
染

症
の

予
防

に
努

め
ま

す
。

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

や
や

重
要

で
あ

る

■ 
消

毒
薬

剤
の

備
蓄

率
住

民
課

デ
ー

タ
無

し
〇

 浸
水

被
害

を
受

け
た

住
居

等
の

消
毒

・
害

虫
駆

除
等

が
適

切
に

実
施

さ
れ

る
よ

う
、

消
毒

・
害

虫
駆

除
業

者
等

の
関

係
団

体
と

の
連

携
や

 消
毒

薬
剤

の
確

保
を

行
う

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
6
）
健

康
増

進
・
医

療
【
現

状
・
課

題
】

P
6
5

 感
染

予
防

や
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
正

し
い

情
報

提
供

や
適

切
な

予
防

接
種

が
必

要
で

す
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

の
想

定
外

の
事

態
が

生
じ

た
際

に
、

村
民

に
適

切
な

情
報

の
発

信
や

必
要

な
支

援
が

提
供

で
き

る
よ

う
、

国
や

県
、

近
隣

市
町

村
、

専
門

機
関

等
と

の
連

携
の

強
化

が
必

要
で

す
。

P
6
6

施
策

２
　

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
支

援
予

防
接

種
を

充
実

さ
せ

感
染

症
の

予
防

に
努

め
ま

す
。

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
る

重
要

で
あ

る

■ 
感

染
症

研
修

会
等

の
開

催
回

数
住

民
課

○
避

難
所

な
ど

で
は

衛
生

状
態

が
悪

化
し

、
感

染
症

が
ま

ん
延

し
や

す
い

状
況

に
な

る
お

そ
れ

が
あ

る
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

、
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
、

O
1
5
7
 な

ど
が

広
ま

ら
な

い
よ

う
、

避
難

所
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
避

難
ブ

ー
ス

を
用

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

○
避

難
所

に
お

い
て

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

、
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
、

O
1
5
7
 な

ど
が

広
ま

ら
な

い
よ

う
、

施
設

の
衛

生
環

境
を

良
好

に
保

つ
。

ま
た

、
感

染
症

の
疑

い
が

あ
る

場
合

は
、

別
室

に
案

内
す

る
な

ど
、

避
難

所
で

ク
ラ

ス
タ

ー
が

発
生

し
な

い
よ

う
に

取
り

組
む

。
○

避
難

所
等

の
衛

生
管

理
に

必
要

な
薬

剤
や

備
品

に
つ

い
て

、
備

蓄
や

流
通

事
業

者
等

と
の

連
携

に
よ

り
、

災
害

時
に

確
保

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
6
）
健

康
増

進
・
医

療
【
現

状
・
課

題
】

P
6
5

 感
染

予
防

や
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
正

し
い

情
報

提
供

や
適

切
な

予
防

接
種

が
必

要
で

す
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

の
想

定
外

の
事

態
が

生
じ

た
際

に
、

村
民

に
適

切
な

情
報

の
発

信
や

必
要

な
支

援
が

提
供

で
き

る
よ

う
、

国
や

県
、

近
隣

市
町

村
、

専
門

機
関

等
と

の
連

携
の

強
化

が
必

要
で

す
。

P
6
6

施
策

２
　

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
支

援
予

防
接

種
を

充
実

さ
せ

感
染

症
の

予
防

に
努

め
ま

す
。

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

や
や

重
要

で
あ

る

■ 
合

併
浄

化
槽

等
の

汚
⽔

処
理

⼈
⼝

普
及

率
住

民
課

○
大

規
模

災
害

時
に

、
生

活
排

水
等

が
公

共
用

水
域

に
流

出
す

る
こ

と
を

防
止

す
る

た
め

、
汲

取
り

便
槽

及
び

単
独

処
理

浄
化

槽
か

ら
、

災
害

に
強

い
合

併
処

理
浄

化
槽

へ
の

転
換

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

○
大

規
模

災
害

時
に

、
生

活
排

水
等

が
公

共
用

水
域

に
流

出
す

る
こ

と
を

防
止

す
る

た
め

、
汲

取
り

便
槽

及
び

単
独

処
理

浄
化

槽
か

ら
、

災
害

に
強

い
合

併
処

理
浄

化
槽

へ
の

転
換

促
進

を
図

る
。

（
実

施
主

体
：
村

）

す
ぐ

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
る

重
要

で
あ

る
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緊
急
性

実
現

性
実

施
状

況
重

要
度

5
段

階
評

価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参

考
）
第
６
次
総

合
計

画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

３
　必

要
不

可
⽋

な
⾏

政
機

能
、情

報
通

信
機

能
は

確
保

す
る

こと
３

－
１

村
役

場
を

は
じめ

とす
る

地
⽅

⾏
政

機
関

の
⼤

幅
な

機
能

低
下 ■ 

村
の

業
務

継
続

計
画

（
BC

P）
策

定
状

況
総

務
課

○
消

防
職

員
の

人
員

確
保

・
車

両
及

び
装

備
資

機
材

等
の

充
実

強
化

―
大

規
模

災
害

発
生

時
の

広
範

多
岐

わ
た

る
消

防
活

動
を

円
滑

に
実

施
す

る
た

め
、

消
防

職
員

の
人

員
確

保
や

車
両

及
び

装
備

資
機

材
の

整
備

と
と

も
に

、
後

方
支

援
部

門
の

態
勢

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

○
広

域
防

災
拠

点
の

整
備

―
大

規
模

災
害

発
生

に
備

え
、

防
災

関
係

機
関

が
応

急
・
復

旧
活

動
の

た
め

の
集

結
や

活
動

を
展

開
で

き
る

機
能

を
持

つ
防

災
拠

点
に

つ
い

て
、

防
災

関
係

機
関

等
と

連
携

の
も

と
整

備
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

○
災

害
時

に
拠

点
と

な
る

行
政

機
能

は
不

可
欠

で
あ

る
た

め
、

発
災

朝
護

の
役

場
機

能
が

停
止

し
た

場
合

、
重

要
機

能
（
発

災
直

後
の

情
報

発
信

・
避

難
誘

導
等

、
応

急
対

応
時

の
救

助
・
救

援
に

お
け

る
資

源
確

保
・

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

確
保

等
）
を

確
保

す
る

た
め

に
、

村
の

業
務

継
続

計
画

（
B

C
P

）
策

定
状

況
公

助
の

手
が

回
ら

な
い

こ
と

も
想

定
し

、
消

防
団

や
自

主
防

災
組

織
等

の
充

実
強

化
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
地

区
防

災
計

画
制

度
の

普
及

・
啓

発
等

に
よ

り
、

住
民

や
企

業
等

の
自

発
的

な
防

災
活

動
に

関
す

る
計

画
策

定
を

促
す

必
要

が
あ

る
。

（
実

施
主

体
：
村

）

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

■ 
村

の
受

援
計

画
策

定
状

況
総

務
課

〇
受

援
体

制
の

整
備

に
向

け
て

受
援

計
画

の
策

定
、

発
災

時
に

全
庁

の
受

援
に

関
す

る
事

項
を

統
括

す
る

受
援

班
・
受

援
担

当
の

設
置

と
運

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
、

他
自

治
体

と
の

災
害

時
協

定
を

締
結

、
他

自
治

体
と

合
同

で
行

う
防

災
訓

練
等

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

〇
受

援
計

画
・
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
・
点

検
・
見

直
し

、
他

自
治

体
と

の
協

定
締

結
、

合
同

の
防

災
訓

練
を

行
い

、
社

会
情

勢
の

変
化

や
、

新
た

な
災

害
に

よ
る

教
訓

・
課

題
に

対
応

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

■ 
公

共
施

設
の

耐
震

化
率

総
務

課

〇
大

規
模

地
震

が
発

生
し

た
場

合
、

不
特

定
多

数
の

人
が

利
用

す
る

建
築

物
の

倒
壊

に
よ

り
、

多
数

の
人

的
被

害
が

想
定

さ
れ

る
た

め
、

不
特

定
多

数
の

人
が

利
用

す
る

建
築

物
の

耐
震

化
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

旧
耐

震
建

築
物

の
う

ち
耐

震
化

未
実

施
施

設
の

延
床

面
積

：
2
9
8
㎡

（
1
.2

％
）
［
南

相
木

村
公

共
施

設
等

総
合

管
理

計
画

H
2
9
.3

］

〇
発

災
後

の
活

動
拠

点
と

な
る

公
共

施
設

等
が

被
災

す
る

と
避

難
や

救
助

活
動

等
に

障
害

を
及

ぼ
す

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

た
め

、
公

共
施

設
等

の
耐

震
化

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

〇
不

特
定

多
数

の
人

が
利

用
す

る
建

築
物

の
倒

壊
に

よ
る

多
数

の
人

的
被

害
を

抑
え

る
た

め
、

不
特

定
多

数
の

人
が

利
用

す
る

建
築

物
の

耐
震

化
を

促
進

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

〇
村

の
防

災
拠

点
と

な
る

公
共

施
設

に
つ

い
て

は
耐

震
補

強
、

改
修

な
ど

に
よ

り
建

物
の

安
全

性
を

確
保

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

■ 
⾃

治
体

間
相

互
応

援
協

定
な

どの
締

結
数

総
務

課
デ

ー
タ

無
し

〇
受

援
計

画
・
自

治
体

間
相

互
応

援
協

定
の

作
成

・
点

検
・
見

直
し

、
他

自
治

体
と

の
協

定
締

結
、

合
同

の
防

災
訓

練
等

を
行

い
、

社
会

情
勢

の
変

化
や

、
新

た
な

大
規

模
災

害
に

対
し

て
地

域
一

体
と

な
っ

た
広

域
連

携
で

対
応

を
図

る
。

（
実

施
主

体
：
県

、
市

町
村

）

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

■ 
災

害
対

策
本

部
⾮

常
⽤

電
源

機
能

整
備

総
務

課
デ

ー
タ

無
し

〇
緊

急
情

報
発

信
の

た
め

の
電

源
確

保
を

図
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）
既

に
実

施
し

て
い

る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

■ 
業

務
継

続
の

た
め

に
必

要
な

発
電

⽤
燃

料
の

充
⾜

度
総

務
課

デ
ー

タ
無

し
〇

緊
急

情
報

発
信

の
た

め
の

電
源

確
保

を
図

る
。

（
実

施
主

体
：
村

）
既

に
実

施
し

て
い

る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

■ 
庁

舎
の

室
内

安
全

対
策

実
施

率
総

務
課

デ
ー

タ
無

し

〇
不

特
定

多
数

の
人

が
利

用
す

る
建

築
物

の
倒

壊
に

よ
る

多
数

の
人

的
被

害
を

抑
え

る
た

め
、

不
特

定
多

数
の

人
が

利
用

す
る

建
築

物
の

耐
震

化
を

促
進

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

〇
村

の
防

災
拠

点
と

な
る

公
共

施
設

に
つ

い
て

は
耐

震
補

強
、

改
修

な
ど

に
よ

り
建

物
の

安
全

性
を

確
保

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る
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緊
急
性

実
現

性
実

施
状

況
重

要
度

5
段

階
評

価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参

考
）
第
６
次
総

合
計

画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

  
   

 ■
 災

害
発

⽣
時

の
職

員
の

初
期

対
応

マ
ニュ

ア
ル

策
定

と職
員

　　
　　

へ
の

配
布

総
務

課

〇
平

成
2
3
年

3
月

発
行

の
「
災

害
初

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

近
年

の
自

然
災

害
件

数
の

増
加

に
対

応
し

た
、

内
容

の
見

直
し

と
、

村
民

向
け

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
見

方
・
勉

強
会

、
簡

易
な

初
動

対
応

の
自

助
、

共
助

行
動

、
情

報
共

有
、

避
難

や
備

蓄
等

に
関

し
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

普
及

す
る

必
要

が
高

い
。

【
ア

ン
ケ

ー
ト

：
フ

リ
ー

ア
ン

サ
ー

】

〇
平

成
2
3
年

3
月

発
行

の
「
災

害
初

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

近
年

の
自

然
災

害
件

数
の

増
加

に
対

応
し

た
、

内
容

を
見

直
し

、
再

発
行

。

○
村

民
向

け
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

普
及

、
啓

蒙
す

る
。

（
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
見

方
・
勉

強
会

、
初

動
対

応
の

自
助

、
共

助
行

動
、

情
報

共
有

方
法

、
避

難
や

備
蓄

方
法

な
ど

。
（
実

施
主

体
：
村

）

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

３
－

２
停

電
、

通
信

施
設

の
倒

壊
に

よ
る

情
報

通
信

の
⿇

痺
・

⻑
期

停
⽌

■ 
村

⺠
へ

の
情

報
伝

達
⼿

段
の

多
重

化
・同

報
系

デ
ジ

タ
ル

 　
防

災
⾏

政
無

線
等

の
整

備
総

務
課

〇
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

2
4
「
災

害
の

発
災

時
に

欲
し

い
情

報
の

内
容

」
：
「
電

気
・
水

道
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

情
報

」
が

8
5
.8

％
（
4
8
8
名

）
で

最
も

多
く

、
「
道

路
交

通
等

の
情

報
や

復
旧

見
通

し
」
が

7
5
.2

％
（
4
2
8
名

）
、

「
医

療
機

関
の

情
報

」
が

2
7
.4

％
（
1
5
6
名

）
、

「
生

活
に

関
す

る
支

援
等

各
種

制
度

の
案

内
」
が

1
6
.2

％
（
9
2
名

）
で

あ
り

、
「
電

気
・
水

道
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

情
報

」
、

「
道

路
交

通
等

の
情

報
や

復
旧

見
通

し
」
が

高
い

ポ
イ

ン
ト

で
、

過
年

度
の

災
害

時
の

被
害

体
験

が
反

映
さ

れ
て

い
る

。

〇
住

民
へ

の
災

害
情

報
伝

達
手

段
の

今
後

の
課

題
 １

）
防

災
行

政
無

線
に

加
え

て
多

様
な

伝
達

手
段

を
整

備
す

る
（
信

頼
性

確
保

，
住

民
へ

の
伝

達
率

の
向

上
）

２
）
非

常
電

源
の

確
保

と
耐

震
，

対
津

波
対

策
の

推
進

（
対

災
害

性
の

向
上

）
３

）
非

常
時

に
自

動
で

各
種

伝
達

手
段

を
起

動
で

き
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築

〇
防

災
行

政
無

線
、

広
報

車
、

メ
ー

ル
配

信
サ

ー
ビ

ス
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
Ｆ

Ｍ
 、

村
Ｓ

Ｎ
Ｓ

（
ツ

イ
ッ

タ
ー

、
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

）
な

ど
、

様
々

な
手

段
を

活
用

し
て

情
報

伝
達

を
行

な
う

と
と

も
に

、
今

後
の

通
信

技
術

の
進

展
 を

見
据

え
、

総
合

的
な

情
報

伝
達

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

〇
テ

レ
ビ

・
ラ

ジ
オ

放
送

等
が

中
断

し
た

際
に

も
、

村
民

に
災

害
情

報
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

災
害

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

（
Ｌ

ア
ラ

ー
ト

）
、

緊
急

速
報

メ
ー

ル
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
の

活
用

等
、

情
報

伝
達

の
多

様
化

を
図

る
。

〇
提

供
す

る
情

報
内

容
は

、
下

図
の

よ
う

に
時

間
経

過
に

よ
り

、
適

正
な

内
容

を
迅

速
に

伝
達

す
る

体
制

、
取

組
が

求
め

ら
れ

る
。

〇
携

帯
情

報
端

末
等

を
活

用
し

、
多

言
語

で
観

光
防

災
情

報
を

提
供

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
2

施
策

５
　

緊
急

通
報

体
制

の
強

化
・
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ

－
Ａ

Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ

）
と

の
連

動
を

図
り

ま
す

。
・
緊

急
速

報
メ

ー
ル

、
エ

リ
ア

メ
ー

ル
を

活
用

し
、

有
事

の
際

に
は

村
内

に
い

る
す

べ
て

の
人

に
情

報
を

提
供

し
ま

す
。

（
1
2
）
無

線
・
広

報
P

9
3

施
策

２
　

緊
急

非
常

連
絡

設
備

（
防

災
行

政
無

線
）
の

更
新

・
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ

－
A

R
E
R

T
）
と

の
連

動
を

図
り

ま
す

。
・
緊

急
通

報
手

段
と

し
て

位
置

づ
け

維
持

管
理

を
行

い
ま

す
。

急
が

な
い

⻑
期

（
５

年
以

上
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

■ 
太

陽
光

発
電

を
設

置
し

て
い

る
公

共
施

設
の

数
総

務
課

デ
ー

タ
無

し
〇

緊
急

情
報

発
信

の
た

め
の

電
源

確
保

を
図

る
。

（
実

施
主

体
：
村

）

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

■ 
⼤

容
量

蓄
電

池
や

⾮
常

⽤
発

電
機

配
備

状
況

総
務

課
デ

ー
タ

無
し

〇
緊

急
情

報
発

信
の

た
め

の
電

源
確

保
を

図
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

  
   

■
防

災
⾏

政
無

線
施

設
の

電
源

機
能

︓
⼤

容
量

蓄
電

池
、

　　
　　

⾮
常

⽤
発

電
機

配
備

率
総

務
課

デ
ー

タ
無

し
〇

停
電

時
に

も
災

害
対

策
本

部
の

機
能

を
維

持
で

き
る

よ
う

に
、

非
常

用
発

電
装

置
の

整
備

、
更

新
を

推
進

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

発
災

前
（
風

水
害

等
）

発
災

直
後

（
数

時
間

）
応

急
対

応
時

間
（
救

助
、

救
援

）
復

旧
、

復
興

期
間

（
被

災
者

支
援

）

必
要

な
情

報
災

害
予

測
情

報
被

害
予

測
情

報
避

難
勧

告
・

指
示

等

被
災

情
報

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

情
報

避
難

所
情

報
等

被
害

状
況

安
否

情
報

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

情
報

避
難

所
情

報
等

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

復
旧

情
報

避
難

所
情

報
等

情
報

伝
達

に
必

要
な

機
能

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

電
源

通
常

電
源

停
電

の
可

能
性

あ
り

停
電

の
可

能
性

あ
り

通
常

電
源

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

輻
輳

、
被

災
の

可
能

性
あ

り
被

災
の

可
能

性
あ

り

防
災

行
政

無
線

◎
◎

○
○

F
M

放
送

◎
◎

◎
◎

2
8
0
M

H
z 

帯
電

気
通

信
業

務
用

ペ
ー

ジ
ャ

ー
◎

◎
○

○

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

IP
 告

知
シ

ス
テ

ム
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

携
帯

電
話

網
等

を
活

用
し

た
情

報
伝

達
手

段
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

電
話

一
斉

送
信

シ
ス

テ
ム

◎
断

線
の

可
能

性
あ

り
断

線
の

可
能

性
あ

り
○

登
録

制
メ

ー
ル

◎
○

○
◎

S
N

S
◎

○
○

◎

緊
急

速
報

メ
ー

ル
◎

○
○

○

テ
レ

ビ
◎

○
△

△

備
考

◎
：

有
効

、
○

：
場

合
に

よ
り

有
効

（
停

電
無

い
場

合
な

ど
）

、
△

：
あ

ま
り

有
効

で
な

い
、

×
：

使
用

不
可

発
災
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緊
急

性
実
現

性
実

施
状

況
重

要
度

5
段
階
評
価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参
考

）
第

６
次

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

３
－

３
テ

レ
ビ

･ラ
ジ

オ
放

送
の

中
断

等
に

よ
り

災
害

情
報

が
必

要
な

者
に

伝
達

で
き

な
い

事
態

■ 
防

災
⾏

政
無

線
（

固
定

系
）

の
デ

ジ
タ

ル
化

率
総

務
課

1
0
0
%

〇
テ

レ
ビ

・
ラ

ジ
オ

放
送

等
が

中
断

し
た

際
に

も
、

村
民

に
災

害
情

報
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

災
害

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

（
Ｌ

ア
ラ

ー
ト

）
、

緊
急

速
報

メ
ー

ル
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
の

活
用

等
、

情
報

伝
達

の
多

様
化

を
図

る
。

〇
提

供
す

る
情

報
内

容
は

、
下

図
の

よ
う

に
時

間
経

過
に

よ
り

、
適

正
な

内
容

を
迅

速
に

伝
達

す
る

体
制

、
取

組
が

求
め

ら
れ

る
。

〇
携

帯
情

報
端

末
等

を
活

用
し

、
多

言
語

で
観

光
防

災
情

報
を

提
供

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
2

施
策

５
　

緊
急

通
報

体
制

の
強

化
・
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ

－
Ａ

Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ

）
と

の
連

動
を

図
り

ま
す

。
・
緊

急
速

報
メ

ー
ル

、
エ

リ
ア

メ
ー

ル
を

活
用

し
、

有
事

の
際

に
は

村
内

に
い

る
す

べ
て

の
人

に
情

報
を

提
供

し
ま

す
。

（
1
2
）
無

線
・
広

報
P

9
3

施
策

２
　

緊
急

非
常

連
絡

設
備

（
防

災
行

政
無

線
）
の

更
新

・
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ

－
A

R
E
R

T
）
と

の
連

動
を

図
り

ま
す

。
・
緊

急
通

報
手

段
と

し
て

位
置

づ
け

維
持

管
理

を
行

い
ま

す
。

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

■ 
村

⺠
へ

の
情

報
伝

達
⼿

段
の

多
重

化
総

務
課

〇
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

2
4
「
災

害
の

発
災

時
に

欲
し

い
情

報
の

内
容

」
：
「
電

気
・
水

道
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

情
報

」
が

8
5
.8

％
（
4
8
8
名

）
で

最
も

多
く

、
「
道

路
交

通
等

の
情

報
や

復
旧

見
通

し
」
が

7
5
.2

％
（
4
2
8
名

）
、

「
医

療
機

関
の

情
報

」
が

2
7
.4

％
（
1
5
6
名

）
、

「
生

活
に

関
す

る
支

援
等

各
種

制
度

の
案

内
」
が

1
6
.2

％
（
9
2
名

）
で

あ
り

、
「
電

気
・
水

道
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

情
報

」
、

「
道

路
交

通
等

の
情

報
や

復
旧

見
通

し
」
が

高
い

ポ
イ

ン
ト

で
、

過
年

度
の

災
害

時
の

被
害

体
験

が
反

映
さ

れ
て

い
る

。

〇
住

民
へ

の
災

害
情

報
伝

達
手

段
の

今
後

の
課

題
 １

）
防

災
行

政
無

線
に

加
え

て
多

様
な

伝
達

手
段

を
整

備
す

る
（
信

頼
性

確
保

，
住

民
へ

の
伝

達
率

の
向

上
）

２
）
非

常
電

源
の

確
保

と
耐

震
，

対
津

波
対

策
の

推
進

（
対

災
害

性
の

向
上

）
３

）
非

常
時

に
自

動
で

各
種

伝
達

手
段

を
起

動
で

き
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築

〇
防

災
行

政
無

線
、

広
報

車
、

メ
ー

ル
配

信
サ

ー
ビ

ス
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
Ｆ

Ｍ
 、

村
Ｓ

Ｎ
Ｓ

（
ツ

イ
ッ

タ
ー

、
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

）
な

ど
、

様
々

な
手

段
を

活
用

し
て

情
報

伝
達

を
行

な
う

と
と

も
に

、
今

後
の

通
信

技
術

の
進

展
 を

見
据

え
、

総
合

的
な

情
報

伝
達

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

〇
テ

レ
ビ

・
ラ

ジ
オ

放
送

等
が

中
断

し
た

際
に

も
、

村
民

に
災

害
情

報
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

災
害

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

（
Ｌ

ア
ラ

ー
ト

）
、

緊
急

速
報

メ
ー

ル
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
の

活
用

等
、

情
報

伝
達

の
多

様
化

を
図

る
。

〇
提

供
す

る
情

報
内

容
は

、
下

図
の

よ
う

に
時

間
経

過
に

よ
り

、
適

正
な

内
容

を
迅

速
に

伝
達

す
る

体
制

、
取

組
が

求
め

ら
れ

る
。

〇
携

帯
情

報
端

末
等

を
活

用
し

、
多

言
語

で
観

光
防

災
情

報
を

提
供

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
2

施
策

５
　

緊
急

通
報

体
制

の
強

化
・
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ

－
Ａ

Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ

）
と

の
連

動
を

図
り

ま
す

。
・
緊

急
速

報
メ

ー
ル

、
エ

リ
ア

メ
ー

ル
を

活
用

し
、

有
事

の
際

に
は

村
内

に
い

る
す

べ
て

の
人

に
情

報
を

提
供

し
ま

す
。

（
1
2
）
無

線
・
広

報
P

9
3

施
策

２
　

緊
急

非
常

連
絡

設
備

（
防

災
行

政
無

線
）
の

更
新

・
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ

－
A

R
E
R

T
）
と

の
連

動
を

図
り

ま
す

。
・
緊

急
通

報
手

段
と

し
て

位
置

づ
け

維
持

管
理

を
行

い
ま

す
。

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

■ 
村

保
有

の
衛

星
携

帯
数

総
務

課

〇
村

保
有

の
衛

星
携

帯
数

　
デ

ー
タ

無
し

○
防

災
行

政
無

線
、

広
報

車
、

メ
ー

ル
配

信
サ

ー
ビ

ス
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
Ｆ

Ｍ
 、

村
Ｓ

Ｎ
Ｓ

（
ツ

イ
ッ

タ
ー

、
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

）
な

ど
、

様
々

な
手

段
を

活
用

し
て

情
報

伝
達

を
行

な
う

と
と

も
に

、
今

後
の

通
信

技
術

の
進

展
 を

見
据

え
、

総
合

的
な

情
報

伝
達

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

〇
テ

レ
ビ

・
ラ

ジ
オ

放
送

等
が

中
断

し
た

際
に

も
、

村
民

に
災

害
情

報
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

災
害

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

（
Ｌ

ア
ラ

ー
ト

）
、

緊
急

速
報

メ
ー

ル
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
の

活
用

等
、

情
報

伝
達

の
多

様
化

を
図

る
。

〇
防

災
関

係
機

関
相

互
の

情
報

共
有

と
村

民
へ

の
迅

速
な

情
報

伝
達

を
図

る
た

め
、

通
信

シ
ス

テ
ム

の
業

務
継

続
性

の
確

保
・
強

化
を

促
進

す
る

。

〇
安

否
情

報
や

避
難

生
活

に
役

立
つ

情
報

が
入

手
で

き
る

よ
う

、
Ｗ

ｉ－
Ｆ

ｉ環
境

を
避

難
所

等
に

整
備

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

や
や

重
要

で
あ

る

■ 
情

報
伝

達
訓

練
の

実
施

回
数

/年
総

務
課

〇
 情

報
伝

達
訓

練
の

実
施

回
数

/
年

　
デ

ー
タ

無
し

村
民

が
自

ら
的

確
な

避
難

が
行

え
る

よ
う

、
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

の
周

知
や

情
報

伝
達

訓
練

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

〇
防

災
関

係
機

関
相

互
の

情
報

共
有

と
村

民
へ

の
迅

速
な

情
報

伝
達

を
図

る
た

め
、

村
民

が
自

ら
的

確
な

避
難

が
行

え
る

よ
う

、
情

報
伝

達
訓

練
を

実
施

す
る

。

〇
通

信
シ

ス
テ

ム
の

業
務

継
続

性
の

確
保

・
強

化
を

促
進

す
る

。

〇
安

否
情

報
や

避
難

生
活

に
役

立
つ

情
報

が
入

手
で

き
る

よ
う

、
Ｗ

ｉ－
Ｆ

ｉ環
境

を
避

難
所

等
に

整
備

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

発
災

前
（
風

水
害

等
）

発
災

直
後

（
数

時
間

）
応

急
対

応
時

間
（
救

助
、

救
援

）
復

旧
、

復
興

期
間

（
被

災
者

支
援

）

必
要

な
情

報
災

害
予

測
情

報
被

害
予

測
情

報
避

難
勧

告
・

指
示

等

被
災

情
報

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

情
報

避
難

所
情

報
等

被
害

状
況

安
否

情
報

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

情
報

避
難

所
情

報
等

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

復
旧

情
報

避
難

所
情

報
等

情
報

伝
達

に
必

要
な

機
能

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

電
源

通
常

電
源

停
電

の
可

能
性

あ
り

停
電

の
可

能
性

あ
り

通
常

電
源

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

輻
輳

、
被

災
の

可
能

性
あ

り
被

災
の

可
能

性
あ

り

防
災

行
政

無
線

◎
◎

○
○

F
M

放
送

◎
◎

◎
◎

2
8
0
M

H
z
 帯

電
気

通
信

業
務

用
ペ

ー
ジ

ャ
ー

◎
◎

○
○

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

IP
 告

知
シ

ス
テ

ム
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

携
帯

電
話

網
等

を
活

用
し

た
情

報
伝

達
手

段
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

電
話

一
斉

送
信

シ
ス

テ
ム

◎
断

線
の

可
能

性
あ

り
断

線
の

可
能

性
あ

り
○

登
録

制
メ

ー
ル

◎
○

○
◎

S
N

S
◎

○
○

◎

緊
急

速
報

メ
ー

ル
◎

○
○

○

テ
レ

ビ
◎

○
△

△

備
考

◎
：

有
効

、
○

：
場

合
に

よ
り

有
効

（
停

電
無

い
場

合
な

ど
）

、
△

：
あ

ま
り

有
効

で
な

い
、

×
：

使
用

不
可

発
災

発
災

前
（
風

水
害

等
）

発
災

直
後

（
数

時
間

）
応

急
対

応
時

間
（
救

助
、

救
援

）
復

旧
、

復
興

期
間

（
被

災
者

支
援

）

必
要

な
情

報
災

害
予

測
情

報
被

害
予

測
情

報
避

難
勧

告
・

指
示

等

被
災

情
報

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

情
報

避
難

所
情

報
等

被
害

状
況

安
否

情
報

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

情
報

避
難

所
情

報
等

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

復
旧

情
報

避
難

所
情

報
等

情
報

伝
達

に
必

要
な

機
能

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

P
U

S
H

 型
広

範
囲

、
多

人
数

カ
バ

ー
＋

P
U

L
L
 型

（
詳

細
情

報
）

電
源

通
常

電
源

停
電

の
可

能
性

あ
り

停
電

の
可

能
性

あ
り

通
常

電
源

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

輻
輳

、
被

災
の

可
能

性
あ

り
被

災
の

可
能

性
あ

り

防
災

行
政

無
線

◎
◎

○
○

F
M

放
送

◎
◎

◎
◎

2
8
0
M

H
z
 帯

電
気

通
信

業
務

用
ペ

ー
ジ

ャ
ー

◎
◎

○
○

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

IP
 告

知
シ

ス
テ

ム
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

携
帯

電
話

網
等

を
活

用
し

た
情

報
伝

達
手

段
◎

断
線

の
可

能
性

あ
り

断
線

の
可

能
性

あ
り

○

電
話

一
斉

送
信

シ
ス

テ
ム

◎
断

線
の

可
能

性
あ

り
断

線
の

可
能

性
あ

り
○

登
録

制
メ

ー
ル

◎
○

○
◎

S
N

S
◎

○
○

◎

緊
急

速
報

メ
ー

ル
◎

○
○

○

テ
レ

ビ
◎

○
△

△

備
考

◎
：

有
効

、
○

：
場

合
に

よ
り

有
効

（
停

電
無

い
場

合
な

ど
）

、
△

：
あ

ま
り

有
効

で
な

い
、

×
：

使
用

不
可

発
災
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４

　
必

要
最

低
限

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
を

確
保

し
、

早
期

復
旧

が
で

き
る

こ
と

４
－

１
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

停
⽌

に
よ

る
、

社
会

経
済

活
動

・サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
維

持
へ

の
甚

⼤
な

影
響

■
 B

C
P 

策
定

⽀
援

事
業

参
加

企
業

数
総

務
課

デ
ー

タ
無

し

〇
自

然
災

害
や

大
火

災
等

の
緊

急
事

態
に

お
い

て
、

事
業

中
断

を
最

短
に

と
ど

め
被

害
を

最
小

化
す

る
た

め
の

企
業

の
事

業
継

続
計

画
を

策
定

の
誘

導
を

図
り

ま
す

。
（
実

施
主

体
：
村

）

〇
危

機
管

理
国

家
経

済
の

根
幹

を
な

す
中

小
企

業
に

Ｂ
Ｃ

Ｐ
を

普
及

浸
透

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
不

測
の

緊
急

事
態

に
あ

っ
て

も
活

動
を

止
め

な
い

強
靱

な
経

済
社

会
基

盤
の

構
築

を
進

め
ま

す
。

（
経

済
産

業
省

中
小

企
業

庁
「
中

小
企

業
Ｂ

Ｃ
Ｐ

策
定

運
用

指
針

」
中

小
企

業
庁

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

参
照

）

急
が

な
い

期
間

設
定

は
困

難

実
施

で
き

て
い

な
い

ど
ち

ら
と

も
⾔

え
な

い

■
 中

⼩
企

業
の

事
業

継
続

計
画

 の
策

定
割

合
振

興
課

〇
災

害
等

の
突

発
的

事
由

に
よ

り
経

営
の

安
定

に
支

障
が

生
じ

て
い

る
中

小
企

業
者

へ
の

資
金

供
給

を
円

滑
に

図
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
商

工
会

・
商

工
会

議
所

と
共

同
で

策
定

し
た

事
業

継
続

力
強

化
支

援
計

画
に

基
づ

き
、

小
規

模
事

業
者

の
業

務
継

続
体

制
の

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

〇
災

害
等

の
突

発
的

事
由

に
よ

り
経

営
の

安
定

に
支

障
が

生
じ

て
い

る
中

小
企

業
者

へ
の

資
金

繰
り

支
援

を
行

う
。

ま
た

、
商

工
会

・
商

工
会

議
所

と
共

同
で

策
定

し
た

事
業

継
続

力
強

化
支

援
計

画
に

基
づ

き
、

小
規

模
事

業
者

の
業

務
継

続
体

制
の

強
化

を
図

る
。

（
実

施
主

体
：
村

）

急
が

な
い

期
間

設
定

は
困

難

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
な

い

ど
ち

ら
と

も
⾔

え
な

い

■
 主

要
道

路
の

啓
開

計
画

策
定

状
況

振
興

課

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

〇
緊

急
輸

送
道

路
を

は
じ

め
と

す
る

道
路

の
定

期
点

検
や

結
果

に
基

づ
く

措
置

と
耐

震
補

強
や

改
良

な
ど

、
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

保
全

と
強

化
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
定

期
的

な
点

検
・
診

断
や

補
修

補
強

等
の

現
場

を
支

援
す

る
装

備
や

コ
ス

ト
縮

減
を

含
む

効
率

的
な

新
技

術
を

適
宜

採
用

す
る

必
要

が
あ

る
。

イ
ン

フ
ラ

施
設

の
機

能
保

全
と

強
化

の
た

め
、

橋
梁

、
舗

装
、

横
断

歩
道

橋
及

び
道

路
附

属
物

等
の

個
別

施
設

計
画

を
運

用
し

続
け

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
。

〇
緊

急
輸

送
道

路
を

は
じ

め
と

す
る

道
路

の
定

期
点

検
や

結
果

に
基

づ
く

措
置

と
耐

震
補

強
や

改
良

な
ど

、
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

保
全

と
強

化
を

推
進

す
る

。
定

期
的

な
点

検
・
診

断
や

補
修

補
強

等
の

現
場

を
支

援
す

る
装

備
や

コ
ス

ト
縮

減
を

含
む

効
率

的
な

新
技

術
を

適
宜

採
用

す
る

。

○
イ

ン
フ

ラ
施

設
の

機
能

保
全

と
強

化
の

た
め

、
橋

梁
、

舗
装

、
横

断
歩

道
橋

及
び

道
路

附
属

物
等

の
個

別
施

設
計

画
を

運
用

し
続

け
て

い
く

。
（
実

施
主

体
：
村

、
県

、
国

）

（
５

）
道

路
・
交

通
網

現
状

・
課

題
P

7
9

・
地

域
の

要
望

や
整

備
の

優
先

順
位

を
検

討
し

計
画

的
に

新
設

や
改

修
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

馬
越

峠
ト

ン
ネ

ル
化

に
つ

い
て

は
、

緊
急

輸
送

路
に

指
定

さ
れ

た
道

路
で

あ
り

、
災

害
時

の
「
命

の
道

」
と

し
て

、
そ

の
実

現
が

待
た

れ
て

い
ま

す
。

今
後

も
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

強
く

長
野

県
へ

の
要

望
を

続
け

て
い

き
ま

す
。

P
7
9

施
策

1
 主

要
道

路
の

整
備

促
進

・
村

道
栗

生
坂

線
、

村
道

立
原

東
線

の
舗

装
修

繕
を

図
り

ま
す

。
・
そ

の
他

、
村

道
、

農
道

、
林

道
の

現
況

を
把

握
し

、
適

切
な

維
持

修
繕

を
進

め
ま

す
。

P
8
0

施
策

６
　

国
や

県
、

関
係

市
町

村
へ

の
要

望
の

継
続

実
施

・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

通
年

通
行

の
実

現
を

県
に

要
請

し
ま

す
。

・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

馬
越

峠
ト

ン
ネ

ル
化

に
つ

い
て

、
強

く
長

野
県

へ
の

要
望

を
続

け
る

と
と

も
に

、
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

よ
り

効
果

的
な

活
用

の
検

証
を

進
め

ま
す

。

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

４
－

２
　

簡
易

⽔
道

等
の

⻑
期

間
に

わ
た

る
供

給
停

⽌

■
 簡

易
⽔

道
の

協
定

書
締

結
数

振
興

課
〇

大
規

模
災

害
等

の
発

生
に

よ
り

 簡
易

水
道

が
寸

断
さ

れ
た

場
合

に
お

い
て

も
、

住
民

の
生

活
に

最
低

限
必

要
な

生
活

用
水

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

。
水

源
や

分
水

に
関

わ
る

協
定

を
確

認
す

る
。

〇
上

水
道

が
寸

断
さ

れ
た

場
合

に
備

え
る

た
め

、
長

期
間

に
わ

た
る

供
給

停
止

に
備

え
、

給
水

車
を

整
備

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

■
 ⽔

道
の

業
務

継
続

計
画

の
整

備
振

興
課

〇
水

道
水

の
長

期
間

に
わ

た
る

供
給

停
止

に
備

え
、

給
水

車
を

整
備

す
る

必
要

が
あ

る
。

水
道

水
の

長
期

間
に

わ
た

る
供

給
停

止
に

備
え

、
給

水
車

を
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

。

〇
過

去
に

浸
水

被
害

が
発

生
し

た
地

区
や

、
浸

水
被

害
が

想
定

さ
れ

る
地

区
に

お
い

て
、

早
期

に
被

害
の

解
消

等
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

〇
水

道
水

の
長

期
間

に
わ

た
る

供
給

停
止

に
備

え
、

給
水

車
を

整
備

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）
３

年
以

内
に

着
⼿

す
べ

き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

■
 応

急
給

⽔
研

修
実

施
状

況
振

興
課

〇
水

道
水

の
長

期
間

に
わ

た
る

供
給

停
止

に
備

え
、

給
水

車
を

整
備

し
、

応
急

給
水

研
修

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

〇
水

道
水

の
長

期
間

に
わ

た
る

供
給

停
止

に
備

え
、

給
水

車
を

整
備

し
、

応
急

給
水

研
修

実
施

す
る

（
実

施
主

体
：
村

）

急
が

な
い

期
間

設
定

は
困

難

実
施

で
き

て
い

な
い

ど
ち

ら
と

も
⾔

え
な

い

緊
急
性

実
現
性

実
施

状
況

重
要

度

5
段

階
評
価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参

考
）
第
６
次
総

合
計

画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）
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緊
急
性

実
現
性

実
施

状
況

重
要

度

5
段

階
評

価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参

考
）
第
６
次
総

合
計

画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

４
－

３
　

合
併

処
理

浄
化

槽
等

の
⻑

期
に

わ
た

る
機

能
停

⽌

■ 
合

併
浄

化
槽

導
⼊

率
住

民
課

9
4
.2

7
%

○
大

規
模

災
害

時
に

、
生

活
排

水
等

が
公

共
用

水
域

に
流

出
す

る
こ

と
を

防
止

す
る

た
め

、
汲

取
り

便
槽

及
び

単
独

処
理

浄
化

槽
か

ら
、

災
害

に
強

い
合

併
処

理
浄

化
槽

へ
の

転
換

促
進

を
図

る
。

（
実

施
主

体
：
村

）

必
要

性
が

低
い

既
に

実
施

し
て

い
る

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
る

重
要

で
あ

る

■ 
災

害
時

応
急

ト
イ

レ
の

整
備

数
住

民
課

デ
ー

タ
無

し
○

大
規

模
災

害
時

に
、

避
難

所
や

公
共

施
設

、
公

園
等

に
応

急
ト

イ
レ

と
し

て
利

用
で

き
る

施
設

整
備

を
実

施
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

）

す
ぐ

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

４
－

４
　

地
域

交
通

ネ
ット

ワ
ー

ク
が

分
断

す
る

事
態

■ 
緊

急
輸

送
道

路
の

整
備

率
振

興
課

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
県

、
国

）

（
５

）
道

路
・
交

通
網

現
状

・
課

題
P

7
9

・
地

域
の

要
望

や
整

備
の

優
先

順
位

を
検

討
し

計
画

的
に

新
設

や
改

修
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

馬
越

峠
ト

ン
ネ

ル
化

に
つ

い
て

は
、

緊
急

輸
送

路
に

指
定

さ
れ

た
道

路
で

あ
り

、
災

害
時

の
「
命

の
道

」
と

し
て

、
そ

の
実

現
が

待
た

れ
て

い
ま

す
。

今
後

も
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

強
く

長
野

県
へ

の
要

望
を

続
け

て
い

き
ま

す
。

P
7
9

施
策

1
 主

要
道

路
の

整
備

促
進

・
村

道
栗

生
坂

線
、

村
道

立
原

東
線

の
舗

装
修

繕
を

図
り

ま
す

。
・
そ

の
他

、
村

道
、

農
道

、
林

道
の

現
況

を
把

握
し

、
適

切
な

維
持

修
繕

を
進

め
ま

す
。

P
8
0

施
策

６
　

国
や

県
、

関
係

市
町

村
へ

の
要

望
の

継
続

実
施

・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

通
年

通
行

の
実

現
を

県
に

要
請

し
ま

す
。

・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

馬
越

峠
ト

ン
ネ

ル
化

に
つ

い
て

、
強

く
長

野
県

へ
の

要
望

を
続

け
る

と
と

も
に

、
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

よ
り

効
果

的
な

活
用

の
検

証
を

進
め

ま
す

。

す
ぐ

に
着

⼿
す

べ
き

短
期

（
１

〜
２

年
程

度
）

で
実

現
可

能

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

■ 
適

切
な

維
持

管
理

・補
修

を
要

す
る

橋
梁

の
整

備
率

振
興

課

〇
村

内
の

長
寿

命
化

の
取

組
み

（
１

１
橋

）
の

実
施

。
（
南

相
木

村
 橋

梁
長

寿
命

化
修

繕
計

画
（
H

2
8
.3

）
）

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
（
実

施
主

体
：
県

、
村

）

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
県

、
国

）

（
５

）
道

路
・
交

通
網

現
状

・
課

題
P

7
9

村
道

・
農

林
道

・
橋

が
計

画
的

に
整

備
・
維

持
管

理
さ

れ
た

、
安

全
で

快
適

な
道

路
環

境
の

村

橋
梁

に
つ

い
て

は
、

橋
梁

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
き

橋
梁

の
補

修
修

繕
を

行
な

っ
て

い
ま

す
。

今
後

も
計

画
的

な
維

持
管

理
が

必
要

で
す

。

施
策

２
　

橋
梁

長
寿

命
化

の
推

進
・
橋

梁
の

効
率

的
、

効
果

的
な

維
持

管
理

の
た

め
、

長
寿

命
化

の
取

り
組

み
を

継
続

し
て

推
進

し
ま

す
。

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

■ 
障

害
物

除
去

等
応

援
対

策
業

務
に

関
す

る
協

定
数

振
興

課
デ

ー
タ

無
し

〇
建

物
の

浸
水

や
倒

壊
等

に
よ

り
大

量
の

災
害

廃
棄

物
発

生
に

対
応

す
る

た
め

、
災

害
廃

棄
物

処
理

等
の

協
力

に
つ

い
て

、
関

係
機

関
と

協
定

を
締

結
し

、
さ

ら
な

る
協

力
体

制
の

実
効

性
向

上
に

取
り

組
む

。

〇
災

害
廃

棄
物

の
処

理
を

適
正

か
つ

円
滑

・
迅

速
に

行
う

た
め

の
平

時
の

備
え

及
び

発
災

直
後

か
ら

の
必

要
事

項
を

ま
と

め
た

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
を

策
定

し
、

継
続

的
に

見
直

し
、

処
理

の
実

効
性

向
上

に
努

め
る

。
（
実

施
主

体
：
村

、
県

、
周

辺
町

村
）

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る
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緊
急
性

実
現

性
実

施
状

況
重

要
度

5
段

階
評

価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参

考
）
第
６
次
総

合
計

画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

■
 道

路
啓

開
計

画
策

定
振

興
課

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

○
イ

ン
フ

ラ
施

設
の

機
能

保
全

と
強

化
の

た
め

、
橋

梁
、

舗
装

、
横

断
歩

道
橋

及
び

道
路

附
属

物
等

の
個

別
施

設
計

画
を

運
用

し
続

け
、

必
要

に
応

じ
ト

ン
ネ

ル
な

ど
に

よ
り

、
新

設
の

ル
ー

ト
設

定
の

検
討

が
必

要
が

あ
る

。

○
狭

あ
い

道
路

の
拡

幅
整

備
―

村
内

に
は

4
m

に
満

た
な

い
道

路
(狭

あ
い

な
道

路
)が

多
数

あ
り

、
安

全
な

住
宅

地
の

形
成

、
災

害
時

に
お

け
る

避
難

、
救

助
に

支
障

を
き

た
す

恐
れ

が
あ

る
。

○
災

害
に

強
い

路
網

整
備

の
推

進
―

○
災

害
時

の
避

難
や

救
援

等
に

備
え

た
林

道
の

整
備

や
林

道
施

設
の

長
寿

命
化

に
よ

り
、

災
害

に
強

い
交

通
網

を
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

造
林

・
間

伐
等

の
森

林
整

備
を

効
果

的
に

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

山
地

災
害

の
防

止
や

水
源

の
涵

養
な

ど
、

森
林

の
公

益
的

機
能

の
維

持
・
増

進
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
ト

ン
ネ

ル
・
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
県

、
国

）

〇
緊

急
輸

送
道

路
を

は
じ

め
と

す
る

道
路

の
定

期
点

検
や

結
果

に
基

づ
く

措
置

と
耐

震
補

強
や

改
良

な
ど

、
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

保
全

と
ス

ト
縮

減
を

含
む

効
率

的
な

新
技

術
を

適
宜

採
用

推
進

す
る

。

〇
安

全
で

災
害

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

た
め

、
狭

あ
い

道
路

の
拡

幅
整

備
等

の
事

業
を

推
進

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

○
災

害
時

の
避

難
や

救
援

等
に

備
え

た
林

道
の

整
備

や
林

道
施

設
の

長
寿

命
化

に
よ

り
、

災
害

に
強

い
交

通
網

を
整

備
す

る
。

ま
た

、
造

林
・
間

伐
等

の
森

林
整

備
を

効
果

的
に

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

山
地

災
害

の
防

止
や

水
源

の
涵

養
な

ど
、

森
林

の
公

益
的

機
能

の
維

持
・
増

進
を

図
る

。
（
実

施
主

体
：
村

、
県

）

（
５

）
道

路
・
交

通
網

現
状

・
課

題
P

7
9

・
地

域
の

要
望

や
整

備
の

優
先

順
位

を
検

討
し

計
画

的
に

新
設

や
改

修
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

馬
越

峠
ト

ン
ネ

ル
化

に
つ

い
て

は
、

緊
急

輸
送

路
に

指
定

さ
れ

た
道

路
で

あ
り

、
災

害
時

の
「
命

の
道

」
と

し
て

、
そ

の
実

現
が

待
た

れ
て

い
ま

す
。

今
後

も
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

強
く

長
野

県
へ

の
要

望
を

続
け

て
い

ま
す

。
P

7
9

施
策

1
 主

要
道

路
の

整
備

促
進

・
村

道
栗

生
坂

線
、

村
道

立
原

東
線

の
舗

装
修

繕
を

図
り

ま
す

。
・
そ

の
他

、
村

道
、

農
道

、
林

道
の

現
況

を
把

握
し

、
適

切
な

維
持

修
繕

を
進

め
ま

す
。

P
8
0

施
策

６
　

国
や

県
、

関
係

市
町

村
へ

の
要

望
の

継
続

実
施

・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

通
年

通
行

の
実

現
を

県
に

要
請

し
ま

す
。

・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

馬
越

峠
ト

ン
ネ

ル
化

に
つ

い
て

、
強

く
長

野
県

へ
の

要
望

を
続

け
る

と
と

も
に

、
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

よ
り

効
果

的
な

活
用

の
検

証
を

進
め

ま
す

。

す
ぐ

に
着

⼿
す

べ
き

短
期

（
１

〜
２

年
程

度
）

で
実

現
可

能

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

４
－

５
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
け

⼊
れ

態
勢

を
⼗

分
に

確
保

で
き

な
い

事
態

の
発

⽣

■
 ⾃

主
防

災
組

織
の

結
成

率
総

務
課

〇
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

2
1
「
地

域
で

行
う

防
災

訓
練

へ
参

加
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
」
：
「
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

」
が

5
3
.8

％
（
3
0
6
名

）
で

最
も

多
く

、
「
訓

練
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

は
知

っ
て

い
た

が
、

参
加

し
た

こ
と

は
な

い
」
が

2
0
.9

％
（
1
1
9
名

）
、

「
訓

練
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

ら
な

か
っ

た
」
が

1
5
.1

％
（
8
6
名

）
で

あ
り

、
参

加
者

は
多

く
、

訓
練

へ
の

参
加

者
を

増
や

す
必

要
が

あ
る

。
「
《
問

２
》
あ

な
た

の
年

齢
×

《
問

２
２

》
　

防
災

訓
練

へ
ど

の
程

度
参

加
し

ま
し

た
か

」
：
防

災
訓

練
へ

の
参

加
程

度
に

つ
い

て
は

、
年

２
回

が
3
0
歳

代
、

年
1
回

が
6
0
歳

—
6
9
歳

に
多

い
と

回
答

が
あ

ま
し

た
。

参
加

し
て

い
な

い
が

、
1
6
歳

代
、

2
0
歳

、
3
0
歳

代
に

多
く

み
ら

れ
る

。
継

続
的

な
自

助
、

共
助

の
観

点
か

ら
若

い
世

代
へ

継
承

す
る

取
り

組
み

が
必

要
。

〇
公

助
の

手
が

回
ら

な
い

こ
と

も
想

定
し

、
消

防
団

や
自

主
防

災
組

織
等

の
充

実
強

化
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
地

区
防

災
計

画
制

度
の

普
及

・
啓

発
等

に
よ

り
、

住
民

や
企

業
等

の
自

発
的

な
防

災
活

動
に

関
す

る
計

画
策

定
を

促
す

必
要

が
あ

る
。

○
被

害
を

最
小

限
度

に
抑

え
る

た
め

排
水

ポ
ン

プ
車

を
導

入
し

、
浸

水
被

害
の

低
減

と
被

災
地

区
の

早
期

復
旧

を
図

る
。

建
設

業
組

合
と

連
携

し
た

体
制

を
構

築
し

、
定

期
的

な
訓

練
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

浸
水

被
害

発
生

の
状

況
を

踏
ま

え
、

必
要

が
あ

る
場

合
は

新
た

な
排

水
設

備
等

の
設

置
を

検
討

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

〇
消

防
団

や
自

主
防

災
組

織
等

の
充

実
強

化
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
地

区
防

災
計

画
制

度
の

普
及

・
啓

発
等

に
よ

り
、

住
民

や
企

業
等

の
自

発
的

な
防

災
活

動
に

関
す

る
計

画
策

定
を

促
進

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

■
 避

難
訓

練
の

実
施

デ
ー

タ
無

し
〇

避
難

所
開

設
を

想
定

し
、

官
民

連
携

し
、

物
資

供
給

や
、

衛
生

面
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

維
持

の
た

め
、

年
数

回
の

避
難

所
運

営
体

制
検

討
会

の
実

施
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
地

区
代

表
）

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

■
 災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィア

コ
ー

デ
ィネ

ー
タ

ー
養

成
講

座
の

修
了

者
数

総
務

課

〇
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

2
0
「
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
へ

参
加

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

」
：
「
参

加
し

た
こ

と
は

な
い

」
が

6
4
.3

％
（
3
6
6
名

）
で

最
も

多
く

、
「
こ

れ
ま

で
に

参
加

し
た

こ
と

が
あ

る
」
が

1
7
.9

％
（
1
0
2
名

）
、

「
参

加
し

た
こ

と
は

な
い

が
、

機
会

が
あ

れ
ば

参
加

し
た

い
」
が

1
2
.1

％
（
6
9
名

）
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

へ
の

関
心

は
高

く
な

い
。

「
《
問

２
》
あ

な
た

の
年

齢
×

《
問

２
０

》
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
へ

参
加

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

」
：
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
へ

参
加

し
た

こ
と

に
つ

い
て

、
3
0
歳

代
、

4
0
歳

代
、

5
0
歳

代
に

参
加

の
実

績
が

あ
る

と
回

答
が

あ
り

、
2
0
歳

代
、

4
0
歳

代
、

5
0
歳

代
に

参
加

の
意

識
が

あ
る

と
回

答

〇
町

内
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
数

、
登

録
者

数
・
・
・
デ

ー
タ

無
し

〇
災

害
時

に
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

直
ち

に
活

動
で

き
る

よ
う

、
ス

キ
ル

を
維

持
す

る
対

策
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

〇
大

規
模

災
害

時
の

被
災

者
支

援
に

お
い

て
、

他
地

域
等

か
ら

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

が
大

き
な

役
割

を
果

た
す

こ
と

か
ら

、
災

害
発

生
後

速
や

か
に

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

必
要

と
す

る
村

民
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
入

体
制

を
整

え
る

必
要

が
あ

る
。

〇
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
と

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
意

識
が

1
6
歳

代
、

6
0
〜

6
4

歳
に

低
い

。
自

助
、

共
助

の
観

点
か

ら
、

防
災

訓
練

や
当

番
制

な
ど

の
取

組
が

求
め

ら
れ

、
普

段
か

ら
出

前
講

座
等

実
施

し
啓

蒙
・
普

及
を

実
施

す
る

。

○
被

害
を

最
小

限
度

に
抑

え
る

た
め

排
水

ポ
ン

プ
車

を
導

入
し

、
浸

水
被

害
の

低
減

と
被

災
地

区
の

早
期

復
旧

を
図

る
。

建
設

業
組

合
と

連
携

し
た

体
制

を
構

築
し

、
定

期
的

な
訓

練
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

浸
水

被
害

発
生

の
状

況
を

踏
ま

え
、

必
要

が
あ

る
場

合
は

新
た

な
排

水
設

備
等

の
設

置
を

検
討

す
る

。

〇
災

害
時

に
お

け
る

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

の
設

置
と

運
営

の
協

力
に

関
し

て
社

会
福

祉
協

議
会

と
連

携
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

求
め

ら
れ

て
い

る
活

動
内

容
の

全
庁

的
な

情
報

集
約

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

必
要

な
物

資
調

達
の

体
制

を
整

え
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

急
が

な
い

期
間

設
定

は
困

難

実
施

で
き

て
い

な
い

ど
ち

ら
と

も
⾔

え
な

い
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緊
急
性

実
現

性
実

施
状

況
重

要
度

5
段

階
評

価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参

考
）
第
６
次
総

合
計

画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

５
　

流
通

・経
済

活
動

を
停

滞
さ

せ
な

い
こ

と
５

－
１

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
⼨

断
等

に
伴

う
、

企
業

の
⽣

産
⼒

低
下

に
よ

る
経

済
活

動
の

⿇
痺

■ 
中

⼩
企

業
の

事
業

継
続

計
画

 の
策

定
割

合
 

振
興

課

〇
中

小
企

業
の

自
然

災
害

に
対

す
る

事
前

対
策

防
災

・
減

災
対

策
を

促
進

す
る

た
め

令
和

元
年

7
月

1
6
日

に
施

行
さ

れ
た

「
中

小
企

業
の

事
業

活
動

の
継

続
に

資
す

る
た

め
の

中
小

企
業

等
経

営
強

化
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
」
中

小
企

業
強

靱
化

法
に

基
づ

い
た

事
業

継
続

力
強

化
計

画
に

つ
い

て
、

関
係

団
体

と
連

携
し

な
が

ら
策

定
を

促
す

仕
組

み
を

検
討

し
、

中
小

企
業

の
事

業
継

続
力

の
強

化
を

支
援

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

○
国

や
県

、
商

工
会

議
所

等
の

関
係

団
体

、
民

間
保

険
会

社
等

と
連

携
し

な
が

ら
、

中
小

企
業

強
靱

化
法

に
基

づ
く

事
業

継
続

力
強

化
計

画
や

Ｂ
Ｃ

Ｐ
の

普
及

啓
発

及
び

策
定

支
援

に
取

り
組

み
、

中
小

企
業

の
防

災
力

強
化

を
促

進
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

）

急
が

な
い

期
間

設
定

は
困

難

実
施

で
き

て
い

な
い

ど
ち

ら
と

も
⾔

え
な

い

■ 
道

路
啓

開
計

画
策

定
振

興
課

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

○
イ

ン
フ

ラ
施

設
の

機
能

保
全

と
強

化
の

た
め

、
橋

梁
、

舗
装

、
横

断
歩

道
橋

及
び

道
路

附
属

物
等

の
個

別
施

設
計

画
を

運
用

し
続

け
、

必
要

に
応

じ
ト

ン
ネ

ル
な

ど
に

よ
り

、
新

設
の

ル
ー

ト
設

定
の

検
討

が
必

要
が

あ
る

。

○
狭

あ
い

道
路

の
拡

幅
整

備
―

村
内

に
は

4
m

に
満

た
な

い
道

路
(狭

あ
い

な
道

路
)が

多
数

あ
り

、
安

全
な

住
宅

地
の

形
成

、
災

害
時

に
お

け
る

避
難

、
救

助
に

支
障

を
き

た
す

恐
れ

が
あ

る
。

○
災

害
に

強
い

路
網

整
備

の
推

進
―

災
害

時
の

避
難

や
救

援
等

に
備

え
た

林
道

の
整

備
や

林
道

施
設

の
長

寿
命

化
に

よ
り

、
災

害
に

強
い

交
通

網
を

整
備

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
造

林
・
間

伐
等

の
森

林
整

備
を

効
果

的
に

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

山
地

災
害

の
防

止
や

水
源

の
涵

養
な

ど
、

森
林

の
公

益
的

機
能

の
維

持
・
増

進
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
ト

ン
ネ

ル
・
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
県

、
国

）

〇
緊

急
輸

送
道

路
を

は
じ

め
と

す
る

道
路

の
定

期
点

検
や

結
果

に
基

づ
く

措
置

と
耐

震
補

強
や

改
良

な
ど

、
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

保
全

と
コ

ス
ト

縮
減

を
含

む
効

率
的

な
新

技
術

を
適

宜
採

用
推

進
す

る
。

〇
安

全
で

災
害

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

た
め

、
狭

あ
い

道
路

の
拡

幅
整

備
等

の
事

業
を

推
進

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

○
災

害
時

の
避

難
や

救
援

等
に

備
え

た
林

道
の

整
備

や
林

道
施

設
の

長
寿

命
化

に
よ

り
、

災
害

に
強

い
交

通
網

を
整

備
す

る
。

ま
た

、
造

林
・
間

伐
等

の
森

林
整

備
を

効
果

的
に

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

山
地

災
害

の
防

止
や

水
源

の
涵

養
な

ど
、

森
林

の
公

益
的

機
能

の
維

持
・
増

進
を

図
る

。
（
実

施
主

体
：
村

、
県

）

（
５

）
道

路
・
交

通
網

現
状

・
課

題
P

7
9

・
地

域
の

要
望

や
整

備
の

優
先

順
位

を
検

討
し

計
画

的
に

新
設

や
改

修
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

馬
越

峠
ト

ン
ネ

ル
化

に
つ

い
て

は
、

緊
急

輸
送

路
に

指
定

さ
れ

た
道

路
で

あ
り

、
災

害
時

の
「
命

の
道

」
と

し
て

、
そ

の
実

現
が

待
た

れ
て

い
ま

す
。

今
後

も
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

強
く

長
野

県
へ

の
要

望
を

続
け

て
い

き
ま

す
。

P
7
9

施
策

1
 主

要
道

路
の

整
備

促
進

・
村

道
栗

生
坂

線
、

村
道

立
原

東
線

の
舗

装
修

繕
を

図
り

ま
す

。
・
そ

の
他

、
村

道
、

農
道

、
林

道
の

現
況

を
把

握
し

、
適

切
な

維
持

修
繕

を
進

め
ま

す
。

P
8
0

施
策

６
　

国
や

県
、

関
係

市
町

村
へ

の
要

望
の

継
続

実
施

・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

通
年

通
行

の
実

現
を

県
に

要
請

し
ま

す
。

・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

馬
越

峠
ト

ン
ネ

ル
化

に
つ

い
て

、
強

く
長

野
県

へ
の

要
望

を
続

け
る

と
と

も
に

、
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

よ
り

効
果

的
な

活
用

の
検

証
を

進
め

ま
す

。

す
ぐ

に
着

⼿
す

べ
き

短
期

（
１

〜
２

年
程

度
）

で
実

現
可

能

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

５
－

２
　

バ
ス

等
の

基
幹

的
交

通
ネ

ット
ワ

ー
ク

の
機

能
停

⽌

■ 
緊

急
輸

送
道

路
の

整
備

率
振

興
課

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

○
イ

ン
フ

ラ
施

設
の

機
能

保
全

と
強

化
の

た
め

、
橋

梁
、

舗
装

、
横

断
歩

道
橋

及
び

道
路

附
属

物
等

の
個

別
施

設
計

画
を

運
用

し
続

け
、

必
要

に
応

じ
ト

ン
ネ

ル
な

ど
に

よ
り

、
新

設
の

ル
ー

ト
設

定
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

○
狭

あ
い

道
路

の
拡

幅
整

備
―

村
内

に
は

4
m

に
満

た
な

い
道

路
(狭

あ
い

な
道

路
)が

多
数

あ
り

、
安

全
な

住
宅

地
の

形
成

、
災

害
時

に
お

け
る

避
難

、
救

助
に

支
障

を
き

た
す

恐
れ

が
あ

る
。

○
災

害
に

強
い

路
網

整
備

の
推

進
―

○
災

害
時

の
避

難
や

救
援

等
に

備
え

た
林

道
の

整
備

や
林

道
施

設
の

長
寿

命
化

に
よ

り
、

災
害

に
強

い
交

通
網

を
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

造
林

・
間

伐
等

の
森

林
整

備
を

効
果

的
に

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

山
地

災
害

の
防

止
や

水
源

の
涵

養
な

ど
、

森
林

の
公

益
的

機
能

の
維

持
・
増

進
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
ト

ン
ネ

ル
・
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
県

、
国

）

〇
緊

急
輸

送
道

路
を

は
じ

め
と

す
る

道
路

の
定

期
点

検
や

結
果

に
基

づ
く

措
置

と
耐

震
補

強
や

改
良

な
ど

、
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

保
全

と
コ

ス
ト

縮
減

を
含

む
効

率
的

な
新

技
術

を
適

宜
採

用
推

進
す

る
。

〇
安

全
で

災
害

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

た
め

、
狭

あ
い

道
路

の
拡

幅
整

備
等

の
事

業
を

推
進

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

○
災

害
時

の
避

難
や

救
援

等
に

備
え

た
林

道
の

整
備

や
林

道
施

設
の

長
寿

命
化

に
よ

り
、

災
害

に
強

い
交

通
網

を
整

備
す

る
。

ま
た

、
造

林
・
間

伐
等

の
森

林
整

備
を

効
果

的
に

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

山
地

災
害

の
防

止
や

水
源

の
涵

養
な

ど
、

森
林

の
公

益
的

機
能

の
維

持
・
増

進
を

図
る

。
（
実

施
主

体
：
村

、
県

）

（
５

）
道

路
・
交

通
網

現
状

・
課

題
P

7
9

・
地

域
の

要
望

や
整

備
の

優
先

順
位

を
検

討
し

計
画

的
に

新
設

や
改

修
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

馬
越

峠
ト

ン
ネ

ル
化

に
つ

い
て

は
、

緊
急

輸
送

路
に

指
定

さ
れ

た
道

路
で

あ
り

、
災

害
時

の
「
命

の
道

」
と

し
て

、
そ

の
実

現
が

待
た

れ
て

い
ま

す
。

今
後

も
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

強
く

長
野

県
へ

の
要

望
を

続
け

て
い

き
ま

す
。

P
7
9

施
策

1
 主

要
道

路
の

整
備

促
進

・
村

道
栗

生
坂

線
、

村
道

立
原

東
線

の
舗

装
修

繕
を

図
り

ま
す

。
・
そ

の
他

、
村

道
、

農
道

、
林

道
の

現
況

を
把

握
し

、
適

切
な

維
持

修
繕

を
進

め
ま

す
。

P
8
0

施
策

６
　

国
や

県
、

関
係

市
町

村
へ

の
要

望
の

継
続

実
施

・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

通
年

通
行

の
実

現
を

県
に

要
請

し
ま

す
。

・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

馬
越

峠
ト

ン
ネ

ル
化

に
つ

い
て

、
強

く
長

野
県

へ
の

要
望

を
続

け
る

と
と

も
に

、
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

よ
り

効
果

的
な

活
用

の
検

証
を

進
め

ま
す

。

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

■ 
適

切
な

維
持

管
理

・補
修

を
要

す
る

橋
梁

の
整

備
率

振
興

課

〇
村

内
の

長
寿

命
化

の
取

組
み

（
１

１
橋

）
の

実
施

。
（
南

相
木

村
 橋

梁
長

寿
命

化
修

繕
計

画
（
H

2
8
.3

）
）

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
（
実

施
主

体
：
県

、
村

）

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
県

、
国

）

（
５

）
道

路
・
交

通
網

現
状

・
課

題
P

7
9

村
道

・
農

林
道

・
橋

が
計

画
的

に
整

備
・
維

持
管

理
さ

れ
た

、
安

全
で

快
適

な
道

路
環

境
の

村

橋
梁

に
つ

い
て

は
、

橋
梁

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
き

橋
梁

の
補

修
修

繕
を

行
な

っ
て

い
ま

す
。

今
後

も
計

画
的

な
維

持
管

理
が

必
要

で
す

。

施
策

２
　

橋
梁

長
寿

命
化

の
推

進
・
橋

梁
の

効
率

的
、

効
果

的
な

維
持

管
理

の
た

め
、

長
寿

命
化

の
取

り
組

み
を

継
続

し
て

推
進

し
ま

す
。

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る
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緊
急
性

実
現

性
実

施
状

況
重

要
度

5
段

階
評

価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参

考
）
第
６
次
総

合
計

画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

■ 
障

害
物

除
去

等
応

援
対

策
業

務
に関

する
協

定
数

振
興

課

〇
大

規
模

災
害

時
に

は
大

量
の

災
害

廃
棄

物
が

発
生

す
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

の
処

理
を

適
正

か
つ

円
滑

・迅
速

に
行

う
た

め
の

平
時

の
備

え
及

び
発

災
直

後
か

ら
の

必
要

事
項

を
ま

と
め

た
災

害
廃

棄
物

処
理

計
画

を
策

定
し

、
処

理
の

実
効

性
向

上
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

〇
災

害
廃

棄
物

の
処

理
を

適
正

か
つ

円
滑

・迅
速

に
行

う
た

め
の

平
時

の
備

え
及

び
発

災
直

後
か

ら
の

必
要

事
項

を
ま

と
め

た
災

害
廃

棄
物

処
理

計
画

を
策

定
し

、
継

続
的

に
見

直
し

、
処

理
の

実
効

性
向

上
に

努
め

る
。

（実
施

主
体

：村
）

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
な

い

重
要

で
あ

る

５
－

３
　⾷

料
・飲

料
⽔

等
の

安
定

供
給

の
停

滞

■ 
道

路
啓

開
計

画
策

定
振

興
課

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・架
け

替
え

・耐
震

補
強

等
の

実
施

、
道

路
斜

面
の

安
全

対
策

、
無

電
柱

化
の

推
進

な
ど

、
道

路
等

の
災

害
対

応
力

を
強

化
す

る
と

と
も

に
発

災
後

の
迅

速
な

輸
送

経
路

啓
開

に
向

け
て

、
関

係
機

関
と

の
連

携
体

制
を

構
築

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

○
イ

ン
フ

ラ
施

設
の

機
能

保
全

と
強

化
の

た
め

、
橋

梁
、

舗
装

、
横

断
歩

道
橋

及
び

道
路

附
属

物
等

の
個

別
施

設
計

画
を

運
用

し
続

け
、

必
要

に
応

じ
ト

ン
ネ

ル
な

ど
に

よ
り

、
新

設
の

ル
ー

ト
設

定
の

検
討

が
必

要
が

あ
る

。

○
狭

あ
い

道
路

の
拡

幅
整

備
―

村
内

に
は

4m
に

満
た

な
い

道
路

(狭
あ

い
な

道
路

)が
多

数
あ

り
、

安
全

な
住

宅
地

の
形

成
、

災
害

時
に

お
け

る
避

難
、

救
助

に
支

障
を

き
た

す
恐

れ
が

あ
る

。

○
災

害
に

強
い

路
網

整
備

の
推

進
―

災
害

時
の

避
難

や
救

援
等

に
備

え
た

林
道

の
整

備
や

林
道

施
設

の
長

寿
命

化
に

よ
り

、
災

害
に

強
い

交
通

網
を

整
備

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
造

林
・間

伐
等

の
森

林
整

備
を

効
果

的
に

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

山
地

災
害

の
防

止
や

水
源

の
涵

養
な

ど
、

森
林

の
公

益
的

機
能

の
維

持
・増

進
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
ト

ン
ネ

ル
・橋

梁
の

新
設

・架
け

替
え

・耐
震

補
強

等
の

実
施

、
道

路
斜

面
の

安
全

対
策

、
無

電
柱

化
の

推
進

な
ど

、
道

路
等

の
災

害
対

応
力

を
強

化
す

る
と

と
も

に
発

災
後

の
迅

速
な

輸
送

経
路

啓
開

に
向

け
て

、
関

係
機

関
と

の
連

携
体

制
を

構
築

す
る

。
（実

施
主

体
：村

、
県

、
国

）

〇
緊

急
輸

送
道

路
を

は
じ

め
と

す
る

道
路

の
定

期
点

検
や

結
果

に
基

づ
く

措
置

と
耐

震
補

強
や

改
良

な
ど

、
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

保
全

と
ス

ト
縮

減
を

含
む

効
率

的
な

新
技

術
を

適
宜

採
用

推
進

す
る

。

〇
安

全
で

災
害

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

た
め

、
狭

あ
い

道
路

の
拡

幅
整

備
等

の
事

業
を

推
進

す
る

。
（実

施
主

体
：村

）

○
災

害
時

の
避

難
や

救
援

等
に

備
え

た
林

道
の

整
備

や
林

道
施

設
の

長
寿

命
化

に
よ

り
、

災
害

に
強

い
交

通
網

を
整

備
す

る
。

ま
た

、
造

林
・間

伐
等

の
森

林
整

備
を

効
果

的
に

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

山
地

災
害

の
防

止
や

水
源

の
涵

養
な

ど
、

森
林

の
公

益
的

機
能

の
維

持
・増

進
を

図
る

。
（実

施
主

体
：村

、
県

）

（５
）道

路
・交

通
網

現
状

・課
題

P
79

・地
域

の
要

望
や

整
備

の
優

先
順

位
を

検
討

し
計

画
的

に
新

設
や

改
修

を
進

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・主
要

地
方

道
川

上
佐

久
線

の
馬

越
峠

ト
ン

ネ
ル

化
に

つ
い

て
は

、
緊

急
輸

送
路

に
指

定
さ

れ
た

道
路

で
あ

り
、

災
害

時
の

「命
の

道
」と

し
て

、
そ

の
実

現
が

待
た

れ
て

い
ま

す
。

今
後

も
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

強
く

長
野

県
へ

の
要

望
を

続
け

て
い

ま
す

。
P

79
施

策
1 

主
要

道
路

の
整

備
促

進
・村

道
栗

生
坂

線
、

村
道

立
原

東
線

の
舗

装
修

繕
を

図
り

ま
す

。
・そ

の
他

、
村

道
、

農
道

、
林

道
の

現
況

を
把

握
し

、
適

切
な

維
持

修
繕

を
進

め
ま

す
。

P
80

施
策

６
　

国
や

県
、

関
係

市
町

村
へ

の
要

望
の

継
続

実
施

・主
要

地
方

道
川

上
佐

久
線

の
通

年
通

行
の

実
現

を
県

に
要

請
し

ま
す

。
・主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

馬
越

峠
ト

ン
ネ

ル
化

に
つ

い
て

、
強

く
長

野
県

へ
の

要
望

を
続

け
る

と
と

も
に

、
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

よ
り

効
果

的
な

活
用

の
検

証
を

進
め

ま
す

。

す
ぐ

に
着

⼿
す

べ
き

短
期

（
１

〜
２

年
程

度
）

で
実

現
可

能

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る
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緊
急
性

実
現

性
実

施
状

況
重

要
度

5
段

階
評

価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参

考
）
第
６
次
総

合
計

画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

６
　

⼆
次

的
な

被
害

を
発

⽣
さ

せ
な

い
こ

と
６

－
１

⼟
⽯

流
、

地
す

べ
り

な
ど

⼟
砂

災
害

に
よ

る
⼆

次
災

害
の

発
⽣

■
 道

路
啓

開
計

画
策

定
振

興
課

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発

災
後

の
迅

速
な

輸
送

経
路

啓
開

に
向

け
て

、
関

係
機

関
と

の
連

携
体

制
を

構
築

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

○
イ

ン
フ

ラ
施

設
の

機
能

保
全

と
強

化
の

た
め

、
橋

梁
、

舗
装

、
横

断
歩

道
橋

及
び

道
路

附
属

物
等

の
個

別
施

設
計

画
を

運
用

し
続

け
、

必
要

に
応

じ
ト

ン
ネ

ル
な

ど
に

よ
り

、
新

設
の

ル
ー

ト
設

定
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

○
狭

あ
い

道
路

の
拡

幅
整

備
―

村
内

に
は

4
m

に
満

た
な

い
道

路
(狭

あ
い

な
道

路
)が

多
数

あ
り

、
安

全
な

住
宅

地
の

形
成

、
災

害
時

に
お

け
る

避
難

、
救

助
に

支
障

を
き

た
す

恐
れ

が
あ

る
。

○
災

害
に

強
い

路
網

整
備

の
推

進
―

○
災

害
時

の
避

難
や

救
援

等
に

備
え

た
林

道
の

整
備

や
林

道
施

設
の

長
寿

命
化

に
よ

り
、

災
害

に
強

い
交

通
網

を
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

造
林

・
間

伐
等

の
森

林
整

備
を

効
果

的
に

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

山
地

災
害

の
防

止
や

水
源

の
涵

養

な
ど

、
森

林
の

公
益

的
機

能
の

維
持

・
増

進
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

〇
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

支
援

物
資

輸
送

の
維

持
又

は
早

期
復

旧
の

た
め

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
ト

ン
ネ

ル
・
橋

梁
の

新
設

・
架

け
替

え
・
耐

震
補

強
等

の
実

施
、

道
路

斜
面

の
安

全
対

策
、

無
電

柱
化

の
推

進
な

ど
、

道
路

等
の

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に

発
災

後
の

迅
速

な
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
県

、
国

）

〇
緊

急
輸

送
道

路
を

は
じ

め
と

す
る

道
路

の
定

期
点

検
や

結
果

に
基

づ
く

措
置

と
耐

震
補

強
や

改
良

な
ど

、
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

保
全

と
コ

ス
ト

縮
減

を
含

む
効

率
的

な
新

技
術

を
適

宜
採

用
推

進
す

る
。

〇
安

全
で

災
害

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

た
め

、
狭

あ
い

道
路

の
拡

幅
整

備
等

の
事

業
を

推
進

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

○
災

害
時

の
避

難
や

救
援

等
に

備
え

た
林

道
の

整
備

や
林

道
施

設
の

長
寿

命
化

に
よ

り
、

災
害

に
強

い
交

通
網

を
整

備
す

る
。

ま
た

、
造

林
・
間

伐
等

の
森

林
整

備
を

効
果

的
に

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

山
地

災
害

の
防

止
や

水
源

の
涵

養
な

ど
、

森
林

の
公

益
的

機
能

の
維

持
・
増

進
を

図
る

。

（
実

施
主

体
：
村

、
県

）

（
５

）
道

路
・
交

通
網

現
状

・
課

題
P

7
9

・
地

域
の

要
望

や
整

備
の

優
先

順
位

を
検

討
し

計
画

的
に

新
設

や
改

修

を
進

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

馬
越

峠
ト

ン
ネ

ル
化

に
つ

い
て

は
、

緊
急

輸
送

路
に

指
定

さ
れ

た
道

路
で

あ
り

、
災

害
時

の
「
命

の
道

」
と

し
て

、
そ

の
実

現
が

待
た

れ
て

い
ま

す
。

今
後

も
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

強
く

長
野

県
へ

の
要

望
を

続
け

て
い

き
ま

す
。

P
7
9

施
策

1
 主

要
道

路
の

整
備

促
進

・
村

道
栗

生
坂

線
、

村
道

立
原

東
線

の
舗

装
修

繕
を

図
り

ま
す

。
・
そ

の
他

、
村

道
、

農
道

、
林

道
の

現
況

を
把

握
し

、
適

切
な

維
持

修
繕

を
進

め
ま

す
。

P
8
0

施
策

６
　

国
や

県
、

関
係

市
町

村
へ

の
要

望
の

継
続

実
施

・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

通
年

通
行

の
実

現
を

県
に

要
請

し
ま

す
。

・
主

要
地

方
道

川
上

佐
久

線
の

馬
越

峠
ト

ン
ネ

ル
化

に
つ

い
て

、
強

く
長

野
県

へ
の

要
望

を
続

け
る

と
と

も
に

、
周

辺
町

村
と

の
連

携
を

強
化

し
、

よ
り

効
果

的
な

活
用

の
検

証
を

進
め

ま
す

。

す
ぐ

に
着

⼿
す

べ
き

短
期

（
１

〜
２

年
程

度
）

で
実

現
可

能

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

■
 ハ

ザ
ー

ド
マ

ップ
へ

の
理

解
、
認

識
総

務
課

○
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

1
2
「
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
知

っ
て

い
ま

す
か

。
見

た
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
」
：
「
見

た
こ

と
が

あ
り

内
容

も
理

解
し

て
い

る
」
が

3
4
.1

％
（
1
9
4
名

）
で

最
も

多
く

、
「
見

た
こ

と
が

あ
る

が
、

内
容

は
わ

か
ら

な
い

」
が

3
0
.4

％
（
1
7
3
名

）
、

「
知

ら
な

い
」
が

1
6
.3

％
（
9
3
名

）
、

「
あ

る
こ

と
は

知
っ

て
い

る
が

､
見

た
こ

と
は

な
い

」
が

1
3
.5

％
（
7
7
名

）
と

全
体

に
関

心
が

低
い

。
［
《
問

２
》
あ

な
た

の
年

齢
×

《
問

１
２

》
南

相
木

村
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

知
っ

て
い

ま
す

か
］
：
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
つ

い
て

、
4
0
歳

〜
6
0
歳

代
に

か
け

て
4
割

強
の

方
が

良
く

認
知

し
て

い
ま

す
が

、
4
0
歳

未
満

の
若

い
方

々
は

見
た

こ
と

が
無

い
、

知
ら

な
い

と
ほ

と
ん

ど
認

知
さ

れ
て

い
な

い
様

で
す

。

○
近

年
頻

発
す

る
想

定
を

超
え

る
降

雨
や

局
地

的
豪

雨
を

踏
ま

え
、

洪
水

時
に

お
け

る
村

民
の

迅
速

か
つ

円
滑

な
避

難
に

役
立

つ
よ

う
、

浸
水

想
定

区
域

や
避

難
に

関
す

る
情

報
を

記
載

し
た

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

し
、

普
及

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
洪

水
時

の
浸

水
想

定
区

域
や

避
難

に
関

す
る

情
報

を
予

め
住

民
に

周
知

す
る

た
め

の
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
し

、
村

民
や

転
入

者
等

に
配

布
す

る
。

ま
た

、
パ

ネ
ル

展
示

会
や

出
前

講
座

等
で

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

普
及

促
進

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
1
 平

成
2
2
（
2
0
1
0
）
年

度
に

地
域

防
災

計
画

・
防

災
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
作

成
さ

れ
ま

し
た

。
地

形
的

な
特

徴
か

ら
災

害
危

険
箇

所
が

多
い

本
村

で
は

、
防

災
計

画
に

基
づ

い
た

災
害

等
へ

の
対

応
と

地
域

住
民

へ
の

注
意

喚
起

が
必

要
で

す
。

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

６
－

２
　

ダ
ム

等
の

損
壊

・機
能

不
全

に
よ

る
⼆

次
災

害
の

発
⽣

■
 防

災
施

設
維

持
管

理
マ

ニ
ュ
ア

ル
の

策
定

状
況

総
務

課
デ

ー
タ

無
し

〇
防

災
施

設
の

維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

策
定

す
る

。

（
実

施
主

体
：
村

）

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

短
期

（
１

〜
２

年
程

度
）

で
実

現
可

能

実
施

で
き

て
い

な
い

や
や

重
要

で
あ

る

■
 土

石
流

、
地

す
べ

り
、

急
傾

斜
の

基
礎

調
査

の
実

施
率

振
興

課
デ

ー
タ

無
し

〇
 砂

防
、

治
山

、
地

す
べ

り
、

急
傾

斜
調

査
を

更
新

す
る

。
（
実

施
主

体
：

県
）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
1

平
成

2
2
（
2
0
1
0
）
年

度
に

地
域

防
災

計
画

・
防

災
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
作

成
さ

れ
ま

し
た

。
地

形
的

な
特

徴
か

ら
災

害
危

険
箇

所
が

多
い

本
村

で
は

、
防

災
計

画
に

基
づ

い
た

災
害

等
へ

の
対

応
と

地
域

住
民

へ
の

注
意

喚
起

が
必

要
で

す
。

す
ぐ

に
着

⼿
す

べ
き

短
期

（
１

〜
２

年
程

度
）

で
実

現
可

能

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る
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緊
急
性

実
現

性
実

施
状

況
重

要
度

5
段

階
評

価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参

考
）
第
６
次
総

合
計

画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）


 ハ

ザ
ー

ド
マ

ップ
へ

の
理

解
、認

識
総

務
課

○
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

1
2
「
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
知

っ
て

い
ま

す
か

。
見

た
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
」
：
「
見

た
こ

と
が

あ
り

内
容

も
理

解
し

て
い

る
」
が

3
4
.1

％
（
1
9
4
名

）
で

最
も

多
く

、
「
見

た
こ

と
が

あ
る

が
、

内
容

は
わ

か
ら

な
い

」
が

3
0
.4

％
（
1
7
3
名

）
、

「
知

ら
な

い
」
が

1
6
.3

％
（
9
3
名

）
、

「
あ

る
こ

と
は

知
っ

て
い

る
が

､
見

た
こ

と
は

な
い

」
が

1
3
.5

％
（
7
7
名

）
と

全
体

に
関

心
が

低
い

。
［
《
問

２
》
あ

な
た

の
年

齢
×

《
問

１
２

》
南

相
木

村
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

知
っ

て
い

ま
す

か
］
：
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
つ

い
て

、
4
0
歳

〜
6
0
歳

代
に

か
け

て
4
割

強
の

方
が

良
く

認
知

し
て

い
ま

す
が

、
4
0
歳

未
満

の
若

い
方

々
は

見
た

こ
と

が
無

い
、

知
ら

な
い

と
ほ

と
ん

ど
認

知
さ

れ
て

い
な

い
様

で
す

。

○
近

年
頻

発
す

る
想

定
を

超
え

る
降

雨
や

局
地

的
豪

雨
を

踏
ま

え
、

洪
水

時
に

お
け

る
村

民
の

迅
速

か
つ

円
滑

な
避

難
に

役
立

つ
よ

う
、

浸
水

想
定

区
域

や
避

難
に

関
す

る
情

報
を

記
載

し
た

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

し
、

普
及

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
洪

水
時

の
浸

水
想

定
区

域
や

避
難

に
関

す
る

情
報

を
予

め
住

民
に

周
知

す
る

た
め

の
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
し

、
村

民
や

転
入

者
等

に
配

布
す

る
。

ま
た

、
パ

ネ
ル

展
示

会
や

出
前

講
座

等
で

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

普
及

促
進

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

8
8
 現

状
・
課

題
地

域
防

災
計

画
・
防

災
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
平

成
2
2
年

度
に

作
成

さ
れ

ま
し

た
。

地
形

的
な

特
徴

か
ら

災
害

危
険

箇
所

が
多

い
本

村
で

は
、

防
災

計
画

に
も

と
づ

い
た

災
害

等
へ

の
対

応
が

必
要

で
す

。

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

６
－

３
　有

害
物

質
の

⼤
規

模
拡

散
･流

出


 
救

助
⼯

作
⾞

及
び

避
難

誘
導

に
活

⽤
で

き
る

消
防

⾞
両

の
配

備
数

総
務

課
デ

ー
タ

無
し

〇
救

助
工

作
車

及
び

避
難

誘
導

に
活

用
で

き
る

消
防

車
両

を
配

備
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

）
急

が
な

い
期

間
設

定
は

困
難

実
施

で
き

て
い

な
い

あ
ま

り
重

要
で

な
い

■ 
流

出
防

⽌
機

能
付

農
業

⽤
タ

ン
ク

の
設

置
数

振
興

課
○

有
害

物
質

を
取

り
扱

う
施

設
に

つ
い

て
は

、
法

令
に

則
っ

た
設

置
者

の
適

正
な

維
持

管
理

の
徹

底
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

○
有

害
物

質
を

取
り

扱
う

施
設

に
つ

い
て

は
、

法
令

に
則

っ
た

設
置

者
の

適
正

な
維

持
管

理
の

徹
底

を
図

る
。

（
実

施
主

体
：
村

,民
間

）
急

が
な

い
期

間
設

定
は

困
難

実
施

で
き

て
い

な
い

あ
ま

り
重

要
で

な
い

■ 
有

害
物

質
の

情
報

把
握

実
施

住
民

課
○

有
害

物
質

を
取

り
扱

う
施

設
に

つ
い

て
は

、
法

令
に

則
っ

た
設

置
者

の
適

正
な

維
持

管
理

の
徹

底
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

○
有

害
物

質
を

取
り

扱
う

施
設

に
つ

い
て

は
、

法
令

に
則

っ
た

設
置

者
の

適
正

な
維

持
管

理
の

徹
底

を
図

る
。

（
実

施
主

体
：
村

,民
間

）

必
要

性
が

低
い

期
間

設
定

は
困

難

実
施

で
き

て
い

な
い

あ
ま

り
重

要
で

な
い

６
－

４
　農

地
・森

林
等

の
荒

廃

■ 
⼟

砂
災

害
警

戒
区

域
等

の
指

定
・周

知
総

務
課

○
【
ア

ン
ケ

ー
ト

】
問

1
2
「
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
知

っ
て

い
ま

す
か

。
見

た
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
」
：
「
見

た
こ

と
が

あ
り

内
容

も
理

解
し

て
い

る
」
が

3
4
.1

％
（
1
9
4
名

）
で

最
も

多
く

、
「
見

た
こ

と
が

あ
る

が
、

内
容

は
わ

か
ら

な
い

」
が

3
0
.4

％
（
1
7
3
名

）
、

「
知

ら
な

い
」
が

1
6
.3

％
（
9
3
名

）
、

「
あ

る
こ

と
は

知
っ

て
い

る
が

､
見

た
こ

と
は

な
い

」
が

1
3
.5

％
（
7
7
名

）
と

全
体

に
関

心
が

低
い

。
［
《
問

２
》
あ

な
た

の
年

齢
×

《
問

１
２

》
南

相
木

村
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

知
っ

て
い

ま
す

か
］
：
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
つ

い
て

、
4
0
歳

〜
6
0
歳

代
に

か
け

て
4
割

強
の

方
が

良
く

認
知

し
て

い
ま

す
が

、
4
0
歳

未
満

の
若

い
方

々
は

見
た

こ
と

が
無

い
、

知
ら

な
い

と
ほ

と
ん

ど
認

知
さ

れ
て

い
な

い
様

で
す

。

○
近

年
頻

発
す

る
想

定
を

超
え

る
降

雨
や

局
地

的
豪

雨
を

踏
ま

え
、

洪
水

時
に

お
け

る
村

民
の

迅
速

か
つ

円
滑

な
避

難
に

役
立

つ
よ

う
、

浸
水

想
定

区
域

や
避

難
に

関
す

る
情

報
を

記
載

し
た

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

し
、

普
及

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
洪

水
時

の
浸

水
想

定
区

域
や

避
難

に
関

す
る

情
報

を
予

め
住

民
に

周
知

す
る

た
め

の
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
し

、
村

民
や

転
入

者
等

に
配

布
す

る
。

ま
た

、
パ

ネ
ル

展
示

会
や

出
前

講
座

等
で

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

普
及

促
進

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
1
1
）
消

防
・
防

災
・
救

急
P

9
1

平
成

2
2
（
2
0
1
0
）
年

度
に

地
域

防
災

計
画

・
防

災
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
作

成
さ

れ
ま

し
た

。
地

形
的

な
特

徴
か

ら
災

害
危

険
箇

所
が

多
い

本
村

で
は

、
防

災
計

画
に

基
づ

い
た

災
害

等
へ

の
対

応
と

地
域

住
民

へ
の

注
意

喚
起

が
必

要
で

す
。

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

や
や

重
要

で
あ

る

■ 
農

業
⽤

施
設

の
排

⽔
設

備
整

備
状

況
振

興
課

○
農

地
が

持
つ

保
水

効
果

や
土

壌
流

出
の

防
止

効
果

な
ど

の
国

土
保

全
機

能
は

、
営

農
の

継
続

に
よ

り
発

揮
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
農

家
や

地
域

住
民

が
共

同
で

行
う

水
路

、
農

道
等

の
保

全
管

理
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

野
生

鳥
獣

に
よ

る
農

作
物

被
害

が
拡

大
す

る
こ

と
で

、
耕

作
放

棄
地

の
増

加
や

集
落

機
能

の
低

下
が

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

関
係

者
が

一
体

と
な

っ
た

鳥
獣

被
害

防
止

の
取

組
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

〇
近

年
の

異
常

気
象

に
よ

る
降

水
量

の
増

加
か

ら
、

農
地

の
排

水
不

良
や

農
業

用
排

水
路

の
崩

壊
等

の
被

害
を

ま
ね

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
農

業
用

排
水

路
等

の
計

画
的

な
整

備
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

〇
農

地
等

の
保

全
の

た
め

、
農

業
用

排
水

路
等

の
計

画
的

な
整

備
を

図
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

〇
災

害
の

発
生

に
備

え
、

農
業

水
利

施
設

の
多

面
的

機
能

が
十

分
に

発
揮

さ
れ

る
よ

う
、

各
施

設
管

理
者

に
よ

る
適

正
な

施
設

診
断

の
実

施
や

施
設

管
理

体
制

の
強

化
を

進
め

、
防

災
・
減

災
に

配
慮

し
た

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
推

進
及

び
適

正
な

維
持

管
理

に
取

り
組

み
、

安
全

安
心

な
農

山
漁

村
づ

く
り

を
促

進
す

る
。

〇
村

は
、

県
と

の
連

携
も

図
り

な
が

ら
老

朽
化

し
た

水
路

等
の

更
新

を
進

め
る

。
ま

た
、

水
路

の
更

新
や

取
水

堰
の

統
廃

合
等

を
実

施
し

、
災

害
の

未
然

防
止

を
図

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
県

）

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る
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緊
急
性

実
現

性
実

施
状

況
重

要
度

5
段

階
評

価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参

考
）
第
６
次
総

合
計

画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

■ 
中

⼭
間

地
域

等
直

接
⽀

払
制

度
の

集
落

で
地

域
農

業
を

⽀
え

る
体

制
づ

くり
に

 取
り組

ん
だ

集
落

数
振

興
課

デ
ー

タ
無

し
○

条
件

の
不

利
な

中
山

間
地

域
等

に
お

い
て

、
集

落
等

を
単

位
に

、
農

用
地

を
維

持
・
管

理
の

協
定

締
結

、
農

業
生

産
活

動
等

を
行

う
取

組
に

よ
り

、
安

定
基

盤
農

地
整

備
を

実
施

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

、
県

）

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

■ 
農

地
や

農
業

⽤
⽔

等
を

保
全

す
る

た
め

共
同

活
動

に
取

り組
ん

だ
活

動
組

織
数

振
興

課

○
農

地
が

持
つ

保
水

効
果

や
土

壌
流

出
の

防
止

効
果

な
ど

の
国

土
保

全
機

能
は

、
営

農
の

継
続

に
よ

り
発

揮
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
農

家
や

地
域

住
民

が
共

同
で

行
う

水
路

、
農

道
等

の
保

全
管

理
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

野
生

鳥
獣

に
よ

る
農

作
物

被
害

が
拡

大
す

る
こ

と
で

、
耕

作
放

棄
地

の
増

加
や

集
落

機
能

の
低

下
が

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

関
係

者
が

一
体

と
な

っ
た

鳥
獣

被
害

防
止

の
取

組
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

〇
近

年
の

異
常

気
象

に
よ

る
降

水
量

の
増

加
か

ら
、

農
地

の
排

水
不

良
や

農
業

用
排

水
路

の
崩

壊
等

の
被

害
を

ま
ね

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
農

業
用

排
水

路
等

の
計

画
的

な
整

備
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

○
農

地
が

持
つ

保
水

効
果

や
土

壌
流

出
の

防
止

効
果

な
ど

の
国

土
保

全
機

能
は

、
営

農
の

継
続

に
よ

り
発

揮
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
農

家
や

地
域

住
民

が
共

同
で

行
う

水
路

、
農

道
等

の
保

全
管

理
を

推
進

す
る

。
〇

野
生

鳥
獣

に
よ

る
農

作
物

被
害

が
拡

大
す

る
こ

と
で

、
耕

作
放

棄
地

の
増

加
や

集
落

機
能

の
低

下
が

懸
念

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

関
係

者
が

一
体

と
な

っ
た

鳥
獣

被
害

防
止

の
取

組
を

推
進

す
る

。

〇
農

地
等

の
保

全
の

た
め

、
農

業
用

排
水

路
等

の
計

画
的

な
整

備
を

図
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

既
に

実
施

し
て

い
る

期
間

設
定

は
困

難

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

■ 
⽔

源
涵

養
機

能
維

持
増

進
森

林
の

割
合

振
興

課

○
農

地
が

持
つ

保
水

効
果

や
土

壌
流

出
の

防
止

効
果

な
ど

の
国

土
保

全
機

能
は

、
営

農
の

継
続

に
よ

り
発

揮
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
農

家
や

地
域

住
民

が
共

同
で

行
う

水
路

、
農

道
等

の
保

全
管

理
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

野
生

鳥
獣

に
よ

る
農

作
物

被
害

が
拡

大
す

る
こ

と
で

、
耕

作
放

棄
地

の
増

加
や

集
落

機
能

の
低

下
が

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

関
係

者
が

一
体

と
な

っ
た

鳥
獣

被
害

防
止

の
取

組
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

〇
近

年
の

異
常

気
象

に
よ

る
降

水
量

の
増

加
か

ら
、

農
地

の
排

水
不

良
や

農
業

用
排

水
路

の
崩

壊
等

の
被

害
を

ま
ね

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
農

業
用

排
水

路
等

の
計

画
的

な
整

備
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

○
農

地
が

持
つ

保
水

効
果

や
土

壌
流

出
の

防
止

効
果

な
ど

の
国

土
保

全
機

能
は

、
営

農
の

継
続

に
よ

り
発

揮
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
農

家
や

地
域

住
民

が
共

同
で

行
う

水
路

、
農

道
等

の
保

全
管

理
を

推
進

す
る

。
〇

野
生

鳥
獣

に
よ

る
農

作
物

被
害

が
拡

大
す

る
こ

と
で

、
耕

作
放

棄
地

の
増

加
や

集
落

機
能

の
低

下
が

懸
念

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

関
係

者
が

一
体

と
な

っ
た

鳥
獣

被
害

防
止

の
取

組
を

推
進

す
る

。

〇
農

地
等

の
保

全
の

た
め

、
農

業
用

排
水

路
等

の
計

画
的

な
整

備
を

図
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

必
要

性
が

低
い

期
間

設
定

は
困

難

実
施

で
き

て
い

な
い

ど
ち

ら
と

も
⾔

え
な

い

６
－

５
避

難
所

等
に

お
け

る
環

境
の

悪
化

、疫
病

・感
染

症
等

の
⼤

規
模

発
⽣

■ 
避

難
所

に
お

け
る

感
染

症
対

策
マ

ニュ
ア

ル
作

成
状

況
総

務
課

〇
感

染
症

蔓
延

時
を

想
定

し
た

避
難

所
の

開
設

・
運

営
方

法
の

確
立

、
習

熟
が

必
要

で
あ

る
。

○
避

難
所

生
活

で
の

感
染

症
の

流
行

等
や

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
等

の
疾

患
へ

の
対

策
の

推
進

―
ト

イ
レ

等
の

住
環

境
の

悪
化

に
よ

る
避

難
所

で
の

感
染

症
の

流
行

や
、

静
脈

血
栓

塞
栓

症
（
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

）
、

ス
ト

レ
ス

性
の

疾
患

が
多

発
し

な
い

よ
う

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

予
防

活
動

を
継

続
的

に
行

う
必

要
が

あ
る

。

〇
避

難
者

の
健

康
状

態
の

確
認

、
基

本
的

な
感

染
対

策
、

濃
厚

接
触

者
等

の
専

用
ス

ペ
ー

ス
・
動

線
の

確
保

、
避

難
者

が
感

染
症

を
発

症
し

た
場

合
の

対
応

等
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
避

難
所

開
設

・
運

営
訓

練
を

実
施

し
対

応
手

順
を

確
認

・
習

熟
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

）

〇
ト

イ
レ

等
の

住
環

境
の

悪
化

に
よ

る
避

難
所

で
の

感
染

症
の

流
行

や
、

静
脈

血
栓

塞
栓

症
（
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

）
、

ス
ト

レ
ス

性
の

疾
患

が
多

発
し

な
い

よ
う

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

予
防

活
動

を
継

続
的

に
行

う
。

 （
実

施
主

体
：
村

）

○
避

難
所

に
お

い
て

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

、
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
、

O
1
5
7
 な

ど
が

広
ま

ら
な

い
よ

う
、

施
設

の
衛

生
環

境
を

良
好

に
保

つ
。

ま
た

、
感

染
症

の
疑

い
が

あ
る

場
合

は
、

別
室

に
案

内
す

る
な

ど
、

避
難

所
で

ク
ラ

ス
タ

ー
が

発
生

し
な

い
よ

う
に

取
り

組
む

。
〇

避
難

所
な

ど
平

時
と

異
な

る
生

活
環

境
下

で
の

衛
生

状
況

の
悪

化
を

防
ぐ

た
め

、
避

難
所

に
お

け
る

飲
料

水
の

安
全

確
保

、
室

内
環

境
の

調
査

・
助

言
・
指

導
、

ト
イ

レ
や

ご
み

保
管

場
所

の
適

正
管

理
な

ど
を

行
う

。
○

避
難

所
等

の
衛

生
管

理
に

必
要

な
薬

剤
や

備
品

に
つ

い
て

、
備

蓄
や

流
通

事
業

者
等

と
の

連
携

に
よ

り
、

災
害

時
に

確
保

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

。
（
実

施
主

体
：
村

,県
）

（
6
）
健

康
増

進
・
医

療
【
現

状
・
課

題
】

P
6
5

感
染

予
防

や
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
正

し
い

情
報

提
供

や
適

切
な

予
防

接
種

が
必

要
で

す
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

の
想

定
外

の
事

態
が

生
じ

た
際

に
、

村
民

に
適

切
な

情
報

の
発

信
や

必
要

な
支

援
が

提
供

で
き

る
よ

う
、

国
や

県
、

近
隣

市
町

村
、

専
門

機
関

等
と

の
連

携
の

強
化

が
必

要
で

す
。

す
ぐ

に
着

⼿
す

べ
き

短
期

（
１

〜
２

年
程

度
）

で
実

現
可

能

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

■ 
村

⺠
へ

の
感

染
症

対
策

の
周

知
住

民
課

〇
感

染
症

の
発

生
予

防
・
ま

ん
延

防
止

の
た

め
、

浸
水

被
害

を
受

け
た

住
居

等
の

消
毒

・
害

虫
駆

除
等

が
適

切
に

実
施

さ
れ

る
よ

う
、

消
毒

・
害

虫
駆

除
業

者
等

の
関

係
団

体
と

の
連

携
の

強
化

や
連

絡
体

制
の

確
保

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

〇
 浸

水
被

害
を

受
け

た
住

居
等

の
消

毒
・
害

虫
駆

除
等

が
適

切
に

実
施

さ
れ

る
よ

う
、

消
毒

・
害

虫
駆

除
業

者
等

の
関

係
団

体
と

の
連

携
や

連
絡

体
制

の
確

保
を

行
う

。
（
実

施
主

体
：
村

）

（
6
）
健

康
増

進
・
医

療
【
現

状
・
課

題
】

P
6
5

感
染

予
防

や
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
正

し
い

情
報

提
供

や
適

切
な

予
防

接
種

が
必

要
で

す
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

の
想

定
外

の
事

態
が

生
じ

た
際

に
、

村
民

に
適

切
な

情
報

の
発

信
や

必
要

な
支

援
が

提
供

で
き

る
よ

う
、

国
や

県
、

近
隣

市
町

村
、

専
門

機
関

等
と

の
連

携
の

強
化

が
必

要
で

す
。

す
ぐ

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
る

重
要

で
あ

る
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緊
急

性
実
現

性
実

施
状

況
重

要
度

5
段
階
評
価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参

考
）
第
６
次
総

合
計
画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

７
　被

災
し

た
⽅

々
の

⽇
常

の
⽣

活
が

迅
速

に
戻

る
こ

と ７
－

１
⼤

量
に

発
⽣

す
る

災
害

廃
棄

物
の

処
理

の
停

滞
に

よ
り

復
旧

・復
興

が
⼤

幅
に

遅
れ

る
事

態

■ 
災

害
廃

棄
物

処
理

応
援

協
定

の
締

結
数

住
民

課

〇
大

規
模

災
害

時
に

は
大

量
の

災
害

廃
棄

物
が

発
生

す
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

の
処

理
を

適
正

か
つ

円
滑

・
迅

速
に

行
う

た
め

の
平

時
の

備
え

及
び

発
災

直
後

か
ら

の
必

要
事

項
を

ま
と

め
た

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
を

策
定

し
、

処
理

の
実

効
性

向
上

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

〇
災

害
廃

棄
物

の
処

理
を

適
正

か
つ

円
滑

・
迅

速
に

行
う

た
め

の
平

時
の

備
え

及
び

発
災

直
後

か
ら

の
必

要
事

項
を

ま
と

め
た

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
を

策
定

し
、

継
続

的
に

見
直

し
、

処
理

の
実

効
性

向
上

に
努

め
る

。
（
実

施
主

体
：
村

)

す
ぐ

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
る

重
要

で
あ

る

■ 
災

害
廃

棄
物

処
理

に
か

か
る

応
急

対
策

マ
ニ

ュア
ル

住
民

課

〇
大

規
模

災
害

時
に

は
大

量
の

災
害

廃
棄

物
が

発
生

す
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

の
処

理
を

適
正

か
つ

円
滑

・
迅

速
に

行
う

た
め

の
平

時
の

備
え

及
び

発
災

直
後

か
ら

の
必

要
事

項
を

ま
と

め
た

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
を

策
定

し
、

処
理

の
実

効
性

向
上

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

〇
災

害
廃

棄
物

の
処

理
を

適
正

か
つ

円
滑

・
迅

速
に

行
う

た
め

の
平

時
の

備
え

及
び

発
災

直
後

か
ら

の
必

要
事

項
を

ま
と

め
た

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
を

策
定

し
、

継
続

的
に

見
直

し
、

処
理

の
実

効
性

向
上

に
努

め
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

す
ぐ

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
る

重
要

で
あ

る

■ 
災

害
廃

棄
物

処
理

計
画

の
策

定
状

況
住

民
課

〇
大

規
模

災
害

時
に

は
大

量
の

災
害

廃
棄

物
が

発
生

す
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

の
処

理
を

適
正

か
つ

円
滑

・
迅

速
に

行
う

た
め

の
平

時
の

備
え

及
び

発
災

直
後

か
ら

の
必

要
事

項
を

ま
と

め
た

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
を

策
定

し
、

処
理

の
実

効
性

向
上

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

〇
災

害
廃

棄
物

の
処

理
を

適
正

か
つ

円
滑

・
迅

速
に

行
う

た
め

の
平

時
の

備
え

及
び

発
災

直
後

か
ら

の
必

要
事

項
を

ま
と

め
た

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
を

策
定

し
、

継
続

的
に

見
直

し
、

処
理

の
実

効
性

向
上

に
努

め
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

す
ぐ

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
る

重
要

で
あ

る

■ 
仮

置
場

の
候

補
地

数
住

民
課

〇
大

規
模

災
害

時
に

は
大

量
の

災
害

廃
棄

物
が

発
生

す
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

の
処

理
を

適
正

か
つ

円
滑

・
迅

速
に

行
う

た
め

の
平

時
の

備
え

及
び

発
災

直
後

か
ら

の
必

要
事

項
を

ま
と

め
た

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
を

策
定

し
、

処
理

の
実

効
性

向
上

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

〇
災

害
廃

棄
物

の
処

理
を

適
正

か
つ

円
滑

・
迅

速
に

行
う

た
め

の
平

時
の

備
え

及
び

発
災

直
後

か
ら

の
必

要
事

項
を

ま
と

め
た

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
を

策
定

し
、

継
続

的
に

見
直

し
、

処
理

の
実

効
性

向
上

に
努

め
る

。
（
実

施
主

体
：
村

）

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

　■
 建

設
業

災
害

対
策

協
⼒

会
に

お
け

る
事

業
継

続
計

画
（

BC
P）

策
定

住
民

課

〇
大

規
模

自
然

災
害

が
発

生
し

た
場

合
、

建
物

の
浸

水
や

倒
壊

等
に

よ
り

大
量

の
災

害
廃

棄
物

が
発

生
し

、
通

常
の

廃
棄

物
処

理
体

制
で

は
適

正
な

処
理

が
困

難
に

な
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

た
め

、
災

害
廃

棄
物

処
理

等
の

協
力

に
つ

い
て

、
関

係
機

関
と

協
定

を
締

結
し

、
さ

ら
な

る
協

力
体

制
の

実
効

性
向

上
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

○
村

と
建

設
業

団
体

に
お

い
て

、
災

害
時

に
お

け
る

応
急

対
策

業
務

に
関

す
る

協
定

を
締

結
し

て
い

る
が

、
大

規
模

災
害

の
発

生
に

よ
り

、
村

職
員

等
の

人
員

が
極

度
に

不
足

す
る

場
合

に
あ

っ
て

も
、

人
命

救
助

の
た

め
の

障
害

物
の

除
去

や
道

路
交

通
の

確
保

な
ど

の
応

急
対

策
が

迅
速

か
つ

効
果

的
に

行
わ

れ
る

よ
う

、
建

設
業

と
の

、
よ

り
一

層
の

連
携

や
専

門
的

技
術

等
の

活
用

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

災
害

の
規

模
に

よ
っ

て
は

都
道

府
県

を
通

じ
て

村
外

建
設

団
体

に
も

支
援

を
要

請
す

る
必

要
が

あ
る

。

〇
避

難
所

な
ど

平
時

と
異

な
る

生
活

環
境

下
で

の
衛

生
状

況
の

悪
化

を
防

ぐ
た

め
、

避
難

所
に

お
け

る
飲

料
水

の
安

全
確

保
、

室
内

環
境

の
調

査
・
助

言
・
指

導
、

ト
イ

レ
や

ご
み

保
管

場
所

の
適

正
管

理
な

ど
を

行
う

。
（
実

施
主

体
：
村

、
県

）
〇

建
物

の
浸

水
や

倒
壊

等
に

よ
り

大
量

の
災

害
廃

棄
物

発
生

に
対

応
す

る
た

め
、

災
害

廃
棄

物
処

理
等

の
協

力
に

つ
い

て
、

関
係

機
関

と
協

定
を

締
結

し
、

さ
ら

な
る

協
力

体
制

の
実

効
性

向
上

に
取

り
組

む
。

（
実

施
主

体
：
村

）

○
災

害
発

生
時

の
人

命
救

助
の

た
め

の
障

害
物

の
除

去
、

道
路

交
通

の
確

保
、

パ
ト

ロ
ー

ル
な

ど
の

応
急

対
策

を
効

果
的

に
実

施
す

る
た

め
、

専
門

的
な

技
術

を
有

し
地

域
事

情
に

も
精

通
す

る
建

設
業

の
効

果
的

な
活

用
を

図
る

な
ど

、
災

害
時

に
お

け
る

行
政

機
関

と
建

設
業

と
の

連
携

体
制

を
強

化
す

る
。

ま
た

、
災

害
の

規
模

に
よ

っ
て

は
都

道
府

県
を

通
じ

て
村

外
建

設
団

体
に

も
支

援
を

要
請

す
る

。
○

災
害

時
の

復
旧

･復
興

に
加

え
、

公
共

施
設

等
の

耐
震

化
や

老
朽

化
対

策
、

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
な

ど
平

時
に

お
け

る
強

靱
化

の
推

進
に

不
可

欠
な

建
設

業
の

振
興

に
向

け
、

若
年

者
な

ど
の

担
い

手
の

育
成

・
確

保
や

災
害

時
に

備
え

た
事

業
継

続
計

画
の

策
定

促
進

な
ど

、
関

係
団

体
等

と
連

携
し

た
取

組
を

推
進

す
る

。
（
実

施
主

体
：
村

、
民

間
）

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
る

や
や

重
要

で
あ

る

７
－

２
道

路
啓

開
等

の
遅

れ
に

よ
り

復
旧

・復
興

が
⼤

幅
に

遅
れ

る
事

態

■ 
建

設
業

災
害

対
策

協
⼒

会
に

お
け

る
事

業
継

続
計

画
（

BC
P）

策
定

振
興

課

○
災

害
が

発
生

し
た

際
に

、
企

業
が

事
業

活
動

を
継

続
し

、
あ

る
い

は
事

業
の

中
断

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

場
合

で
も

出
来

る
だ

け
早

期
に

復
旧

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
予

め
事

業
継

続
計

画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ

）
を

策
定

し
て

お
く

こ
と

が
極

め
て

有
効

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

村
内

企
業

に
お

け
る

Ｂ
Ｃ

Ｐ
策

定
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
災

害
が

発
生

し
た

際
に

、
企

業
が

事
業

活
動

を
継

続
し

、
あ

る
い

は
事

業
の

中
断

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

場
合

で
も

出
来

る
だ

け
早

期
に

復
旧

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
村

内
企

業
に

お
け

る
Ｂ

Ｃ
Ｐ

策
定

を
促

進
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
民

間
）
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緊
急

性
実
現

性
実

施
状

況
重

要
度

5
段
階
評
価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参
考

）
第

６
次

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

７
－

３
　

倒
壊

し
た

住
宅

の
再

建
が

⼤
幅

に
遅

れ
る

事
態

■ 
避

難
住

宅
建

設
計

画
振

興
課

〇
応

急
仮

設
住

宅
の

建
設

用
地

が
迅

速
に

確
保

で
き

る
よ

う
、

候
補

地
リ

ス
ト

を
作

成
し

て
い

る
が

、
が

け
崩

れ
や

津
波

浸
水

等
に

よ
る

被
災

の
可

能
性

に
つ

い
て

、
十

分
留

意
し

た
候

補
地

選
定

と
な

る
よ

う
、

定
期

的
な

情
報

更
新

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
〇

東
日

本
大

震
災

の
際

は
、

応
急

仮
設

住
宅

の
用

地
確

保
に

課
題

が
あ

り
、

全
整

備
戸

数
分

の
用

地
を

自
治

体
内

で
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

ず
隣

接
自

治
体

に
整

備
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

と
な

っ
た

。
こ

れ
が

、
被

災
者

の
自

治
体

外
流

出
に

拍
車

が
か

か
っ

た
要

因
に

も
な

っ
た

。
災

害
が

発
生

し
た

場
合

は
全

整
備

戸
数

分
を

自
治

体
内

で
確

保
で

き
る

よ
う

計
画

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

〇
災

害
時

に
お

い
て

迅
速

に
建

設
型

応
急

仮
設

住
宅

を
供

給
す

る
た

め
、

県
や

関
係

機
関

等
と

の
連

携
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

〇
応

急
仮

設
住

宅
の

建
設

用
地

が
迅

速
に

確
保

で
き

る
よ

う
、

候
補

地
リ

ス
ト

を
作

成
し

て
い

る
が

、
が

け
崩

れ
や

津
波

浸
水

等
に

よ
る

被
災

の
可

能
性

に
つ

い
て

、
十

分
留

意
し

た
候

補
地

選
定

と
な

る
よ

う
、

定
期

的
な

情
報

更
新

を
行

う
。

（
実

施
主

体
：
村

）
〇

大
規

模
災

害
時

に
お

い
て

、
応

急
仮

設
住

宅
の

整
備

が
可

能
な

公
用

地
等

を
把

握
し

た
上

で
建

設
候

補
地

を
選

定
し

、
被

災
者

が
長

期
の

避
難

所
生

活
に

陥
ら

な
い

よ
う

、
早

期
着

工
・
入

居
が

可
能

と
な

る
よ

う
関

係
機

関
で

協
議

・
調

整
す

る
。

ま
た

、
建

設
候

補
地

の
選

定
を

行
う

上
で

は
、

過
去

の
災

害
時

に
被

災
者

の
避

難
過

程
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

連
続

し
た

分
断

が
叫

ば
れ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

入
居

の
あ

り
方

に
つ

い
て

も
、

被
災

前
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
一

定
程

度
維

持
で

き
る

よ
う

考
慮

し
て

い
く

。
（
実

施
主

体
：
村

、
都

道
府

県
）

〇
災

害
時

に
お

い
て

迅
速

に
建

設
型

応
急

仮
設

住
宅

を
供

給
す

る
た

め
に

、
県

や
関

係
機

関
等

と
の

連
携

を
図

る
。

（
実

施
主

体
：
村

）

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

■ 
建

設
業

災
害

対
策

協
⼒

会
に

お
け

る
事

業
継

続
計

画
（

BC
P）

策
定

振
興

課

○
災

害
が

発
生

し
た

際
に

、
企

業
が

事
業

活
動

を
継

続
し

、
あ

る
い

は
事

業
の

中
断

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

場
合

で
も

出
来

る
だ

け
早

期
に

復
旧

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
予

め
事

業
継

続
計

画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ

）
を

策
定

し
て

お
く

こ
と

が
極

め
て

有
効

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

村
内

企
業

に
お

け
る

Ｂ
Ｃ

Ｐ
策

定
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
災

害
が

発
生

し
た

際
に

、
企

業
が

事
業

活
動

を
継

続
し

、
あ

る
い

は
事

業
の

中
断

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

場
合

で
も

出
来

る
だ

け
早

期
に

復
旧

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
村

内
企

業
に

お
け

る
Ｂ

Ｃ
Ｐ

策
定

を
促

進
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
民

間
）

３
年

以
内

に
着

⼿
す

べ
き

中
期

（
３

〜
５

年
程

度
）

で
の

取
り

組
み

が
必

要

実
施

で
き

て
い

な
い

重
要

で
あ

る

７
－

４
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

崩
壊

に
よ

り
復

旧
・復

興
が

⼤
幅

に
遅

れ
る

事
態

■ 
地

区
別

世
帯

構
成

、独
居

⾼
齢

者
の

実
態

住
民

課

○
当

村
は

、
6
5
歳

以
上

の
高

齢
化

率
が

約
4
1
％

で
す

。
特

に
1
0
行

政
区

の
う

ち
 半

数
以

上
の

６
区

で
高

齢
化

率
が

 4
0
％

を
超

え
る

状
況

に
あ

り
ま

す
。

「
栗

生
」
、

「
三

川
」
、

「
加

佐
」
、

「
和

田
」
、

「
日

向
」
、

「
立

原
」

○
総

世
帯

数
4
2
8

（
令

和
２

年
1
0
月

3
1
日

現
在

）

○
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

維
持

・
活

性
化

を
図

る
た

め
、

町
内

会
や

町
内

活
動

団
体

等
、

様
々

な
団

体
に

お
け

る
交

流
や

連
携

を
促

進
さ

せ
、

主
体

的
な

取
組

を
支

援
し

、
人

材
の

育
成

や
す

そ
野

の
拡

大
、

団
体

・
組

織
の

活
動

基
盤

強
化

等
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。
○

人
口

減
少

と
、

高
齢

化
に

伴
い

生
活

機
能

の
低

下
や

交
通

手
段

の
不

足
な

ど
問

題
が

生
じ

て
い

る
地

域
に

つ
い

て
は

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
機

能
の

維
持

・
確

保
に

向
け

て
、

地
域

の
実

情
に

即
し

た
対

策
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
孤

立
予

想
地

区
（
H

2
2
.1

0
.1

;地
域

防
災

計
画

）

○
災

害
時

に
お

い
て

も
復

旧
・
復

興
が

迅
速

か
つ

円
滑

に
な

さ
れ

る
よ

う
、

町
内

会
や

町
内

活
動

団
体

等
、

様
々

な
団

体
に

お
け

る
交

流
や

連
携

を
促

進
さ

せ
、

団
体

・
組

織
の

活
動

基
盤

強
化

等
に

努
め

る
。

○
住

民
に

対
し

、
地

域
対

策
の

先
進

事
例

の
紹

介
や

多
様

な
主

体
と

の
交

流
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

機
能

の
維

持
・
確

保
を

図
る

取
組

を
実

施
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
民

間
）

P
1
1
0

（
１

）
協

働
の

村
づ

く
り

現
状

・
課

題
・
少

子
高

齢
化

が
急

速
に

進
み

、
地

域
が

持
つ

様
々

な
機

能
の

維
持

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

生
活

形
態

の
変

化
や

価
値

観
の

多
様

化
等

に
よ

り
、

地
域

社
会

に
お

け
る

人
間

関
係

の
希

簿
化

が
懸

念
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
地

域
活

動
に

お
い

て
、

移
住

者
が

そ
れ

ぞ
れ

の
特

性
に

応
じ

て
力

を
発

揮
で

き
る

よ
う

、
地

域
の

効
果

的
な

関
わ

り
方

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
地

域
課

題
に

つ
い

て
村

全
体

で
共

通
認

識
を

持
ち

、
解

決
し

て
い

く
た

め
、

今
後

、
必

要
な

地
域

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
村

民
と

行
政

が
そ

れ
ぞ

れ
考

え
、

役
割

を
明

確
に

し
、

協
働

で
取

り
組

む
仕

組
み

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

企
業

や
各

種
組

織
、

村
民

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
一

体
と

な
っ

た
取

り
組

み
が

必
要

で
す

。
・
激

し
く
変

化
す

る
社

会
情

勢
の

中
、

村
の

課
題

解
決

や
持

続
可

能
な

発
展

に
向

け
て

は
、

今
ま

で
に

行
っ

た
こ

と
の

無
い

、
新

た
な

挑
戦

も
必

要
と

な
る

た
め

、
そ

れ
を

支
え

る
環

境
づ

く
り

が
必

要
で

す
。

施
策

１
　

こ
れ

か
ら

の
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

在
り

方
の

検
討

若
者

を
中

心
と

し
た

村
民

に
よ

る
、

ざ
っ

く
ば

ら
ん

で
活

発
な

意
見

交
換

の
機

会
づ

く
り

を
行

い
ま

す
。

・
若

者
を

中
心

と
し

た
、

ざ
っ

く
ば

ら
ん

な
意

見
交

換
の

機
会

づ
く
り

を
行

い
ま

す
。

・
村

民
の

主
体

的
な

活
動

に
つ

い
て

積
極

的
に

支
援

し
、

多
様

な
分

野
で

の
地

域
活

性
化

に
つ

な
げ

ま
す

。
・
村

民
と

行
政

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を

確
認

し
ま

す
。

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
る

重
要

で
あ

る
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緊
急
性

実
現
性

実
施

状
況

重
要

度

5
段

階
評

価

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
K
P
I案

）
担

当
課

脆
弱

性
評

価
推

進
方

針
（
参

考
）
第
６
次
総

合
計

画

前
期

基
本

計
画

（
※

計
画

書
記

載
が

無
い

セ
ル

に
着

色
）

■ 
地

区
別

の
災

害
想

定
訓

練
の

状
況

総
務

課

○
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

維
持

・
活

性
化

を
図

る
た

め
、

町
内

会
や

町
内

活
動

団
体

等
、

様
々

な
団

体
に

お
け

る
交

流
や

連
携

を
促

進
さ

せ
、

主
体

的
な

取
組

を
支

援
し

、
人

材
の

育
成

や
す

そ
野

の
拡

大
、

団
体

・
組

織
の

活
動

基
盤

強
化

等
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。
○

人
口

減
少

と
、

高
齢

化
に

伴
い

生
活

機
能

の
低

下
や

交
通

手
段

の
不

足
な

ど
問

題
が

生
じ

て
い

る
地

域
に

つ
い

て
は

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
機

能
の

維
持

・
確

保
に

向
け

て
、

地
域

の
実

情
に

即
し

た
対

策
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
災

害
時

に
お

い
て

も
復

旧
・
復

興
が

迅
速

か
つ

円
滑

に
な

さ
れ

る
よ

う
、

町
内

会
や

町
内

活
動

団
体

等
、

様
々

な
団

体
に

お
け

る
交

流
や

連
携

を
促

進
さ

せ
、

団
体

・
組

織
の

活
動

基
盤

強
化

等
に

努
め

る
。

○
住

民
に

対
し

、
地

域
対

策
の

先
進

事
例

の
紹

介
や

多
様

な
主

体
と

の
交

流
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

機
能

の
維

持
・
確

保
を

図
る

取
組

を
実

施
す

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
民

間
）

P
1
1
0

（
１

）
協

働
の

村
づ

く
り

現
状

・
課

題
・
少

子
高

齢
化

が
急

速
に

進
み

、
地

域
が

持
つ

様
々

な
機

能
の

維
持

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

生
活

形
態

の
変

化
や

価
値

観
の

多
様

化
等

に
よ

り
、

地
域

社
会

に
お

け
る

人
間

関
係

の
希

簿
化

が
懸

念
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
地

域
活

動
に

お
い

て
、

移
住

者
が

そ
れ

ぞ
れ

の
特

性
に

応
じ

て
力

を
発

揮
で

き
る

よ
う

、
地

域
の

効
果

的
な

関
わ

り
方

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
地

域
課

題
に

つ
い

て
村

全
体

で
共

通
認

識
を

持
ち

、
解

決
し

て
い

く
た

め
、

今
後

、
必

要
な

地
域

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
村

民
と

行
政

が
そ

れ
ぞ

れ
考

え
、

役
割

を
明

確
に

し
、

協
働

で
取

り
組

む
仕

組
み

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

企
業

や
各

種
組

織
、

村
民

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
一

体
と

な
っ

た
取

り
組

み
が

必
要

で
す

。
・
激

し
く
変

化
す

る
社

会
情

勢
の

中
、

村
の

課
題

解
決

や
持

続
可

能
な

発
展

に
向

け
て

は
、

今
ま

で
に

行
っ

た
こ

と
の

無
い

、
新

た
な

挑
戦

も
必

要
と

な
る

た
め

、
そ

れ
を

支
え

る
環

境
づ

く
り

が
必

要
で

す
。

施
策

１
　

こ
れ

か
ら

の
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

在
り

方
の

検
討

若
者

を
中

心
と

し
た

村
民

に
よ

る
、

ざ
っ

く
ば

ら
ん

で
活

発
な

意
見

交
換

の
機

会
づ

く
り

を
行

い
ま

す
。

・
村

民
の

主
体

的
な

活
動

に
つ

い
て

積
極

的
に

支
援

し
、

多
様

な
分

野
で

の
地

域
活

性
化

に
つ

な
げ

ま
す

。
・
村

民
と

行
政

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を

確
認

し
ま

す
。

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

概
ね

実
施

で
き

て
い

る

重
要

で
あ

る

■ 
通

学
⾒

守
り⽀

援
状

況
教

育
委

員
会

○
地

域
や

事
業

所
に

お
け

る
防

災
意

識
の

向
上

の
た

め
、

防
災

訓
練

、
出

前
講

座
及

び
村

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

で
防

災
知

識
や

自
助

意
識

等
の

普
及

啓
発

に
取

り
組

ん
で

い
る

が
、

引
き

続
き

、
啓

発
内

容
の

充
実

等
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

○
地

域
や

事
業

所
に

お
け

る
防

災
意

識
の

向
上

の
た

め
、

防
災

訓
練

、
出

前
講

座
及

び
村

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

で
実

施
し

て
い

る
防

災
知

識
や

自
助

意
識

等
の

普
及

啓
発

に
つ

い
て

、
防

災
士

な
ど

有
識

者
を

活
用

す
る

な
ど

内
容

の
充

実
等

を
図

る
。

○
防

災
教

育
に

関
す

る
教

職
員

研
修

の
内

容
の

更
な

る
充

実
と

と
も

に
、

「
学

校
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
に

基
づ

く
避

難
訓

練
が

よ
り

具
体

的
・
実

践
的

な
も

の
と

な
る

よ
う

内
容

を
検

討
し

、
防

災
教

育
の

充
実

を
図

る
。

（
実

施
主

体
：
村

、
民

間
）

既
に

実
施

し
て

い
る

既
に

実
施

し
て

い
る

⼗
分

に
実

施
で

き
て

い
る

重
要

で
あ

る



 

107 
 

４ 避難警戒レベルの改訂  

（内閣府（防災担当）・消防庁︓令和 3 年 5 ⽉ 28 ⽇）より 

「警戒レベル4」で危険な場所から全員避難！5段階の「警戒レベル」を確認しましょう 

 

集中豪雨や台風などによっ

て、水害や土砂災害などの災

害が発生するおそれがあると

き、どの情報をもとに、どの

タイミングで避難をします

か？ 

防災情報の意味が直感的に

理解でき、それぞれの状況に

応じて避難できるよう、災害

発生の危険度と住民の方々が

とるべき行動を5段階の「警

戒レベル」を用いてお伝えし

ています。 

 

 

 

 

 

避難情報がよりわかりやすく！令和 3 年 5 月から「警戒レベル 4 までに必ず避難！」 

 

（１）警戒レベルを⽤いた防災情報とは︖ 
 

警戒レベル4避難指示までに必ず避難！ 

災害発生の危険度と、とるべき避難行動を住民が直感的に理解するための情報です。 

日本では毎年のように、大雨や台風などによる洪水や土砂災害、高潮などが発生し、多

くの被害がでています。 

平成30年7月豪雨では200名を超える死者・行方不明者が発生するなど、各地で甚大な被

害が発生しました。 
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気象庁から注意報や警報が、市町村から避難勧告や避難指示（緊急）など様々な情報が

出されましたが、受け手である住民に正しく理解されていたかなど、様々な課題がありま

した。 

こうしたことを踏まえ、住民の皆さんが災害発生の危険度を直感的に理解し、的確な避

難行動をとることができるよう、避難に関する情報や防災気象情報等の防災情報を5段階の

「警戒レベル」を用いて伝えることとしました。（令和元年6月より） 

しかしながら、令和元年台風第19号においても、多くの人が避難の遅れなどにより被災

したことから、住民の「自らの命は自らが守る」意識を一層徹底するとともに、避難情報

のさらなる見直しを行うこととなりました。令和3年4月に災害対策基本法が改正され、5月

から新たな避難情報を用いて避難情報を伝えることとなりました。 

※資料：消防庁「平成30年7月豪雨及び台風12号による被害状況及び消防機関等の対応状

況（第60報）」 

 

（２）警戒レベル 4 避難指⽰までに必ず避難︕ 
 

これまで、警戒レベル4は、「避難勧告」と「避難指示」の2つの情報で避難が呼びかけら

れていましたが、「避難勧告」を廃止し、「避難指示」に一本化されました。 

また、警戒レベル5は、「災害発生情報」から「緊急安全確保」に変更され、直ちに安全

な場所で命を守る行動をとるよう呼びかけが行われます。ただし、警戒レベル5は既に災害

が発生・切迫しており命の危険がある状態であるとともに、必ず発令される情報ではない

ことから、警戒レベル5を待つことなく、警戒レベル4までに避難することが必要です。 

 

画像：内閣府「新たな避難情報に関するポスター・チラシ」より 
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（３）どの警戒レベルが出たら、どう⾏動すればいいの 
 

「警戒レベル3」で危険な場所から高齢者等は避難、 

「警戒レベル4」で危険な場所から全員避難を。 

警戒レベルは、災害発生の危険度が高くなるほど数字が大きくなります。警戒レベルが

出されたとき、それぞれの段階で、住民の方々はどのような行動をとればいいのでしょう

か。 

重要なポイントは、「警戒レベル3」が発令されたら、高齢の方や障がいのある方など避

難に時間のかかる方やその支援者の方は危険な場所から避難し、それ以外の人も、普段の

行動を見合わせたり避難の準備をしたり、危険を感じたら自主的に避難すること。 

そして、「警戒レベル4」が発令されたら、対象となる地域住民の方々は危険な場所から

全員避難することです。 

 

警戒レベル1から順に住民の方々がとるべき行動をみていきましょう。 

■警戒レベル1は、災害への心構えを高める 

災害発生の危険性はまだ低い段階ですが、気象庁から警戒レベル1「早期注意情報」が発

表された場合には最新の防災気象情報などに留意するなど、災害への心構えを高めてくだ

さい。 

■警戒レベル2は、ハザードマップなどで避難行動を確認 

気象庁から警戒レベル2「大雨注意報」や「洪水注意報」等が発表され、災害発生に対す

る注意が高まってきた段階です。 

ハザードマップで災害の危険性のある区域や避難場所、避難経路、避難のタイミングの

再確認など、避難に備え、自らの避難行動を確認しておきましょう。 

■警戒レベル3は、危険な場所から高齢者等は避難 

市町村から警戒レベル3「高齢者等避難」が発令された段階です。避難に時間がかかる高

齢の方や障がいのある方、避難を支援する方などは危険な場所から安全な場所へ避難しま

しょう。また、土砂災害の危険性がある区域や急激な水位上昇のおそれがある河川沿いに

お住まいの方も、準備が整い次第、この段階での避難が強く望まれます。また、それ以外

の方も普段の行動を見合わせたり、いつでも避難できるように準備をしたり、危険を感じ

たら自主的に避難をしましょう。 

■警戒レベル4は、対象地域住民のうち危険な場所にいる人は全員避難 

市町村から警戒レベル4「避難指示」が発令された段階です。対象地域の方は全員速やか

に危険な場所から避難してください。 

■警戒レベル5は、”命の危険。直ちに安全確保” 

市町村から警戒レベル5「緊急安全確保」が発令された段階です。既に災害が発生してい

るか又は災害が発生直前であったり、確認できていないもののどこかで既に発生していて
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もおかしくない状況で、命が危険な状況ですので、直ちに安全な場所で命を守る行動をと

ってください。 

警戒レベル5になってからでは、安全な避難が難しい状況です。予定していた避難場所へ

の避難が危険な場合には、自宅の上の階や、崖から離れた部屋に移動するなど、その場で

とることができる少しでも身の安全を確保するための行動をとるようにしましょう。 

（４）「避難」って何をすればいいの︖ 
 
「避難」とは「難」を「避」

けること。普段からどこに避

難するか決めておきましょう。 

避難の方法避難とは、難を

避けること全体を指しており、

学校や公民館といった指定緊

急避難場所への移動だけが避

難というわけではありません。

住んでいる地域やそのときの

状況、人によって方法は異な

ります。「自らの命は自らが

守る」意識を一人一人が持ち、

普段からどう行動するか決め

ておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 行政が指定した避難所への立退き避難、マスク、消毒液、体温計、スリッパ、常備

薬など自身が必要とするものを持参しましょう。 

 安全な親戚・知人宅への立退き避難、普段から災害時に避難することを相談してお

きましょう。 

 安全なホテル・旅館への立退き避難、通常の宿泊料が必要です。ハザードマップで

安全かどうかを確認し、予約しましょう。 
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 屋内安全確保：ハザードマップで次の「3つの条件」を確認し自宅にいても大丈夫か

確認する必要があります。 

① 家屋倒壊等氾濫想定区域に入ってないこと 

② 浸水深より居室が高いこと 

③ 水がひくまで我慢でき、水・食糧などの備えが十分にあること 

 避難行動判定フローを確認する・「避難行動判定フロー」では、災害時にとるべき

避難行動をフローチャート形式で選択できます。災害に備え、事前準備や災害時の

対応について確認してみましょう。 
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 ハザードマップを確認する：普段から自分が生活している地域の、どこに、どんな

大雨による災害のリスクがあるかをハザードマップで必ず確認しておきましょう。 

 ハザードマップには、土砂災害によって命が脅かされる危険性が認められる区域や、

河川が氾濫したときに浸水が想定されるおそれのある区域、指定緊急避難場所等が

掲載されています。さらに、大雨が降ると冠水し車両が水没するおそれのある箇所

や、土砂崩れや落石の危険のため通行規制が行われる箇所も掲載されています。い

ざというときに、どの道を通って、どこに避難すれば安全なのか決めておきましょ

う。 

 ハザードマップは、各自治体のHPや国土交通省のハザードマップポータルサイトで

閲覧できます。ハザードマップポータルサイトへアクセスすれば、ある地点の自然

災害リスクが住所検索や、現在地からの検索により簡単に調べられます。なお、各

自治体の窓口では、紙のハザードマップも配布されています。 

 

（５）避難情報はどのように伝えられるの︖ 
 

テレビやラジオ、インターネット、防災行政無線などで伝達します。 

市町村から避難情報が発令された場合には、テレビやラジオ、インターネットなどのほ

か、防災行政無線や広報車などで伝達されます。 

例えば、警戒レベル4避難指示が発令された場合、市町村は、次のような内容で避難行動

を呼びかけます。 

 

■「緊急放送、緊急放送」 

こちらは、○○市です。〇〇川が増水し氾濫するおそれが高まったため、○○地区の洪

水浸水想定区域に警戒レベル4避難指示を発令しました。○○地区の洪水浸水想定区域にい

る方は、避難場所や安全な親戚・知人宅に今すぐ避難してください。ハザードマップで、

自宅が安全だと確認できた場合は、自宅で避難しても構いません。 

警戒レベル3、4が発令された場合、その地域にいる方は、周囲に声を掛け合って、安

全・確実に危険な場所から避難してください。なお、警戒レベルは、必ずしも1から5の順

番に出されるとは限りません。状況が急変することもあります。市町村から避難情報が発

令されていない場合でも、気象庁などが発表する防災気象情報を参考にしながら、適切な

避難行動をとりましょう。 

いざというとき、安全に避難行動をとることができるよう、普段から自分が住む地域に

はどのような災害のリスクがあるか、災害が発生したときの避難場所はどこか、また、安

全な避難経路といった事項などを、ハザードマップで確認しておきましょう。 
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警戒レベルと警戒レベル相当情報の違いは？ 

災害発生のおそれがある場合、大きく分けて2タイプの情報が出されます。市町村等から

出される「警戒レベル」と、国や都道府県から出される「警戒レベル相当情報」です。 

「警戒レベル」は、

市町村が発令する避難

情報等に付される数字

で、災害発生のおそれ

の高まりに応じて住民

の方々がとるべき行動

と当該行動を住民の

方々に促す情報とを関

連づけるものです。 

例えば市町村から警

戒レベル4「避難指示」

が発令されたら、対象

地区の住民の方々は速

やかに危険な場所から

避難してください。 

 

一方、「警戒レベル

相当情報」は、国土交

通省、気象庁、都道府

県等が発表する防災気

象情報に付されるもの

で、住民の皆さんが主

体的に避難行動等を判

断するための参考とな

る状況情報です。 
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